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表紙写真 
写真は、神奈川県箱根ジオパークにある「長尾峠の露頭」を撮影したものです。長尾峠は、箱根

火山の外輪山の断面の様子を観察することができる数少ない場所です。 
箱根火山の外輪山は、溶岩や火山砕屑物がいくつもの層となって積み重なって山を作っており、

この露頭の地層は、外輪山の一部である仙石崋山の噴火活動で堆積したものです。 
箱根早川沿いは、湯治場として栄えた情緒あふれる地区の歴史や箱根火山のつくる渓谷美を満喫

できるエリアです。年間の宿泊者数は全国 1 位を誇り、20 種類以上の泉質が楽しめます。早川と須
雲川沿いの大温泉街は、軒数・旅客数とも箱根地域で最多です。
（https://www.hakone-geopark.jp/area-guide/hakone2/） 

撮影：興亜開発株式会社 橘 久生 



《巻頭言》 

 

地質調査業の経営と倫理 

 

一般社団法人 関東地質調査業協会 

経営・倫理委員長 畠山 幸男  

 

はじめに 

 昨年5月から協会の経営・倫理委員長を務めて

おります。協会の皆様には日頃のご支援に感謝申

し上げます。 

さて、経営・倫理委員会では、経営者や若手社

員向けの講演会や、法令順守と倫理に関する啓発

活動を進めています。本稿では、地質調査業の経

営と倫理について考察します。 

地質調査業の経営における人材育成・確保 

経営とは、経営者が資源を確保・活用し企業の

存続と発展を図ることを指します。そのために

は、「組織全体の広範な業務管理」「迅速かつ正確

な意思決定」「人材の確保・育成」などが必要不可

欠です。 

技術サービス業に分類される地質調査業では、

「人材」が最も重要な経営資源となります。この

「人材」には、専門知識と豊富な経験が求めら

れ、最新技術や環境の変化にも対応できる優れた

技術者の育成と確保が急務です。 

これらの課題解決のためには、発注単価や経費

の上昇による収益向上、職場環境の改善、社内教

育や資格取得および評価制度の充実、ＤＸ（デジ

タルトランスフォーメーション）や新技術への対

応、地質調査の重要性の認識や魅力の発信など、

業界のイメージ向上に取り組む必要があります。 

一方で、地質調査業は、測量業や建設コンサル

タント業を兼業とする中規模から大規模な企業

や、地質調査業のみを専業とする小規模企業、さ

らには数名で運営されるボーリング技術者自身が

社長を務めるような会社まで存在します。特に小

規模企業単独では、人材確保・育成の課題に対応

するのは難しく、業界全体として取り組むことが

求められます。 

そうした中、当協会の役割は重要であり、職場

環境の改善、人材育成、広報活動、リスクマネジ

メントを通じて、地質調査業界全体の経営向上を

目指しています。 

地質リスクマネジメントと倫理  

倫理とは、社会の中で人々が従うべき正当な道

筋や行動基準を指します。これは単に法令（コン

プライアンス）を守るだけでなく、自主的な判断

に基づく社会生活のガイドラインでもあります。

倫理に反する行為が明らかになった場合、社会的

信頼を失い、受注や人材確保の機会を失うことで 

健全な経営に影響が出る可能性があります。 

地質調査には多くの地質リスクが伴います。対

象は地質、土質、地盤、地下水など目に見えない

ものが多く、全てのリスクに対応するのは困難で

実際には取捨選択し対応しているのが実状と思わ

れます。業務遂行中に安全や環境に及ぼすケース

では、受託者にとって予算やこれまでの経緯を考

えると非常にありがたくないリスクが見つかり、

技術者の倫理観が試される場面もあります。この

ような状況では、公衆の安全や福祉を最優先にす

るのが技術者倫理ですが、判断に迷うこともあり

ます。関東地質調査業協会では、計画・調査・設

計・施工・維持管理の各段階において地質リスク

を抽出し共有する地質リスクマネジメントを推進

しています。これらの倫理問題に対しても、地質

リスクマネジメントを活用し、事業関係者間でリ

スクを共有・同意形成し、最適な対策を取ること

で、公衆の安全と福祉に貢献することが私たち地

質調査技術者の使命だと考えています。 

おわりに 

地質調査業の経営と倫理において、最大の経営

資源である「人材の確保・育成」、最新技術の導

入、そして倫理とコンプライアンスの遵守が不可

欠です。また、公衆の安全と福祉を最優先に考

え、倫理的で信頼性の高い地質調査を行うこと

で、社会からの信頼を得ることができます。協会

としては、これらの課題に対処しながら業界全体

の経営向上を目標に取り組んでいます。これから

も協会の活動を通じて、地質調査業界の質を向上

させ、持続可能な発展を目指してまいります。
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試験に向き合う妥協のない姿勢は、次代を担う若

手技術者の模範であり、育成・指導にも積極的に

注力されています。 

 

３.「調査の匠」に認定されて 

横横市市  悟悟氏氏  中中央央開開発発（（株株））  

この度は、「調査の匠」に

認定頂き誠にありがとうご

ざいました。私は 1977 年 19

歳の時、九州より上京し、東

京都足立区で地質調査業を

営んでいた兄の会社で、ボー

リングの助手を約 10 年、ボ

ーリング機長を約 10 年務めました。その後、中央

開発にて 23 年間現場管理等を務め、現在に至り

ます。 

助手、機長時代の最初の頃は、調査ボーリン

グや原位置試験を行っておりました。その後、会

社の方針で大口径のボーリング調査をやるように

なり、井戸や計器の設置業務およびセンターボー

リング（シールド工事中に通過位置を確認するた

めの調査ボーリング）をやることになりました。

センターボーリングでは、施工中のシールドにケ

ーシングで孔を開けて、地上から測量を行うため

、ケーシング内で下げ振りが触れないように、真

っ直ぐに鉛直掘削することが大事です。失敗も多

々ありましたが、本当に良い経験でした。調査孔

を鉛直方向に真っ直ぐに掘削することはボーリン

グの基本です。計器埋設（地震計,傾斜計,沈下計

）においては正確なデータの計測につながり、井

戸においては長期の安定した揚水量の確保につな

がり、一般的な地質調査の原位置試験（標準貫入

試験,孔内載荷試験,現場透水試験など）において

も良い結果が得ることにつながります。真っ直ぐ

に掘削するためには、調査の目的、口径、深度に

応じたボーリングマシン、ボーリングポンプの選

択はもちろん、なるべくボーリングマシンの給圧

をかけ過ぎないように掘削することが重要です。

そのためには、地層、口径、掘削深度に応じたケ

ーシング計画や、先端ビットの水圧がかからない

ように泥水の通りを良くし、地層に応じたオーバ

ーカッター（ウイングなど）の取り付けや、泥水

管理(スライムの除去、泥水の交換)が必要です。 

今では、以上のような経験を活かし、現場管理

として、一般の地質調査、環境調査、計器埋設業

務、ディープウェル設置など、いろいろな現場を

担当してきました。ボーリング作業経験者として、

機長さんたちと同じ目線でのアドバイスを受けた

り、提案したりして、最も良いと思われる方針が

決まれば、その段取りを早急に手配することなど

に努めてまいりました。特に、条件が厳しく困難

な現場ほど、終えた時の達成感はひとしおで全て

の苦労が報われる様な気になります。この達成感

をボーリング機長さんはじめ従事者の皆さんと共

有できたことが、新たな業務への挑戦に繋がって

きたのだと信じています。 

近年ではボーリング従事者の減少やオペレー

ターの高齢化が大きな問題です。また最近の異常

気象による酷暑は、現場にとって過酷そのもので

まさに現場作業は命がけの作業になっていると言

えます。せっかくの高い技術が伝承されず、消え

ていくのは大きな損失です。今回、私が栄誉ある

「調査の匠」に認定されるなど思いもよらぬこと

でしたが、しかしそれはボーリング従事者の技術

の研鑽と伝承、その社会的地位の向上、若者が希

望をもって働ける環境へ、などに取り組まなけれ

ばいけない使命を授かったものと思っております。 
体の続く限り使命に向かって邁進する所存です。 
 

中中島島  雅雅之之氏氏  大大日日本本ダダイイヤヤココンンササルルタタンントト（（株株）） 

この度は、「調査の匠」とし

て認定いただき、誠にありが

とうございます。私は昭和 62

年に当時の株式会社ダイヤコ

ンサルタント（現大日本ダイ

ヤコンサルタント株式会社）

に入社し、室内試験一筋で現

在に至っております。 

今まで数多くの重要構造物を対象とした室内

試験の計画から実施・評価までを担当してきまし

たが、計画段階では、常に地質・地盤リスク（特

に地質・地盤に関わる不確かさの影響）を抽出し、

安全かつ効率的に事業を進められることを「重要

な課題」としています。また、諸先輩やよきアド

バイザーの方々と色々な相談や議論を重ねながら

仕事ができる環境に恵まれていたことや、いろい

ろな学会活動を通じて同業他社の方をはじめ学識

経験者の方々と議論や交流する機会が得られたこ

 
 
 
 
 
 
 
 

１.「調査の匠」認定制度について 

（一社）関東地質調査業協会では、平成 30 年か

ら、以下を目的とし「調査の匠」認定制度を創設

しました。 

① 地質調査に関わる技能者および地質調査業

の社会的地位向上を図る。 

② 若手技能者が誇りを持ち、地質調査業に関わ

る技能者になろうとする社会基盤を築く。 

③ 若手の育成を含め、地質調査業の技術の伝承

を図る。 

④ 地質調査に関わる技能者がやりがいを見出

せる基盤を構築する。 

⑤ 地質調査業界が優秀な技術を有し、社会に対

する貢献度が高いことを広報する。 

過去の受賞者は表 1 のとおりです。 

表 1 過去の受賞者一覧 

 
認定の対象者は、地質調査業務に関わり「調査

の匠」としてふさわしい実務経験を有し、他の技

能者の模範と認められ、後進の指導にあたってい

る技能者（ボーリング、原位置試験、物理探査、

室内試験、現地計測など）です。 

「調査の匠」に認定された方には協会員企業に

属する同種の技能者に対し、必要に応じて技術を

伝承する講習会等で講師を務めていただくことも

あります。また、本制度の将来構想は、「調査の匠」

ならではのノウハウをデータ化し、共有できる知

見・知識として明文化・仕組化する事で形式知に

置き換え、匠技術の再現を組織的に継承すること

です。 

 

２.今年度の「調査の匠」認定者 

令和 6 年度「調査の匠」として下記の 2 名の方

が認定されました。おめでとうございます。 

今後の益々のご活躍と、後進への技術指導およ

び継承を期待しています。 
なお、令和 6 年 6 月 14 日（金）に開催した第 3

回関東協会技術フォーラムにて、「ボーリング経験

で学んだことについて」と題して、横市氏に講演

をして頂きました。 

 

横市 悟氏 中央開発（株）          

【認定要件】 

ボーリングオペレータの経験を活かした技術

面での工夫・対応だけでなく、技術的要求のレベ

ルが高く、かつ施工条件・工程等の制約条件が厳

しい現場も含め数多くの現場管理も担当されてこ

られました。また、顧客からの評判も高く、いく

つかの業務では優良表彰の受賞経験もあり、現在

も中堅・若手社員およびボーリングオペレータと

一緒に、チームとして現場管理の工夫や現場技術

の工夫に取り組んでおられます。 

中島 雅之氏 大日本ダイヤコンサルタント（株）    

【認定要件】 

室内試験のエキスパートであり、試験方法の検

討・提案から試験結果の評価、並びに試験手法の

改良に関する提言を行っており、その活動範囲は、

業務内に留まらず、地盤工学会などの学術団体や

災害時の委員会対応に及び、対外的にも技術力が

高く評価され、様々な関係者から多大な信頼を寄

せられています。実務経験・実力だけではなく、

年度 氏名 会社名

中山 栄樹 応用地質（株）

菊永 満  （有）菊永ボーリング

青砥 聡 千葉エンジニアリング（株）

畠山 秀喜 応用地質（株）

川島 光夫 川島ボーリング

若杉　護 基礎地盤コンサルタンツ（株）

神　薫 応用地質（株）

吉田 潔 川崎地質（株）　

高橋　一成 千葉エンジニアリング（株）

山本　正治 （株）ヤマモトジオサーブ

米森　博喜 応用計測サービス（株）

木内　浩二 中央開発（株）

伊藤　義行 応用地質（株）

藤川　輝彦 （株）東京ソイルリサーチ
令和5年度

令和元年度

平成30年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

《記事》  

令和 6 年度「      」認定 
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試験に向き合う妥協のない姿勢は、次代を担う若

手技術者の模範であり、育成・指導にも積極的に

注力されています。 

 

３.「調査の匠」に認定されて 

横横市市  悟悟氏氏  中中央央開開発発（（株株））  

この度は、「調査の匠」に

認定頂き誠にありがとうご

ざいました。私は 1977 年 19

歳の時、九州より上京し、東

京都足立区で地質調査業を

営んでいた兄の会社で、ボー

リングの助手を約 10 年、ボ

ーリング機長を約 10 年務めました。その後、中央

開発にて 23 年間現場管理等を務め、現在に至り

ます。 

助手、機長時代の最初の頃は、調査ボーリン

グや原位置試験を行っておりました。その後、会

社の方針で大口径のボーリング調査をやるように

なり、井戸や計器の設置業務およびセンターボー

リング（シールド工事中に通過位置を確認するた

めの調査ボーリング）をやることになりました。

センターボーリングでは、施工中のシールドにケ

ーシングで孔を開けて、地上から測量を行うため

、ケーシング内で下げ振りが触れないように、真

っ直ぐに鉛直掘削することが大事です。失敗も多

々ありましたが、本当に良い経験でした。調査孔

を鉛直方向に真っ直ぐに掘削することはボーリン

グの基本です。計器埋設（地震計,傾斜計,沈下計

）においては正確なデータの計測につながり、井

戸においては長期の安定した揚水量の確保につな

がり、一般的な地質調査の原位置試験（標準貫入

試験,孔内載荷試験,現場透水試験など）において

も良い結果が得ることにつながります。真っ直ぐ

に掘削するためには、調査の目的、口径、深度に

応じたボーリングマシン、ボーリングポンプの選

択はもちろん、なるべくボーリングマシンの給圧

をかけ過ぎないように掘削することが重要です。

そのためには、地層、口径、掘削深度に応じたケ

ーシング計画や、先端ビットの水圧がかからない

ように泥水の通りを良くし、地層に応じたオーバ

ーカッター（ウイングなど）の取り付けや、泥水

管理(スライムの除去、泥水の交換)が必要です。 

今では、以上のような経験を活かし、現場管理

として、一般の地質調査、環境調査、計器埋設業

務、ディープウェル設置など、いろいろな現場を

担当してきました。ボーリング作業経験者として、

機長さんたちと同じ目線でのアドバイスを受けた

り、提案したりして、最も良いと思われる方針が

決まれば、その段取りを早急に手配することなど

に努めてまいりました。特に、条件が厳しく困難

な現場ほど、終えた時の達成感はひとしおで全て

の苦労が報われる様な気になります。この達成感

をボーリング機長さんはじめ従事者の皆さんと共

有できたことが、新たな業務への挑戦に繋がって

きたのだと信じています。 

近年ではボーリング従事者の減少やオペレー

ターの高齢化が大きな問題です。また最近の異常

気象による酷暑は、現場にとって過酷そのもので

まさに現場作業は命がけの作業になっていると言

えます。せっかくの高い技術が伝承されず、消え

ていくのは大きな損失です。今回、私が栄誉ある

「調査の匠」に認定されるなど思いもよらぬこと

でしたが、しかしそれはボーリング従事者の技術

の研鑽と伝承、その社会的地位の向上、若者が希

望をもって働ける環境へ、などに取り組まなけれ

ばいけない使命を授かったものと思っております。 
体の続く限り使命に向かって邁進する所存です。 
 

中中島島  雅雅之之氏氏  大大日日本本ダダイイヤヤココンンササルルタタンントト（（株株）） 

この度は、「調査の匠」とし

て認定いただき、誠にありが

とうございます。私は昭和 62

年に当時の株式会社ダイヤコ

ンサルタント（現大日本ダイ

ヤコンサルタント株式会社）

に入社し、室内試験一筋で現

在に至っております。 

今まで数多くの重要構造物を対象とした室内

試験の計画から実施・評価までを担当してきまし

たが、計画段階では、常に地質・地盤リスク（特

に地質・地盤に関わる不確かさの影響）を抽出し、

安全かつ効率的に事業を進められることを「重要

な課題」としています。また、諸先輩やよきアド

バイザーの方々と色々な相談や議論を重ねながら

仕事ができる環境に恵まれていたことや、いろい

ろな学会活動を通じて同業他社の方をはじめ学識

経験者の方々と議論や交流する機会が得られたこ

 
 
 
 
 
 
 
 

１.「調査の匠」認定制度について 

（一社）関東地質調査業協会では、平成 30 年か

ら、以下を目的とし「調査の匠」認定制度を創設

しました。 

① 地質調査に関わる技能者および地質調査業

の社会的地位向上を図る。 

② 若手技能者が誇りを持ち、地質調査業に関わ

る技能者になろうとする社会基盤を築く。 

③ 若手の育成を含め、地質調査業の技術の伝承

を図る。 

④ 地質調査に関わる技能者がやりがいを見出

せる基盤を構築する。 

⑤ 地質調査業界が優秀な技術を有し、社会に対

する貢献度が高いことを広報する。 

過去の受賞者は表 1 のとおりです。 

表 1 過去の受賞者一覧 

 
認定の対象者は、地質調査業務に関わり「調査

の匠」としてふさわしい実務経験を有し、他の技

能者の模範と認められ、後進の指導にあたってい

る技能者（ボーリング、原位置試験、物理探査、

室内試験、現地計測など）です。 

「調査の匠」に認定された方には協会員企業に

属する同種の技能者に対し、必要に応じて技術を

伝承する講習会等で講師を務めていただくことも

あります。また、本制度の将来構想は、「調査の匠」

ならではのノウハウをデータ化し、共有できる知

見・知識として明文化・仕組化する事で形式知に

置き換え、匠技術の再現を組織的に継承すること

です。 

 

２.今年度の「調査の匠」認定者 

令和 6 年度「調査の匠」として下記の 2 名の方

が認定されました。おめでとうございます。 

今後の益々のご活躍と、後進への技術指導およ

び継承を期待しています。 
なお、令和 6 年 6 月 14 日（金）に開催した第 3

回関東協会技術フォーラムにて、「ボーリング経験

で学んだことについて」と題して、横市氏に講演

をして頂きました。 

 

横市 悟氏 中央開発（株）          

【認定要件】 

ボーリングオペレータの経験を活かした技術

面での工夫・対応だけでなく、技術的要求のレベ

ルが高く、かつ施工条件・工程等の制約条件が厳

しい現場も含め数多くの現場管理も担当されてこ

られました。また、顧客からの評判も高く、いく

つかの業務では優良表彰の受賞経験もあり、現在

も中堅・若手社員およびボーリングオペレータと

一緒に、チームとして現場管理の工夫や現場技術

の工夫に取り組んでおられます。 

中島 雅之氏 大日本ダイヤコンサルタント（株）    

【認定要件】 

室内試験のエキスパートであり、試験方法の検

討・提案から試験結果の評価、並びに試験手法の

改良に関する提言を行っており、その活動範囲は、

業務内に留まらず、地盤工学会などの学術団体や

災害時の委員会対応に及び、対外的にも技術力が

高く評価され、様々な関係者から多大な信頼を寄

せられています。実務経験・実力だけではなく、

年度 氏名 会社名

中山 栄樹 応用地質（株）

菊永 満  （有）菊永ボーリング

青砥 聡 千葉エンジニアリング（株）

畠山 秀喜 応用地質（株）

川島 光夫 川島ボーリング

若杉　護 基礎地盤コンサルタンツ（株）

神　薫 応用地質（株）

吉田 潔 川崎地質（株）　

高橋　一成 千葉エンジニアリング（株）

山本　正治 （株）ヤマモトジオサーブ

米森　博喜 応用計測サービス（株）

木内　浩二 中央開発（株）

伊藤　義行 応用地質（株）

藤川　輝彦 （株）東京ソイルリサーチ
令和5年度

令和元年度

平成30年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度
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≪記事≫ 

 

関東協会技術フォーラム開催報告 

 

技術委員会 社会貢献部会 

 
１１．．ははじじめめにに 
令和 6 年 6 月 14 日（金）の 10：00～16：00 エッ

サム神田 2 号館にて，第 3 回関東協会技術フォーラ

ムが開催された。 
本フォーラムは，「コロナ禍のため実施されていな

い全地連技術フォーラムの代わりとなる発表の機会

を設ける」という要望に応えて，令和 4 年度に初め

て開催された。以降は活発な情報ならびに意見交換

を行うことで会員企業の技術者間の連携強化や意思

疎通を図り、併せて業界全体の技術力を向上させる

ことを目的として現在に至っている。 
 

２２．．ププロロググララムム 
フォーラム当日のプログラムは以下の通りで，大

きく 4 セッションの盛りだくさんの内容であった。 
 
当日のプログラム概要 

◆10:00～10:10：開会挨拶（佐渡技術委員長） 
◆10:10～11:00：セッション 1 
令和 6 年能登半島地震における被災事例報告 
◆11:10～12:00：セッション 2 
3 次元地質・土質モデル作成事例について 
◆13:00～14:50：セッション 3 
支部発表 
◆15:00～15:30：セッション 4 
「調査の匠」講演 
◆15:30～15:40：閉会挨拶（橋本技術副委員長） 
 
当日の参加者は，一部参加も含め会場参加 11 名，

WEB 参加 62 名の合計 73 名であり，昨年の 104 名に

比べてやや減少したものの盛況であった。 
 

 
開会挨拶（佐渡技術委員長） 

 

 
閉会挨拶（橋本技術副委員長） 

 
以下，セッションごとに簡単に報告する。 
 
３３．．セセッッシショョンン 1 
セッション 1 は基礎地盤コンサルタンツ㈱の山本

氏から「令和 6 年能登半島地震における被災事例報

告 -石川県内の地盤災害を中心として-」と題して報

告があった。 
報告では，能登半島地震の被害調査の概要，斜面

の変動，港湾施設の被害，盛土造成地の崩壊，地盤

の液状化や液状化に伴う流動状況などがたくさんの

写真とともに紹介され，報道ではみられない技術者

目線での被害報告であったことから，非常に参考に

なるものであった。 

とは、自分自身の成長の糧になったと思います。 

室内試験では、物理試験から始まり力学試験、

安定化試験、化学試験、配合試験など多岐にわた

り実務経験を積み重ね、一通りの試験結果の実施

と解釈ができるようになりました。特に力学試験

においては、「微小ひずみ領域における変形特性」

というキーワードで堆積軟岩を対象とした三軸圧

縮試験による信頼性の高い物性値を得ることを目

的に、乱れの少ないサンプリング試料の採取、供

試体の作成方法、試験装置の開発並びに計測機器

の高精度化に至るまで多くの時間を費やしました。 

東日本大震災後は、レベル 2 地震動に対する耐

震性能照査を目的とした、地震動による非排水強

度の低下特性を繰返し載荷と単調載荷を組み合わ

せた非排水三軸試験や中空円筒供試体を用いた液

状化試験など、解析手法に適応した室内試験の要

求が増え、今後の室内試験の高精度化がより一層

加速するものと考えています。 

最後に今回の認定に際してご尽力をいただい

た関係者各位並びに諸先輩方に感謝するとともに、

更なる技術革新と創意工夫に挑戦し続け、若手・

後輩に「技術」や「コツ」を教える、よき「熟練

者」となるように尽力する所存です。 

 

４.令和 7 年度「調査の匠」募集 

令和 7 年度の「調査の匠」の募集を、10 月より

開始しています。応募要領等は協会ホームページ

（https://www.kanto-geo.or.jp/index.html）に

掲載しています。多数の応募をお待ちしておりま

す。 
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≪記事≫ 

 

関東協会技術フォーラム開催報告 

 

技術委員会 社会貢献部会 

 
１１．．ははじじめめにに 
令和 6 年 6 月 14 日（金）の 10：00～16：00 エッ

サム神田 2 号館にて，第 3 回関東協会技術フォーラ

ムが開催された。 
本フォーラムは，「コロナ禍のため実施されていな

い全地連技術フォーラムの代わりとなる発表の機会

を設ける」という要望に応えて，令和 4 年度に初め

て開催された。以降は活発な情報ならびに意見交換

を行うことで会員企業の技術者間の連携強化や意思

疎通を図り、併せて業界全体の技術力を向上させる

ことを目的として現在に至っている。 
 

２２．．ププロロググララムム 
フォーラム当日のプログラムは以下の通りで，大

きく 4 セッションの盛りだくさんの内容であった。 
 
当日のプログラム概要 

◆10:00～10:10：開会挨拶（佐渡技術委員長） 
◆10:10～11:00：セッション 1 
令和 6 年能登半島地震における被災事例報告 
◆11:10～12:00：セッション 2 
3 次元地質・土質モデル作成事例について 
◆13:00～14:50：セッション 3 
支部発表 
◆15:00～15:30：セッション 4 
「調査の匠」講演 
◆15:30～15:40：閉会挨拶（橋本技術副委員長） 
 
当日の参加者は，一部参加も含め会場参加 11 名，

WEB 参加 62 名の合計 73 名であり，昨年の 104 名に

比べてやや減少したものの盛況であった。 
 

 
開会挨拶（佐渡技術委員長） 

 

 
閉会挨拶（橋本技術副委員長） 

 
以下，セッションごとに簡単に報告する。 
 
３３．．セセッッシショョンン 1 
セッション 1 は基礎地盤コンサルタンツ㈱の山本

氏から「令和 6 年能登半島地震における被災事例報

告 -石川県内の地盤災害を中心として-」と題して報

告があった。 
報告では，能登半島地震の被害調査の概要，斜面

の変動，港湾施設の被害，盛土造成地の崩壊，地盤

の液状化や液状化に伴う流動状況などがたくさんの

写真とともに紹介され，報道ではみられない技術者

目線での被害報告であったことから，非常に参考に
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令和 7 年度の「調査の匠」の募集を、10 月より
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山本氏による能登半島地震の被害調査の説明 

 
４４．．セセッッシショョンン 2 
セッション 2 は関東協会技術委員の松尾氏から，3

次元地質・土質モデル作成事例に関する説明があっ

た。 
説明では，3 次元地質・土質モデルに関して国が

想定している具体的な活用イメージ，業務として受

注する場合の留意点，具体的な活用モデルなどが紹

介，説明された。 

 
松尾委員による 3 次元地質・土質モデル 

作成事例に関する説明 
 

５５．．セセッッシショョンン 3 
セッション 3 は関東協会に所属する支部ごとに発

表があり，途中休憩を挟んで小林技術委員と伊藤技

術委員の 2 名の座長進行で行われた。 
発表内容としては，県土木に対する講習会の取組

状況，各支部の紹介，がけ地点検業務の紹介，山地

での地質断面の作成事例，簡易な機材を用いた現地

作業に関わる試み，支部協会独自の取り組み事例な

ど，非常に多岐にわたる発表内容であった。 

 
茨城県支部による発表状況 

 

 
神奈川県支部による発表状況 

 

 
埼玉県支部による発表状況 

 
 

 
栃木県支部による発表状況 

 

 
東京都支部による発表状況 

 
６６．．セセッッシショョンン 4 
セッション 4 は今年度「調査の匠」に認定された

中央開発㈱の横市氏から，「ボーリング経験で学んだ

ことについて」という演題での講演があった。 

 
「調査の匠」の横市氏による講演 

講演内容としては，ボーリング孔の鉛直掘削に関

わる失敗例とそこから学んだこと，JR の営業線に近

接した作業での施工計画と安全対策，さらには今後

の地質調査業界に向けた提言という，まさに「匠」

としてふさわしい興味深い講演であった。 
 
７７．．最最後後にに 
今回のフォーラムも多くの方々の参加をいただき，

大きなトラブルもなく盛況に終わることができたこ

とは非常に良かったと思っている。 
本フォーラムは来年度も実施予定であり，今後も

支部間を含めた技術者の交流促進や，若手の対外発

表の訓練の場としての役割に期待したいと思う。 
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１.はじめに 

令和 6 年 9 月 26 日（木）～9 月 27 日（金）の 2 

日間にわたり，新潟県新潟市の朱鷺メッセ（写真

-1）にて，全地連「技術フォーラム 2024 新潟」

が開催された（写真-2）。今大会のメインテーマは，

「国土強靭化に向けた地質データの利活用」であ

った。 

今回，関東地質調査業協会技術委員会から，技

術委員として参加したので報告する。 

 

 
写真-1 会場 朱鷺メッセ 

 

写真-2 会場入口の案内看板 

 
写真-3 会場に展示された新潟名産の錦鯉 

 

２.フォーラムの概要 

本年度のフォーラムは，以下の日程で実施され

た。 
１） 第 1 日目：2024 年 9 月 26 日（木） 

◆10:00～10:30：開会式 

◆10:30～12:00：特別講演 

◆13:00～17:15：技術発表会 

◆18:00～19:40：技術者交流懇親会 

２） 第 2 日目：2024 年 9 月 27 日（金） 

◆9:00～15:00：技術発表会 

（5 会場 発表論文数 142 編） 

 

３.開会式（第 1 日目 9 月 26 日 10:00～10：30） 

開会式は，全地連・田中誠会長（写真-4）の開

会挨拶より始まった。開会に際しては，来賓の国

土交通省北陸地方整備局局長・高松諭様（写真-5），

新潟県知事花角英世様（代読 新潟県土木部技監

山郷和久様）（写真-6）よりご祝辞を頂いた。 
 

《記事》  

「全地連『技術フォーラム 2024』新潟」に参加して 

 
技術副委員長 野村 英雄・技術委員 小林 公一  

    

 
写真-4 開会挨拶：全地連 田中誠会長 

 

 

写真-5 来賓挨拶： 

国土交通省北陸地方整備局局長 高松諭様 

 

 

写真-6 来賓挨拶： 

新潟県知事 花角英世様 

（代読 新潟県土木部技監 山郷和久様） 

 
 

４.特別講演（第 1 日目 9 月 26 日 10:30～12:00） 

開会式に引き続き，「最近の国土交通行政につ

いて」と題して，日本建設情報総合センター

（JACIC）理事長の山田邦博様より，頻発化・激甚

化する自然災害とその対応を中心に国土強靭

化,GX・DX，建設産業対策，地域公共交通，観光な

どの運輸関係，官と民との新しい関係や公共事業

関係予算の新たな方向性などの最近の動向を紹介

頂いた（写真-7）。 

 

写真-7 特別講演：日本建設情報総合センター

（JACIC）理事長 山田邦博様 

 

５.技術発表会（第 1日目 9月 26日 13:00～17:15、 

第 2 日目 9 月 27 日 9:00～15:00）  

技術発表会は 2 日間にわたって行われ，合計 

142 編の発表と活発な質疑応答が行われた（写真

-8～11）。セッションごとの技術発表論文数は表-1

のとおりである。地区協会別の技術発表論文数は

表-2 のとおりであり，関東地区からの投稿が最多

40 編（全体の約 3 割）の投稿であった。また地元

開催となる北陸地区からは 26 編（全体の約 2 割）

が発表された。 

発表内容は，現場技術から評価・解析まで広範

囲にわたっている。能登半島地震をテーマとした

特別セッションでは産業技術総合研究所地質調査

総合センター活断層・火山研究部門の藤原治様か

ら「令和６年能登半島地震への産総研の対応」と

題して基調講演をして頂き（写真-8）、また併せて

4 編の一般発表が行われた。地質リスクマネジメ

ント事例研究セッションでは国立研究開発法人土

木研究所の宮武裕昭様から「地質リスクマネジメ

ントの必要性 ～令和６年能登半島地震の被害に
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学ぶ～ 」と題して基調講演をして頂き（写真-9），

併せて 4 編の一般発表が行われた。 

また AI 活用や 3 次元地盤モデルといった最先

端技術を反映したものや，昨今話題となっている

洋上風力発電に関わる発表，技術伝承や働き手不

足の観点から全自動ボーリングの開発といった内

容もあった。今年も若手・ベテラン技術者を含め

様々な意見や質問が会場からあり，活発な意見交

換や討議がなされていた。 

 

写真-8 技術発表会風景 1 

（特別セッション「能登半島地震」基調講演 

産業技術総合研究所地質調査総合センター活断

層・火山研究部門 藤原治様） 

 

写真-9 技術発表会風景 2 

（地質リスクマネジメント事例研究セッション 

基調講演 国立研究開発法人土木研究所 

宮武裕昭様） 

表-1 技術発表セッション 

(プログラム集より集計) 
セッション区分・名称 投稿数（編）
A-1 特別セッション（能登半島地震） 4
A-2 地質リスクマネジメント
事例研究セッション

4

A-3 BIM/CIM 3次元地盤モデル 4
A-4 ボーリングのオートメーション化 6
A-5 デジタルデータの活用（地すべり） 6
B-1 道路盛土・宅地盛土 5
B-2 地すべり 10
B-3 のり面・斜面安定（１） 4
B-4 のり面・斜面安定（２） 4
B-5 メンテナンス 5
C-1 計測機器開発 6
C-2 地質調査事例 9
C-3 特殊土 4
C-4 原位置試験適用事例 6
C-5 地盤調査事例 6
D-1 地山評価 6
D-2 地質調査のDX 9
D-3 解析 4
D-4 地下水 6
D-5 アウトリーチ 3
E-1 室内試験（１） 6
E-2 室内試験（２） 7
E-3 物理探査 適用事例-１ 4
E-4 物理探査 適用事例-２ 6
E-5 現場調査技術セッション 8

合計 142
 

 

表-2 地区協会別技術発表論文数 

（発表内容一覧表より集計） 

地区協会名 論文数 比率
北海道 11 7.7%
東北 8 5.6%
関東 40 28.2%
中部 12 8.5%
北陸 26 18.3%
関西 17 12.0%
中国 8 5.6%
四国 6 4.2%
九州 14 9.9%
沖縄 0 0.0%  
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展された。2 日間で数多くの来客があり，様々な

質問と討議がなされていた。 
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 技術者交流懇親会は 26 日の 18：00～19：40 に

おいて開催された。新潟の地酒や，寿司，蕎麦な 

どがふるまわれ，参加者はその美味しさに舌鼓を

打っていた。また余興として，新潟の万代太鼓演

奏が披露され大変迫力のあるものであった。会場

は数多くの参加者でごったがえし，大変盛り上が

った。 
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写真-16 懇親会風景 にいがた総おどり 
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７.おわりに 

全地連「技術フォーラム 2024 新潟」は，「国

土強靭化に向けた地質データの利活用」というテ

ーマで 2 日間実施された。全地連および北陸地質

調査業協会スタッフをはじめ皆様のご尽力により，

多くの参加者を集めて大変盛り上がった大会とな

った。関係者の皆様，大変お疲れ様でした。 

開催期間は過ごしやすい天候であり，夜の街も

大盛況であったことを付け加える。 

元日に発生した能登地震，9 月に発生した能登

豪雨と，災害が立て続けに発生した北陸で開催さ

れた大会であったことは大変意義深いものであっ

た。今後も国土強靭化を担う地質調査業会は全国

一丸となって盛り上がる必要性を強く感じた次第

である。 

 

 

写真-19 次回フォーラム案内 

 

写真-20 朱鷺メッセ展望室からの新潟市街地 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

１.はじめに 

私は昭和 56 年に株式会社ダイヤコンサルタン

ト（現、大日本ダイヤコンサルタント株式会社）

に入社し、今年で 43 年になります。この間、地質

屋として、いろいろな業務に携わってきました。

業務の内容としては、層序試錐（深堀り）、ダム、

高速道路（トンネル、構造物基礎、切土、地すべ

り）、水文調査、送電用鉄塔基礎、地すべり・急傾

斜地・法面・落石対策等の調査を行ってきました。

また、平成 8 年からは道路防災点検、平成 19 年か

らは土砂災害防止法の基礎調査を併用して従事し

てきました。この中でいくつか経験してきたこと

を振り返ってみたいと思います。 

２．経験してきたこと 

2.1 層序試錐 

入社後、直ぐに担当したのはその当時、千葉県

や東京都で行われていた「層序試錐」（200～500m）

で、非常時飲料用井戸や地盤沈下観測井と兼用さ

れたものです。ボーリング深度が深いため、ワイ

ヤーライン工法で行われたもので、その現場管理

とコア観察を担当しました。その当時の私はまだ

駆け出しで現場のことはよくわかっておらず、上

司への電話相談を頻繁に行っていたことを思い出

します。また、業務の主目的は、広域的な地質平

面図・地質断面図の精度を上げることにあるため、

高品質のコアで採取率をよくすることが条件にあ

りました。実際、千葉県の現場では上総層群の砂

層の採取に向けて、コアリフターに板バネを付け

てコアの落下防止をしたり、高品質コアの採取は

スプリットタイプのインナーチューブを作成・使

用し、コアが乱れないように採取する方法を用い

ました。もちろんこれらは上司が考えたもので、

その当時の私にはよくわかりませんでした。ただ

し、泥水管理の重要性やビットとシュー（刃先）

のクリアランス調整でコア採取率が左右されるこ

とを知りました。その他に電気検層、密度検層、

用水試験を経験しました。 

2.2 高速道路トンネルの地質調査 

その後、昭和 60 年までの間で、高速道路トンネ

ルの調査を５件担当しました。北陸自動車道、常

磐自動車道、上信越自動車道、東海自動車道（改

築）で、何れの現場も両坑口からの水平ボーリン

グ（100～500m）と中間部での垂直ボーリング(100m

前後)と弾性波探査を組合わせた調査内容です。私

の役割はこれらの現場管理とコア観察ですが、コ

アが採取されるまでの間の空き時間に地表地質踏

査を行い、最終的には沢沿いの露頭とコア観察結

果から地質図学を用いて地質平面図・断面図を作

成しました。あるトンネルでは、両坑口からの水

平ボーリングでそれぞれ異なった地質が出現し、

上位に凝灰岩（スレーキングし易い）、下位に砂質

泥岩（スレーキングし難い）で構成されることが

わかり、地質踏査を含めてその分布が詳細に把握

できたため、その後の設計・施工で十分に反映さ

れたことが後でわかり、学生時代やってきた地質

踏査の重要性を再認識しました。 

また、ボーリング孔内での水平載荷試験や湧水

圧試験（JFT）も経験しました。特に湧水圧試験で

は、100m 付近の亀裂の少ない泥岩を対象に行った

時のこと、地下水はあまりないと思い試験を行い

ました。その結果、水位の上昇が著しく早かった

ため、首をひねっていると、オペレータがトリッ

プバルブを開いたと同時に孔内水が低下したので、

パッカーが作用していないことを教えてくれまし

た。もう一度、試験はやり直し、これ以降はパッ

カーが確実に作用しているか確認するようになり

ました。 

トンネル掘削工法は、この頃から NATM 工法が

用いられるようになり、地山の物性値が重要とな

り、地山強度比を得るための室内試験（物理・一

軸圧縮試験、超音波速度測定等）を行い、特殊地

山の判定や報告書を作成するようになりました。

もちろん室内試験はやったことはなく、見学した

程度です。 

《ベテラン技術者はかく語りき》  

経験してきたこと（振り返って）  
 

大日本ダイヤコンサルタント株式会社  
座間俊男    
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2.3 都市部でのボーリング調査 

入社して 6～7 年目の頃、これまで山岳部の調

査が多かったのですが、初めて都市部の調査です。

横浜の雨水幹線（土被り 40m 程度のトンネル）の、

計画ルート上で 12 本のボーリングを行いました。 

ボーリング位置は大部分が歩道上であったた

め、準備段階で埋設物の調査です。電気、ガス、

水道、下水道の担当部署と協議し試掘を行い、必

要に応じて立会がありました。 

トンネルの地質は、軟弱地盤下の上総層群の砂

岩泥岩互層（泥岩優勢）になります。ボーリング

はオールコアで、砂層の薄層は流失する可能性が

あるので、電気検層のマイクロ検層（電極間隔 2.5

と 5.0cm）で砂の薄層を検出し補い、地質断面図

を作成しました。泥岩中には凝灰岩薄層もあり鍵

層として連続していますが、マイクロ検層による

比抵抗曲線も孔間で対比が良くでき、砂層も連続

性があります。また、この砂層は孔内湧水圧試験

結果では被圧地下水を有しており、流砂現象が確

認されています。よって、トンネルの施工方法は、

当然、軟弱地盤の沈下を抑制するためにシールド

工法が採用されています。 

2.4 高圧送電線鉄塔の基礎調査 

これも昭和から平成に入る前後の調査です。3

つの幹線で行いましたが、何れも山岳部の岩盤が

対象です。大部分の鉄塔計画位置は、尾根部にあ

るため、道がない、水がない状況です。ボーリン

グ調査では、事前に運搬方法・経路、給水方法を

調査します。運搬方法は、人肩（軽量マシン）、小

型運搬車、索道、ヘリコプター等になります。モ

ノレールも使用しましたが、施主から人肩で運搬

できるように分解可能な軽量ボーリングマシンと

ボーリング用水不要の気泡装置の購入費用が計上

されていたため、この方法をとりました。しかし、

対象が硬質な花崗岩であったため、結果的にはボ

ーリングの掘進速度が著しく遅くなり 1 基の鉄塔

で終了しました。 

山岳部の鉄塔基礎は、大部分が深礎杭になるた

め、設計で必要な岩盤の物性値（単位体積重量_γ

t、せん断定数_ｃ・φ、変形係数_Ｅ）は、Ｎ値（換

算Ｎ値 300 まで）との相関が得られるように、地

質毎の代表的な位置で集中して調査する方法がと

られました。試験方法は、γt：ＲＩ測定、ｃ・φ：

三軸圧縮試験、Ｅ：孔内水平載荷試験によりまし

た。特に、孔内水平載荷試験は、1m ピッチで行わ

れ、ボーリング深さは 20～30m ですが、尾根部の

ため孔底まで孔内水位がないので、深い位置では

試験終了時にポンプから圧送した水がゾンデ内に

多く残っているため、ゾンデを回収するのに苦労

しました。この経験から以後は、水の代りに窒素

ガスを使ったのを覚えています。 

2.5 地すべり関係の調査 

入社後 10 年～30 年の間は、地すべり関係の業

務を多く行いました。覚えているだけで 35 地区

になります。地すべり調査は、まず地形判読から

始まります。昔は空中写真判読で、地すべりブロ

ック等を把握していましたが、平成 16 年の中越

地震災害頃から航空レーザー測量による三次元点

群データを用いた赤色立体図等で樹木の影響がな

いため、かなり詳細な滑落崖や亀裂の位置が把握

できるようになり、地すべりブロックが判定し易

くなり、便利になりました。 

また地すべりでは対策工の規模（必要抑止力と

水位低下量）を設定するために安定計算を行いま

すが、この安定計算式は昔から変わっていません。

入社当時の頃は、電卓を用いた手計算でやってい

ました。その後パソコンが普及するようになり、

表計算ソフトで数式を組込んで計算するようにな

りました。よってこの頃は計算式の意味を捉えて

やっていましたが、現在では安定計算から対策工

の設計計算まで出来る専用のソフトがあり、数値

を入力すれば安全率等の計算ができてしまいます。

一度、手計算で行ってみることをお勧めします。 

３．おわりに 

今、私が書いているこの原稿を見ると文字ばか

りの原稿です。思い出しましたが、よく先輩から

言われていたことがあります。業務の報告書やそ

の概要版の内容は、文字ばかりで表現すると「黒

い原稿」だなと言われ、誰も読む気にならない。

図、表、グラフ、写真等を多用し、文章はなるべ

く少なく、箇条書きにすることを心掛けよ。この

ことは、資料を読む人のことを考えて、わかりや

すくすると同時に、自分でも説明しやすくなりま

す。今回の原稿は読みにくい原稿で申しわけなく

思います。最後に、改めて自分の仕事を振り返る

機会を得てこの原稿を書きましたが、思い出話の

ようになってしまいました。「そんなこともあった

んだ」という程度に読んで頂ければ幸いです。 

 
 
 
 
 
 
 
 

1.はじめに 

私が基礎地盤コンサルタンツ株式会社に入社

して今年の 10 月でちょうど 2 年になりました。 
もともと災害に興味があったこと、大学時代は

地質系ではなく、森林系を中心に勉強しており斜

面災害に関係した研究を行っていたことから知識

や経験を生かすことができればと思い入社に至り

ました。入社してから地質調査を主に経験し、他

にも地すべりの動態観測や、土質系の仕事にも携

わってきました。今年は道路防災に係る業務を中

心に仕事をしております。専門が地質系ではない

ため最初はとても苦労しましたが、幅広く仕事を

経験していく中で特にこの地質調査業という仕事

は、業務は似たようなものでもその中身は前回と

まるで異なることが多く、経験をすればするほど

成長を感じることができると実感しております。 
今回は様々な業務を経験した中で特に印象に

残った弾性波探査業務について紹介したいと思い

ます。 
 

2.業務の経緯 

本業務はトンネルの計画にあたり、トンネル詳

細設計に必要となる地山の弾性波速度を把握する

ために弾性波探査を行いました。 

当初この業務はスタッキング法で発注されて

いたのですが、探査対象となるトンネルは最大土

被り厚 100m となっていたため、実施した事前破線

解析結果からトンネル計画高に解析波線が届かな

いことから火薬の使用が必須との判断に至り、発

破法に計画変更を致しました。 

しかし計画を進めていく中で探査測線上には

公園用地及び民家等の保安物件が存在し、火薬の

使用ができない状態となっていました。 

そのため今一度調査対象の地山を確認するた

めに現地踏査を実施したところ、比較的標高の高

い沢部で露岩していることが確認できました（写

真-1）。 

 
写真-1 泥岩層と段丘砂礫層の境界 

このことから弾性波探査において起震の際に

発生する弾性波の岩盤への到達が早くなると考え、

探査精度はある程度確保可能と判断し、火薬の代

わりに破砕剤、重錘、カケヤを用いての探査を計

画致しました。 
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3.業務で工夫した点 

 今回実施した弾性波探査で工夫した点は 2 点あ

ります。まず 1 つ目は破砕剤の量を倍にして使用

したことです。破砕剤では火薬よりも起振の際に

発生する起振エネルギーが劣るため、探査精度が

下がることが懸念されました。そのため安全上問

題のない沢部において破砕剤の量を倍にすること

で起振エネルギーを増加させることができ、解析

精度の確保を図りました。 
工夫点の 2 つ目は重錘落下装置の使用です。公

園用地内では破砕剤の使用にも制限があったため、

発破以外の起振エネルギーの大きい起振方法が必

要となり、重錘落下装置を用いました。カケヤに

比べて起振エネルギーは大きく、また公園内であ

るため比較的機材の移動がしやすいことから使用

を計画しました。 

 

写真-2 重錘落下装置 

 
4.探査結果 

弾性波探査解析にはトモグラフィ法を実施し

ました。トモグラフィ法では解析結果として地盤

の速度分布と破線の分布が得られることから、破

線がトンネル計画高を通過していない格子の解析 

 

結果については妥当性がないことになります。よ

ってトンネル計画高を破線が通過しているかどう

かが重要となります。今回の解析結果としては図

-2に示すように距離 140～270m区間において破線

のトンネル計画高の通過は認められず、破線通過

率は約 81％と所要の精度を確保することができ

ました。 

 

5.考察 

今回実施した弾性波探査解析では、事前波線解

析よりも波線通過率が良くなり、それによって地

層の広がりがより詳しくわかる結果になりました。

結果図を見ると 140～200m と 310～380m 付近にお

いて速度層の落ち込みを確認することができます。

既往調査報告書を確認したところ、前者は段丘堆

積物と基盤岩の境界部である可能性、後者に関し

ては地すべりの頭部である可能性を示唆する結果

を得ることができました。 

 

6.おわりに 

 今回の結果としては波線通過率が 8 割超える結

果となり解析結果としては所要の精度を確保する

ことができました。またこの弾性波探査業務を通

じて公園用地及び民家等の保安物件がある箇所で

火薬が使用できない状態でも現地の地形・地質状

況を踏まえた上で計画を立てることの重要性を感

じることができました。この考えは弾性波探査業

務ではなく、地質調査計画を立案する際にも役立

てることができ、実際にこの業務以降、地表踏査

の重要性を特に実感しています。 

 次回の弾性波探査業務では、今回の経験を活か

し、現地状況やどうすれば探査ができそうか等を

よく考え取り組んでいきたいと思います。 

 
図-2 解析結果波線図 

《支部活動の紹介》 

 

(一社)東京都地質調査業協会の活動について 

(一社)関東地質調査業協会東京都支部 

(一社)東京都地質調査業協会 

会長 網代 稔 

 一般社団法人東京都地質調査業協会は、都民生活における安全の向上や環境の保全を図るほか、

地質調査の普及および啓発並びに技術の向上に注力すると共に、地質調査業者の経営の近代化に関

する事業などを促進し、これをもって社会の福祉に寄与することを目的として活動しています。  

＜ 協会のあゆみ ＞  

昭和60年 4月 東京都地質調査業協会 設立 

平成10年10月 社団法人東京都地質調査業協会 認可  

平成23年 4月 一般社団法人東京都地質調査業協会へ移行 

＜ 会 員 数 ＞  

正会員 29 社 賛助会員７社 （令和 6 年 9 月末現在） 

令和５年度の事業活動を以下にご紹介します。  

 協会は定款に載る4つの目標を達成するため次に示す事業を展開しています。 

【 1 】 地質調査についての普及啓発事業（定款第４条第１号事業）  

1. 自然災害と地盤の講演会・講習会へ講師派遣  

1) 東京都建設局 実務研修「災害対策科」講師派遣  

［日 付］令和５年8月  

［場 所］建設局職員研修所 ハイブリット講習  

［目 的］土砂災害対策等の平常時の防災や災害時の初期対応・応急措置・本格復旧事業に 

必要な知識・技術を身につける。  

［内 容］東京における災害時の地質リスク  

［受 講］東京都建設局職員,都内区市町村災害対策担当職員 40名参加  

2. 地質業界資料の配布  

1) 東地協ニュースの発行（6月・12月）＊協会HP掲載  

2) 予算陳情「令和5年度の東京都予算等に対する要望」  

・令和５年 9月 都議会自由民主党へ要望書提出  

・令和５年 9月 都議会立憲民主党ヒアリング (於：都議会議事堂） 

    3) 東京都建設局出先各事務所との意見交換会  

［日 付］令和５年9月～10月  

［場 所］建設局出先事務所  １２事務所 

［内 容］現状の問題点について意見交換並びに前年度本庁意見交換会の報告 

［参加者］所長,副所長,工事・補修課長 

           ※ 双方の抱える問題点についての意見交換,並びに前年本庁での意見交換会の報告 

を行いました。出先事務所ならではの地域特性からくる地形地質の問題点が多く 

挙げられ、活発な意見交換を行うことができました。 
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3.業務で工夫した点 

 今回実施した弾性波探査で工夫した点は 2 点あ

ります。まず 1 つ目は破砕剤の量を倍にして使用

したことです。破砕剤では火薬よりも起振の際に

発生する起振エネルギーが劣るため、探査精度が

下がることが懸念されました。そのため安全上問

題のない沢部において破砕剤の量を倍にすること

で起振エネルギーを増加させることができ、解析

精度の確保を図りました。 
工夫点の 2 つ目は重錘落下装置の使用です。公

園用地内では破砕剤の使用にも制限があったため、

発破以外の起振エネルギーの大きい起振方法が必

要となり、重錘落下装置を用いました。カケヤに

比べて起振エネルギーは大きく、また公園内であ

るため比較的機材の移動がしやすいことから使用

を計画しました。 

 

写真-2 重錘落下装置 

 
4.探査結果 

弾性波探査解析にはトモグラフィ法を実施し

ました。トモグラフィ法では解析結果として地盤

の速度分布と破線の分布が得られることから、破

線がトンネル計画高を通過していない格子の解析 

 

結果については妥当性がないことになります。よ

ってトンネル計画高を破線が通過しているかどう

かが重要となります。今回の解析結果としては図

-2に示すように距離 140～270m区間において破線

のトンネル計画高の通過は認められず、破線通過

率は約 81％と所要の精度を確保することができ

ました。 

 

5.考察 

今回実施した弾性波探査解析では、事前波線解

析よりも波線通過率が良くなり、それによって地

層の広がりがより詳しくわかる結果になりました。

結果図を見ると 140～200m と 310～380m 付近にお

いて速度層の落ち込みを確認することができます。

既往調査報告書を確認したところ、前者は段丘堆

積物と基盤岩の境界部である可能性、後者に関し

ては地すべりの頭部である可能性を示唆する結果

を得ることができました。 

 

6.おわりに 

 今回の結果としては波線通過率が 8 割超える結

果となり解析結果としては所要の精度を確保する

ことができました。またこの弾性波探査業務を通

じて公園用地及び民家等の保安物件がある箇所で

火薬が使用できない状態でも現地の地形・地質状

況を踏まえた上で計画を立てることの重要性を感

じることができました。この考えは弾性波探査業

務ではなく、地質調査計画を立案する際にも役立

てることができ、実際にこの業務以降、地表踏査

の重要性を特に実感しています。 

 次回の弾性波探査業務では、今回の経験を活か

し、現地状況やどうすれば探査ができそうか等を

よく考え取り組んでいきたいと思います。 

 
図-2 解析結果波線図 

《支部活動の紹介》 

 

(一社)東京都地質調査業協会の活動について 

(一社)関東地質調査業協会東京都支部 

(一社)東京都地質調査業協会 

会長 網代 稔 

 一般社団法人東京都地質調査業協会は、都民生活における安全の向上や環境の保全を図るほか、

地質調査の普及および啓発並びに技術の向上に注力すると共に、地質調査業者の経営の近代化に関

する事業などを促進し、これをもって社会の福祉に寄与することを目的として活動しています。  

＜ 協会のあゆみ ＞  

昭和60年 4月 東京都地質調査業協会 設立 

平成10年10月 社団法人東京都地質調査業協会 認可  

平成23年 4月 一般社団法人東京都地質調査業協会へ移行 

＜ 会 員 数 ＞  

正会員 29 社 賛助会員７社 （令和 6 年 9 月末現在） 

令和５年度の事業活動を以下にご紹介します。  

 協会は定款に載る4つの目標を達成するため次に示す事業を展開しています。 

【 1 】 地質調査についての普及啓発事業（定款第４条第１号事業）  

1. 自然災害と地盤の講演会・講習会へ講師派遣  

1) 東京都建設局 実務研修「災害対策科」講師派遣  

［日 付］令和５年8月  

［場 所］建設局職員研修所 ハイブリット講習  

［目 的］土砂災害対策等の平常時の防災や災害時の初期対応・応急措置・本格復旧事業に 

必要な知識・技術を身につける。  

［内 容］東京における災害時の地質リスク  

［受 講］東京都建設局職員,都内区市町村災害対策担当職員 40名参加  

2. 地質業界資料の配布  

1) 東地協ニュースの発行（6月・12月）＊協会HP掲載  

2) 予算陳情「令和5年度の東京都予算等に対する要望」  

・令和５年 9月 都議会自由民主党へ要望書提出  

・令和５年 9月 都議会立憲民主党ヒアリング (於：都議会議事堂） 

    3) 東京都建設局出先各事務所との意見交換会  

［日 付］令和５年9月～10月  

［場 所］建設局出先事務所  １２事務所 

［内 容］現状の問題点について意見交換並びに前年度本庁意見交換会の報告 

［参加者］所長,副所長,工事・補修課長 

           ※ 双方の抱える問題点についての意見交換,並びに前年本庁での意見交換会の報告 

を行いました。出先事務所ならではの地域特性からくる地形地質の問題点が多く 

挙げられ、活発な意見交換を行うことができました。 
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2. 東京都との意見交換会  

1) 令和５年度 東京都建設局との意見交換会  

[日 付] 令和５年11月 

[要望事項] ①業務価格の適切な積算 

  ②遠隔臨場の活用推進 

  ③BIM/CIM推進における地質調査業務への適用拡大 

  ④三者会議への地質調査業者の参画 

2) 令和５年度 東京都財務局との意見交換会  

[日 付] 令和５年12月 

[要望事項] ①災害協定を単独加点に   

②業務価格の適切な積算   

③財務局案件の入札参加 条件緩和  

 ④担当技術者の実績も評価対象に 

3. 技術ノートの作成  

1) 技術ノートNo.55（東京の古墳） ９００部発刊  

    都区市町村の関係部署並びに全都立高校に無償配布 

4. 東京都との防災協定締結後の支援活動 ＊東京都後援  

1) 第5回「災害対策セミナー」in東京  

※ 3団体（東地協，東測協，建コン関東支部）共催  

[日 付] 令和５年 9月 

[場 所] 新宿区立角筈区民ホール  

[参加者] １５２名  

[内 容] 

・「首都東京における直下地震等の大規模災害に向けた防災・減災の取組みについて」  

関東地方整備局 統括防災調整官  

・「東京都における災害時における各局の取り組みについて」  

東京都総務局 総合防災部 防災計画課  

東京都建設局 河川部 防災課 

東京都港湾局 港湾整備部 技術管理課

TO ・「災害対策に向けた東京都測量設計業協会 

の活動状況」 

・「東京における災害時の地質リスク」  

（一社）東京都地質調査業協会  

・「災害時における建設コンサルタンツ協会 

の取組み」  

      ※防災協定を締結している3団体の主催により（東京都後援）、今年で6回目の開催を

迎えます。テーマは迫りくる大規模災害に備え、東京都並びに3団体の防災・減災

への取り組みを紹介し、災害対策を学ぶ場としております。 

 

４)地質調査業界への入職者勧誘活動 セミナー開催  

［タイトル］東京理科大学生を対象とした地質調査業の紹介  

［日 付］令和５年６月  

［場 所］東京理科大学 野田キャンパス  

［受講者］大学４年生、大学院生1-2年生 計２５名 

※東京理科大学 塚本良道教授(協会理事)の 

ご指導･ご支援の下、同大生に対し地質調査 

業界のプレゼンテーションを実施しました。  

参加者からは「地質調査業を知る機会を得た」 

「地質調査の重要性を理解した」「進路のひと 

つとして考えたい」等の活発な意見があり、 

今後は他大学でのセミナー開催も計画していま 

す。 

 

【 2 】 地質調査についての情報の提供に関する事業

（定款第４条第２号事業）  

1. 地盤災害等の展示会  

1)令和５年度 「そなエリア東京 防災イベント」－首都直下地震に備えて－  

（一社)関東地質調査業協会主催,当協会共催  

[日 付] 令和５年 8月2６日(土)～2７日(日) 

［場 所] 東京臨海広域防災公園  

本部棟「エントランスホール」  

［内 容] ・自宅周辺の地盤検索  

・液状化実験装置の実演と説明  

・パネル展示・冊子配布  

◆会場隣接ブースにて  

国交省「関東大震災１００年イベント」開催  

2) 東京都･東村山市合同総合防災訓練  

[日 付] 令和５年 9月 

[場 所] 東村山市 天王森公園  

[テーマ]ライフライン等の防災関係機関による 

展示・実演を通じ、身近な防災行動を 

体験できる訓練を実施  

[内 容] ・自宅周辺の地盤検索  

・パネル展示  ・冊子配布  

・防災ビデオ上映  

・液状化実験装置の実演と説明  

※回を重ねるたびに都民の防災意識の高まりを感じ、特に「自宅周辺の地盤検索」は好評

で行列ができるほどです。 
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2. 東京都との意見交換会  

1) 令和５年度 東京都建設局との意見交換会  

[日 付] 令和５年11月 

[要望事項] ①業務価格の適切な積算 

  ②遠隔臨場の活用推進 

  ③BIM/CIM推進における地質調査業務への適用拡大 

  ④三者会議への地質調査業者の参画 

2) 令和５年度 東京都財務局との意見交換会  

[日 付] 令和５年12月 

[要望事項] ①災害協定を単独加点に   

②業務価格の適切な積算   

③財務局案件の入札参加 条件緩和  

 ④担当技術者の実績も評価対象に 

3. 技術ノートの作成  

1) 技術ノートNo.55（東京の古墳） ９００部発刊  

    都区市町村の関係部署並びに全都立高校に無償配布 

4. 東京都との防災協定締結後の支援活動 ＊東京都後援  

1) 第5回「災害対策セミナー」in東京  

※ 3団体（東地協，東測協，建コン関東支部）共催  

[日 付] 令和５年 9月 

[場 所] 新宿区立角筈区民ホール  

[参加者] １５２名  

[内 容] 

・「首都東京における直下地震等の大規模災害に向けた防災・減災の取組みについて」  

関東地方整備局 統括防災調整官  

・「東京都における災害時における各局の取り組みについて」  

東京都総務局 総合防災部 防災計画課  

東京都建設局 河川部 防災課 

東京都港湾局 港湾整備部 技術管理課

TO ・「災害対策に向けた東京都測量設計業協会 

の活動状況」 

・「東京における災害時の地質リスク」  

（一社）東京都地質調査業協会  

・「災害時における建設コンサルタンツ協会 

の取組み」  

      ※防災協定を締結している3団体の主催により（東京都後援）、今年で6回目の開催を

迎えます。テーマは迫りくる大規模災害に備え、東京都並びに3団体の防災・減災

への取り組みを紹介し、災害対策を学ぶ場としております。 
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2) 令和５年度 建設局 業務用MCA無線機通信訓練  

[内 容]南多摩西部建設事務所との無線機での送受信確認  

※ 奇数月に実施（年6回） 

3) 令和５年度 港湾局現地対策本部 連絡協議会  

[日 付] 令和５年 １1月  

[場 所]港湾庁舎３階大会議室＜ハイブリッド方式＞  

[内 容]今年度の地震対策訓練について  

【 3 】 地質調査技術の向上に関する事業（定款第４条第３号事業）  

１. ボーリングマシン安全衛生特別教育講習会  

第1回 令和５年 4月  41名参加 

第2回 令和５年 7月 40名参加 

第3回  令和５年10月  32名参加 

[場 所] <学科> エッサム神田ホール  <実技>  東邦地下工機(株)  

[内 容] <学科>  ボーリングマシンに関する知識 「構造」「運転・点検・整備」  

ボーリングマシンの運転に必要な知識「施工・力学と電気」  

                 関連法令「関係法令・災害事例」  

<実技> 運転及び安全のための合図，運転実技  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※毎回好評を頂き、昨年度は3回開催しました。参加者は全国に及んでいます。 

２．若手技術者向け地盤・地下水環境調査技術講習会  

[日 付] 令和５年１１月  参加者 20名  

[場 所] 日野カワセミハウス 

[講 師] 技術委員会  

[内 容]・地下水環境に関する法規制・基礎知識  

・湧水地巡検（湧水源観察・流量測定・水質分析） 

【 4 】地質調査業者の経営近代化の促進及び資質向上に関する事業（定款第４号事業）  

１． コンプライアンス関係研修テキストを会員へ配布  

２．ＣＰＤ継続教育関連 

 

以上、ご紹介した各種事業は当協会会員企業のみならず、(一社)関東地質調査業協会に格別のご

協力を頂いております。ここに感謝申し上げると共に、今後ともご支援の程よろしくお願い申し上

げます。  

 
 
 
 
 
 
 
 

１.はじめに 

鹿島技術研究所は、業界団体・日本土木建築統

制組合が1945年6月に設立した財団法人建設技術

研究所を母体に財団法人を継承し、1949 年 4 月、

業界初の技術研究所として東京都中央区に創立さ

れました。1956 年に東京都調布市飛田給（現在地）

に移転、1984 年に調布市多摩川に西調布実験場を

開設し、技術研究所の機能を拡大しました。2023
年には、シンガポールにおける自社ビル「The 
GEAR」を開業しています。「The GEAR」は（1）
鹿島のアジア本社、（2）R&D センター、（3）オー

プンイノベーションハブの 3 つの機能を併せ持つ

建物で、R&D センターでは 2013 年に開設した技

術研究所のシンガポールオフィスが、5 種類の研

究室「ラボ」（表-1）を構え、新たな技術開発を推

進しています。 
技術研究所に在籍する社員数は 326 名（2024 年

4 月 1 日現在）です。図-1 は、国内の主要な研究

グループです。土木、建築、防災、環境、先端 ICT
を軸に、多くの分野の専門家が知恵を結集し、  

新しい価値を創造しています。特に、同図の中央

付近のグループは、開設時期が比較的新しく、  

近年、強化している領域といえます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

技術研究所では、毎年年報を刊行し社外に公開

しています。表-2 に、直近 5 年間の地盤に近い分

野の報文タイトルをリスト化してみました。新し

い施工技術に関わる多様な研究開発を進めていま

す。また、造成やトンネル工事の自動化施工に関

わる技術開発の他に、光ファイバの計測技術など

に注力しています。 
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２. サスティナブルソサエティラボ 
2021 年には、筆者が所属するサスティナブルソ

サエティラボ（以降、SS ラボ）が始動しました。

SS ラボは、現在の日本の都市基盤が直面している

「気候変動等による風水害の激甚化」、「インフラ

の劣化・老朽化の進行」、「財政制約・建設投資の

減少」といった問題の解決を目的に掲げ、インフ

ラ、大気・海洋、グリーンインフラの 3 領域で、

10 名以上の研究員が所属し（2024 年 4 月 1 日 
現在）、それぞれの領域で調査研究開発に取り組ん

でいます。 
現在は、ラボ始動後 2 年余りと短く、萌芽期で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あることから、ラボメンバーの新たな発想やこれ

までに培ってきた専門性、実務経験の延長上で、

新しい価値提案に、試行的に取り組んでいます。

しかしながら、入社 3 年目の若手研究員が、社会

資本整備に関する懸賞論文の論文賞を受賞するな

ど、外部機関に評価される事例も出てきています。 
 そこで、本稿では、SS ラボの取り組みを知って

いただくため、地質調査業の関係者にも関心をも

っていただけるであろう、いくつかの事例（筆者

が担当する地盤耐震工学分野での検討事例、若手

研究員が受賞した懸賞論文の概要）を、一部にな

りますが、ご紹介いたします。紹介する事例の共

年 タイトル 

2019 年 

微生物代謝を利用した原位置地盤の液状化強度評価 
粗粒材料の液状化強度特性評価に関する基礎的研究 
凍結工法のための凍土試験体系とデータベースの構築 
ICT を活用した山岳トンネルの地質評価技術（スマート切羽ウォッチャー）の開発 
焼却主灰造粒固化物を対象とした重金属等の長期的な溶出性に関する検討 

2020 年 

シールド掘進におけるジャーミング発生メカニズムの解明と検知・対策技術の開発 
盛土品質の全量管理に向けた技術開発 －材料品質（含水比，粒度分布），締固め品質の全量管理技術－ 
割れ目情報に基づくダム基礎処理工の三次元品質管理システムの開発 
ダム基礎処理工における光ファイバを用いた岩盤の開口亀裂の挙動計測 
波形逆解析による浅部・深部地盤の二次元Ｓ波速度構造の推定 

2021 年 

粗粒材料の液状化強度特性評価に関する基礎的研究（その 2）- 新たなメンブレンペネトレーション除去処理
方法の考案と検証 - 
土工の生産性向上に向けた電気特性による盛土の全量品質管理 
開削工事の支保工最小化を目指した頭部固定式二重土留め工法の開発 
ハイパースペクトルカメラによる蛇紋岩の判別と含有アスベスト濃度の定量技術 
光ファイバによるトンネル断面内での連続的な支保応力計測 
掘削に伴う山留め壁背面地盤の水平変位の評価 
地下室など埋込みを有する直接基礎建物の遠心振動台実験に基づく動的応答 
超過洪水時における多摩川流域の地先浸水ハザードの評価と上流利水ダムの放流調整による下流河川水位の
低減効果に関する基礎的検討 

2022 年 

埋込みを有する杭基礎とパイルド・ラフト基礎の地震時杭応答 
光ファイバによる 3 次元地中変位計測技術（Geo-NewROn）の開発 
シールド安定掘進のための気泡技術および可視化技術の開発 
圧縮空気や気泡，分散剤を活用した土の輸送技術 
ダム基礎処理における割れ目ネットワークモデルを用いたグラウト浸透シミュレーション 
統計的手法による山岳トンネル切羽の鏡吹付け厚の最適管理システムの開発 
遠心振動台実験シミュレーションによる埋込み基礎を有する建物の地震時挙動評価 
棚田地域におけるスマート農業技術を用いた持続可能な営農環境整備に関する基礎的検討 
既存杭の利用事例と活用効果 

2023 年 

CSG 材の表面水量の全量管理技術 
気泡シールド工法における切羽可視化技術の現場適用実績 
岩盤割れ目ネットワークモデルを用いた地下水流動評価に向けた合理的な割れ目の水理パラメータ推定手法 
阿寺断層を貫くトンネル坑内湧水の水質と地質との関連性評価 
掘削に伴う山留め壁背面地盤の鉛直変位の評価 
地盤中の油の回収技術としての「ポンピング・ドレーン®工法」の開発 
中期アンサンブル降水予測を考慮した多目的ダムの事前放流実施に伴う利水・発電への影響の評価 
様々な極端降雨シナリオによる洪水氾濫シミュレーションに基づく事業所の水害対策設備への投資判断支援 

 

表-２ 技術研究所年報タイトル（直近 5 年間の地盤に近い分野のリスト）１） 通点は国土強靭化に関わる分野で、社会課題を解

決するために、新しいサービスの提供や共創の促

進、さらに将来の規制・制度改革にも関連するト

ピックスです。 
 
３. ラボの取り組みの一例 
３.１ 都市スケールの地震災害リスク評価と 

データ連携 

ラボでは、統合地震シミュレーター２）（以下、

Ies）を用い、都市スケールでの地盤・建物の地震

応答解析に取り組んでいます。目標とする解析 

精度に見合う地盤や建物のデータを取り込むこと

ができれば、シミュレーターによって地盤や建物

の地震災害リスク評価結果を実用的なレベルで提

供することができます。令和 4 年にスーパーシテ

ィに選定されたつくばで、筑波大学と産業技術 

総合研究所（以下、産総研）と連携して、障害者

や高齢者を含む包括的な移動や災害対応のための

デジタル都市基盤整備の検討を行いました３）。 
検討では、産総研と連携してつくば市内のボー

リングデータを電子化し、3 次元地質モデルを整

備しました（図-２参照）。また、SS ラボでは、こ

れらのデータを Ies に取り込み、解析結果から地

盤と建物の被災度を評価し、避難所から福祉避難

所への移動を例題に、被災度の影響評価（安全な

移動ルートや所要時間の評価）を行いました（図-
３参照）。このような評価を推進するためには、地

盤や建物のデータを充実させることが必要です。  
そのためには、建築確認申請図書を閲覧できる

規制改革の実現が望ましいと考えています。実際

海外では、online building records のようなサイト

で、行政機関から建築確認申請図書の一部を閲覧

できる制度があります。これまでにも、例えばボ

ーリングデータに関しては、国内でも様々な場面

で長年検討されてきましたが、オープンな閲覧制

度はまだ実現されていません。インクルーシブ・

バリアフリーの街の整備の実現のためにも、公的

建物のデータを含め、今後、様々な地域で類似の

検討が進み、法律の改正に繋がればと考えていま

す。 
また、地震対策や気候変動への適応などの不確

実な事象に対応するために、手頃なセンサーが普

及してきていることから、地盤やインフラでモニ

タリングが欠かせなくなってきています。図-４は、 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筆者らが提案しているモニタリング結果活用の説

明図です４）。現在、臨海地域の事業所や鉱山の廃

棄物処理場、一般自動車道路沿いの斜面などでモ

ニタリングを行い、それぞれ効果的な地震対策や

図-２ つくばで整備した 3 次元地質モデル３） 

図-３ 地盤と建物の被災度を考慮した 

避難への影響評価の例３）を一部加筆 

図-４ 可視化システムと 

震動観測記録活用のイメージ４） 

避難ルートと通行障害のマッピング検証画面 

福祉避難所 

技　術　ニ　ュ　ー　ス（94）（22）

194959 【本文】技術ニュース-94.indd   22194959 【本文】技術ニュース-94.indd   22 2024/10/21   14:52:442024/10/21   14:52:44



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. サスティナブルソサエティラボ 
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地盤中の油の回収技術としての「ポンピング・ドレーン®工法」の開発 
中期アンサンブル降水予測を考慮した多目的ダムの事前放流実施に伴う利水・発電への影響の評価 
様々な極端降雨シナリオによる洪水氾濫シミュレーションに基づく事業所の水害対策設備への投資判断支援 

 

表-２ 技術研究所年報タイトル（直近 5 年間の地盤に近い分野のリスト）１） 通点は国土強靭化に関わる分野で、社会課題を解

決するために、新しいサービスの提供や共創の促

進、さらに将来の規制・制度改革にも関連するト

ピックスです。 
 
３. ラボの取り組みの一例 
３.１ 都市スケールの地震災害リスク評価と 

データ連携 

ラボでは、統合地震シミュレーター２）（以下、

Ies）を用い、都市スケールでの地盤・建物の地震

応答解析に取り組んでいます。目標とする解析 

精度に見合う地盤や建物のデータを取り込むこと

ができれば、シミュレーターによって地盤や建物

の地震災害リスク評価結果を実用的なレベルで提

供することができます。令和 4 年にスーパーシテ

ィに選定されたつくばで、筑波大学と産業技術 

総合研究所（以下、産総研）と連携して、障害者

や高齢者を含む包括的な移動や災害対応のための

デジタル都市基盤整備の検討を行いました３）。 
検討では、産総研と連携してつくば市内のボー

リングデータを電子化し、3 次元地質モデルを整

備しました（図-２参照）。また、SS ラボでは、こ

れらのデータを Ies に取り込み、解析結果から地

盤と建物の被災度を評価し、避難所から福祉避難

所への移動を例題に、被災度の影響評価（安全な

移動ルートや所要時間の評価）を行いました（図-
３参照）。このような評価を推進するためには、地

盤や建物のデータを充実させることが必要です。  
そのためには、建築確認申請図書を閲覧できる

規制改革の実現が望ましいと考えています。実際

海外では、online building records のようなサイト

で、行政機関から建築確認申請図書の一部を閲覧

できる制度があります。これまでにも、例えばボ

ーリングデータに関しては、国内でも様々な場面

で長年検討されてきましたが、オープンな閲覧制

度はまだ実現されていません。インクルーシブ・

バリアフリーの街の整備の実現のためにも、公的

建物のデータを含め、今後、様々な地域で類似の

検討が進み、法律の改正に繋がればと考えていま

す。 
また、地震対策や気候変動への適応などの不確

実な事象に対応するために、手頃なセンサーが普

及してきていることから、地盤やインフラでモニ

タリングが欠かせなくなってきています。図-４は、 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筆者らが提案しているモニタリング結果活用の説

明図です４）。現在、臨海地域の事業所や鉱山の廃

棄物処理場、一般自動車道路沿いの斜面などでモ

ニタリングを行い、それぞれ効果的な地震対策や

図-２ つくばで整備した 3 次元地質モデル３） 

図-３ 地盤と建物の被災度を考慮した 

避難への影響評価の例３）を一部加筆 

図-４ 可視化システムと 

震動観測記録活用のイメージ４） 

避難ルートと通行障害のマッピング検証画面 

福祉避難所 
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適応策を検討しています５）、６）、７）。共通点はモニ

タリングを行い、その結果をリスクの予測や対

策・適応、さらに BCP や DCP における EBPM に

活用することです。また、モニタリングの結果は

地域の関係者にも有益な情報であることが多いこ

とから、地域課題の解決に向けて データ連携等

の共創のフレームワークの構築にも意識して取り

組んでいます。 
 

３.２ 社会資本のあり方に関する懸賞論文 

一般財団法人国土技術研究センターにおいて、

同センターが 2017 年と 2021 年に実施した「社

会資本に関するインターネット調査」の調査デー

タを活用して、今後の社会資本整備のあり方、論

点などが明らかになることを期待して、「今後の社

会資本のあり方に関する懸賞論文」が募集されま

した。2023 年の第 2 回の懸賞論文募集に、ラボの

三浦奈都研究員が「Well-Being 社会実現に向けた

地方創生と社会資本の在り方に関する考察」と 

題した論文８）を提出し、有識者による審査の結果、

一般の部の最優秀賞を受賞しています９）。 
論文では、地方創生や国土の均衡ある発展の妨

げとなる原因を探るべく、調査結果から、地方と

都市を対象に、希望する居住地と現在の居住地の

構成人数のカテゴリー毎に、社会資本の充足度の

傾向を分析しました。 
 
 
 
 
 
 

 
その結果、交通ネットワークおよび情報ネット

ワークの充足度の低さが、地方への移住および 

若者の地方への就職者数を減らす一因となってい

ることが考察されました。そこで、公共交通に関

する情報ネットワークにも公共性を見出し、社会

資本の機能を向上するものとして整備を推進する

ため次のような提案をしています。 
① 公共性のある交通インフラに関する情報（運行

情報、工事情報など）は社会資本と同様に取り

扱い、国が主導となり整備を促進する枠組みを

作成する。 

② 各地域に適した交通ネットワークおよび情報

ネットワークを構築するために、県以下の自治

体規模で情報の整備と連携を進める事業を執

り行う。 
③ インフラに関する情報の整備・構築は、民間企

業を誘致し、国および自治体から請け負う． 
提案には、Well-Being 社会実現のため、建設 

技術者は、地域のインフラ整備において情報ネッ

トワークの普及についても、一定の役割を担うの

が望ましいとする新たな視点が含まれています。

今後、更に検討が進むことを期待しています。 
 
４． おわりに 

 本稿では、発足後間もない鹿島技術研究所 SS
ラボの取り組みの一部を紹介しました。今後も、

多くの関係機関と連携しながら持続可能な社会の

実現に向けた検討を進めていく予定です。 
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表-３ 地方と都市を対象に、希望する居住地

と現在の居住地の構成人数（n=3000 人）８） 

１.はじめに 
当社は「日本の大動脈と社会基盤の発展に貢献す

る」という経営理念のもと、日本の大動脈輸送を担う

東海道新幹線と東海地域の在来線網を一体的に維

持・発展させることを使命としている。経営の生命線で

ある首都圏～中京圏～近畿圏を結ぶ高速鉄道の運

営を持続するとともに企業としての存立基盤を将来に

わたり確保していくため、大動脈を二重系化すること

を目的として超電導リニア（超電導磁気浮上式鉄道）

による中央新幹線計画を推進している。 

 本稿では中央新幹線の起点となる品川駅の計画及

び工事の進捗状況について紹介する。 

 

２．中央新幹線品川駅の計画概要 

品川駅及びその周辺は、旧国鉄の分割民営化に

伴う東口側の旧新幹線車両所跡地の再開発事業や、

2003 年の東海道新幹線品川駅の開業などにより、近

年大きく発展してきた。新幹線品川駅開業後も、高輪

ゲートウェイ駅の開業、京急線の連続立体交差事業

及び周辺の開発事業などが実施されており、今後も

益々の発展が期待されている。 

 

１１））駅駅設設置置位位置置  

中央新幹線の首都圏のターミナル駅は、東海道新

幹線との結節、在来線との円滑な乗継、及び国際空

港とのアクセス利便性を考慮し、図-1 のとおり東海道

新幹線の品川駅の直下に南北方向に設置することと

した。 

なお、東京駅付近は既に高度に開発され、地下空

間の利用が進んでおり、駅空間の確保が困難なこと、

東海道新幹線改札内コンコースが現状でも狭小で、

中央新幹線のための連絡階段などの設備を設けるこ

とができないことから、設置は困難であると判断した。 

 

  

２２））品品川川駅駅計計画画概概要要  

中央新幹線品川駅は、図-2 のとおり 2 面 4 線の配

線で計画しており、ホーム幅員は最大約 11m、ホーム

延長は約 400m である。また、駅の名古屋方にはシー

サスクロッシングを設ける計画としており、構造物の幅

員は、ホーム部で最大約 60m、分岐器部は約 25m～

35m としている。なお、品川駅前後にある地下公共施

設との競合を回避するため、中央新幹線ホームを東

海道新幹線品川駅の直下に、軌道レベルを地下約

40m の深さとして設置する計画である。 

 

 

図-1 中央新幹線品川駅位置図 

《関東近県のプロジェクト紹介》 

中央新幹線品川駅建設計画 
東海旅客鉄道㈱ 

中央新幹線推進本部 
中央新幹線建設部 

 土木工事部 
  秋本直人・竹川直希 

図-2 中央新幹線品川駅計画略図 
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適応策を検討しています５）、６）、７）。共通点はモニ

タリングを行い、その結果をリスクの予測や対

策・適応、さらに BCP や DCP における EBPM に

活用することです。また、モニタリングの結果は

地域の関係者にも有益な情報であることが多いこ

とから、地域課題の解決に向けて データ連携等

の共創のフレームワークの構築にも意識して取り

組んでいます。 
 

３.２ 社会資本のあり方に関する懸賞論文 

一般財団法人国土技術研究センターにおいて、

同センターが 2017 年と 2021 年に実施した「社

会資本に関するインターネット調査」の調査デー

タを活用して、今後の社会資本整備のあり方、論

点などが明らかになることを期待して、「今後の社

会資本のあり方に関する懸賞論文」が募集されま

した。2023 年の第 2 回の懸賞論文募集に、ラボの

三浦奈都研究員が「Well-Being 社会実現に向けた

地方創生と社会資本の在り方に関する考察」と 

題した論文８）を提出し、有識者による審査の結果、

一般の部の最優秀賞を受賞しています９）。 
論文では、地方創生や国土の均衡ある発展の妨

げとなる原因を探るべく、調査結果から、地方と

都市を対象に、希望する居住地と現在の居住地の

構成人数のカテゴリー毎に、社会資本の充足度の

傾向を分析しました。 
 
 
 
 
 
 

 
その結果、交通ネットワークおよび情報ネット

ワークの充足度の低さが、地方への移住および 

若者の地方への就職者数を減らす一因となってい

ることが考察されました。そこで、公共交通に関

する情報ネットワークにも公共性を見出し、社会

資本の機能を向上するものとして整備を推進する

ため次のような提案をしています。 
① 公共性のある交通インフラに関する情報（運行

情報、工事情報など）は社会資本と同様に取り

扱い、国が主導となり整備を促進する枠組みを

作成する。 

② 各地域に適した交通ネットワークおよび情報

ネットワークを構築するために、県以下の自治

体規模で情報の整備と連携を進める事業を執

り行う。 
③ インフラに関する情報の整備・構築は、民間企

業を誘致し、国および自治体から請け負う． 
提案には、Well-Being 社会実現のため、建設 

技術者は、地域のインフラ整備において情報ネッ

トワークの普及についても、一定の役割を担うの

が望ましいとする新たな視点が含まれています。

今後、更に検討が進むことを期待しています。 
 
４． おわりに 

 本稿では、発足後間もない鹿島技術研究所 SS
ラボの取り組みの一部を紹介しました。今後も、

多くの関係機関と連携しながら持続可能な社会の

実現に向けた検討を進めていく予定です。 
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表-３ 地方と都市を対象に、希望する居住地

と現在の居住地の構成人数（n=3000 人）８） 

１.はじめに 
当社は「日本の大動脈と社会基盤の発展に貢献す

る」という経営理念のもと、日本の大動脈輸送を担う

東海道新幹線と東海地域の在来線網を一体的に維

持・発展させることを使命としている。経営の生命線で

ある首都圏～中京圏～近畿圏を結ぶ高速鉄道の運

営を持続するとともに企業としての存立基盤を将来に

わたり確保していくため、大動脈を二重系化すること

を目的として超電導リニア（超電導磁気浮上式鉄道）

による中央新幹線計画を推進している。 

 本稿では中央新幹線の起点となる品川駅の計画及

び工事の進捗状況について紹介する。 

 

２．中央新幹線品川駅の計画概要 

品川駅及びその周辺は、旧国鉄の分割民営化に

伴う東口側の旧新幹線車両所跡地の再開発事業や、

2003 年の東海道新幹線品川駅の開業などにより、近

年大きく発展してきた。新幹線品川駅開業後も、高輪

ゲートウェイ駅の開業、京急線の連続立体交差事業

及び周辺の開発事業などが実施されており、今後も

益々の発展が期待されている。 

 

１１））駅駅設設置置位位置置  

中央新幹線の首都圏のターミナル駅は、東海道新

幹線との結節、在来線との円滑な乗継、及び国際空

港とのアクセス利便性を考慮し、図-1 のとおり東海道

新幹線の品川駅の直下に南北方向に設置することと

した。 

なお、東京駅付近は既に高度に開発され、地下空

間の利用が進んでおり、駅空間の確保が困難なこと、

東海道新幹線改札内コンコースが現状でも狭小で、

中央新幹線のための連絡階段などの設備を設けるこ

とができないことから、設置は困難であると判断した。 

 

  

２２））品品川川駅駅計計画画概概要要  

中央新幹線品川駅は、図-2 のとおり 2 面 4 線の配

線で計画しており、ホーム幅員は最大約 11m、ホーム

延長は約 400m である。また、駅の名古屋方にはシー

サスクロッシングを設ける計画としており、構造物の幅

員は、ホーム部で最大約 60m、分岐器部は約 25m～

35m としている。なお、品川駅前後にある地下公共施

設との競合を回避するため、中央新幹線ホームを東

海道新幹線品川駅の直下に、軌道レベルを地下約

40m の深さとして設置する計画である。 

 

 

図-1 中央新幹線品川駅位置図 

《関東近県のプロジェクト紹介》 

中央新幹線品川駅建設計画 
東海旅客鉄道㈱ 

中央新幹線推進本部 
中央新幹線建設部 

 土木工事部 
  秋本直人・竹川直希 

図-2 中央新幹線品川駅計画略図 
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旅客動線について、中央新幹線ホームからは、地

上２Ｆレベルにある既存の東海道新幹線の改札内コ

ンコースにアクセスする計画としており、中央新幹線

ホームから在来線との乗換改札までは、エスカレータ

ーで 5～7 分程度で到達するよう計画している。 

 

３３））工工事事計計画画  

品川駅は、大きく分けてホーム部と分岐器部に分

けられるが、ホーム部は大規模な地下空間を確保す

る必要があることから、開削工法で施工する計画とし、

分岐器部は非開削工法で施工する計画としている。 

aa））ホホーームム部部（（開開削削工工法法部部））のの施施工工計計画画  

ホーム部（開削工法部）の施工ステップは図-3 のと

おりである。まず、Ａ図のように、東海道新幹線の線

路を工事桁に受替える工事を実施しながら、並行して

駅の両側に地中連続壁を構築する。次に、東海道新

幹線を通常運行させながら地下約 13m 程度まで掘削

した後、Ｂ図のように、地下函体の構真柱を建込んで

上床版を施工し、これを用いて駅を含む上空のビル

全体をアンダーピニングする。アンダーピニングはビ

ル３棟 受替え層荷重約１５万ｔの大規模な受替えと

なる。こうして、上空のビル全体を確実に受け替えた

後、Ｃ図のように、中央新幹線品川駅の地下函体を

逆巻き工法で施工する。地下函体の施工が完了した

後、Ｄ図のように掘り起こした部分の地盤を埋め戻し

て完成となる。 

 

bb））分分岐岐器器部部（（非非開開削削工工法法部部））のの施施工工計計画画  

 分岐器部（非開削工法部）の計画図は図-4 のとおり

である。分岐器部は 4 線の線路の構築が必要となる

が、分岐器より名古屋方の駅間部は 2 線となる。この

ため、断面が変化するシールドトンネルを構築する。 

分岐器部は、ホーム部の南に設ける立坑から、小

径の４本のシールドトンネルを構築したうえで、その間

を切り開いて扁平な大断面を構築する工法にて施工

する計画である。 

 

３．中央新幹線品川駅の工事進捗状況 

 本工事は、東西を区道と在来線に挟まれた狭隘な

施工環境の中、東海道新幹線品川駅を含む駅ビル

全体の受替えを実施したうえで、開削工法により中央

新幹線品川駅の地下函体を構築し、併せて非開削

工法で分岐器部を構築するという、非常に難度の高

い工事である。これらの課題を克服するため、多くの

工夫を凝らしながら工事を進めていく計画としている。 

 

１１））軌軌道道工工事事  

中央新幹線品川駅新設工事においては、既存の

東海道新幹線を通常運行させながら、駅直下を掘削

して中央新幹線の駅函体を構築していくことから、掘

削の開始前に、既存のバラスト軌道を工事桁で受替

える必要がある。本工事では、品川駅構内に 123 連も

の多数の工事桁を架設するが、その工事桁架設の概

要や、本工事において実施した取り組みについて紹

介する。 

図-3 ホーム部の施工ステップ 

図-4 分岐器部計画

図-5 工事桁概要図 

aa））工工事事桁桁架架設設のの概概要要  

東海道新幹線品川駅の軌道の下には、図-5 のよう

に駅ビルの基礎の地中梁が、線路直角方向に一定

間隔で構築されている。工事桁を架設する場合、工

事桁を支えるための基礎を新たに設置する必要があ

るが、駅ビル地中梁の耐力を照査した結果、地中梁

上に工事桁を設置しても問題の無いことが確認でき

たため、本工事ではこの地中梁の上に受架台を設置

し、その上に工事桁を架設する計画とした。 

なお、地中梁は 12.5ｍ間隔で構築されているため、

この間隔に合わせて工事桁のスパンを 12.4ｍ（0.1ｍ

は桁間の遊間）とした（図-6）。 

工事桁の受架台は、①既設の地中梁にあと施工ア

ンカーを打設、②受架台の鋼製枠を地中梁上に設置、

③鋼製枠の内部にモルタルを充填、という手順で構

築していくが、列車の運行を確保しながら、夜間の限

られた作業時間帯での作業となるため、一度に全て

の作業を完了させることができない。そのため、上記

①～③の作業を６工程に分割し、日々軌道を撤去、

復旧しながら工事を進める計画とした。 

なお、工事桁架設は、①レール・マクラギの撤去、

②バラスト掘削、③工事桁架設、④レール復旧、の一

連の作業を一晩で施工する。 

本工事では、受架台を 129 基、工事桁を 123 連架

設する。また、駅の東京方及び名古屋方端部におい

ては、駅ビルの基礎の地中梁がない箇所や、工事桁

を設置する上で耐力が不足する箇所があるが、これら

の箇所には線路上から杭を打設し、仮橋脚を構築し

たうえで工事桁を架設した。 

 
 

 

  

  

bb））施施工工上上のの課課題題とと対対策策  

前述の通り、多数の構造物を軌道内に構築する必

要があるが、夜間の限られた作業時間帯で日々の施

工を完了させなければならないこと、全体工程上の観

点から工事桁架設にかかる工期を短縮することが課

題であり、以下の対策を講じることとした。 

  

ｱｱ））操操重重作作業業車車のの導導入入  

工事桁の架設方法は、大きく分けて一括架設と分

割架設の二つの方法があるが、本工事では、数多く

の工事桁を短い期間で架設するため、一括架設で施

工する必要がある。しかし、東海道新幹線品川駅の

軌道階は、外壁と天井に囲まれて閉鎖された空間で

あり、クレーンを使用して線路の外から工事桁を一括

架設することができない。そのため、操重作業車という

鉄道クレーンを導入することとした。本工事で採用し

た操重作業車はドイツ KIROW 社製で、諸元は本体

写真-2 操重作業車による工事桁架設状況 

（隣接線使用不可能箇所） 

図-6 工事桁一般図 

写真-1 操重作業車による工事桁架設状況 

（隣接線使用可能箇所） 
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旅客動線について、中央新幹線ホームからは、地

上２Ｆレベルにある既存の東海道新幹線の改札内コ

ンコースにアクセスする計画としており、中央新幹線

ホームから在来線との乗換改札までは、エスカレータ

ーで 5～7 分程度で到達するよう計画している。 

 

３３））工工事事計計画画  

品川駅は、大きく分けてホーム部と分岐器部に分

けられるが、ホーム部は大規模な地下空間を確保す

る必要があることから、開削工法で施工する計画とし、

分岐器部は非開削工法で施工する計画としている。 

aa））ホホーームム部部（（開開削削工工法法部部））のの施施工工計計画画  

ホーム部（開削工法部）の施工ステップは図-3 のと

おりである。まず、Ａ図のように、東海道新幹線の線

路を工事桁に受替える工事を実施しながら、並行して

駅の両側に地中連続壁を構築する。次に、東海道新

幹線を通常運行させながら地下約 13m 程度まで掘削

した後、Ｂ図のように、地下函体の構真柱を建込んで

上床版を施工し、これを用いて駅を含む上空のビル

全体をアンダーピニングする。アンダーピニングはビ

ル３棟 受替え層荷重約１５万ｔの大規模な受替えと

なる。こうして、上空のビル全体を確実に受け替えた

後、Ｃ図のように、中央新幹線品川駅の地下函体を

逆巻き工法で施工する。地下函体の施工が完了した

後、Ｄ図のように掘り起こした部分の地盤を埋め戻し

て完成となる。 

 

bb））分分岐岐器器部部（（非非開開削削工工法法部部））のの施施工工計計画画  

 分岐器部（非開削工法部）の計画図は図-4 のとおり

である。分岐器部は 4 線の線路の構築が必要となる

が、分岐器より名古屋方の駅間部は 2 線となる。この

ため、断面が変化するシールドトンネルを構築する。 

分岐器部は、ホーム部の南に設ける立坑から、小

径の４本のシールドトンネルを構築したうえで、その間

を切り開いて扁平な大断面を構築する工法にて施工

する計画である。 

 

３．中央新幹線品川駅の工事進捗状況 

 本工事は、東西を区道と在来線に挟まれた狭隘な

施工環境の中、東海道新幹線品川駅を含む駅ビル

全体の受替えを実施したうえで、開削工法により中央

新幹線品川駅の地下函体を構築し、併せて非開削

工法で分岐器部を構築するという、非常に難度の高

い工事である。これらの課題を克服するため、多くの

工夫を凝らしながら工事を進めていく計画としている。 

 

１１））軌軌道道工工事事  

中央新幹線品川駅新設工事においては、既存の

東海道新幹線を通常運行させながら、駅直下を掘削

して中央新幹線の駅函体を構築していくことから、掘

削の開始前に、既存のバラスト軌道を工事桁で受替

える必要がある。本工事では、品川駅構内に 123 連も

の多数の工事桁を架設するが、その工事桁架設の概

要や、本工事において実施した取り組みについて紹

介する。 

図-3 ホーム部の施工ステップ 

図-4 分岐器部計画

図-5 工事桁概要図 

aa））工工事事桁桁架架設設のの概概要要  

東海道新幹線品川駅の軌道の下には、図-5 のよう

に駅ビルの基礎の地中梁が、線路直角方向に一定

間隔で構築されている。工事桁を架設する場合、工

事桁を支えるための基礎を新たに設置する必要があ

るが、駅ビル地中梁の耐力を照査した結果、地中梁

上に工事桁を設置しても問題の無いことが確認でき

たため、本工事ではこの地中梁の上に受架台を設置

し、その上に工事桁を架設する計画とした。 

なお、地中梁は 12.5ｍ間隔で構築されているため、

この間隔に合わせて工事桁のスパンを 12.4ｍ（0.1ｍ

は桁間の遊間）とした（図-6）。 

工事桁の受架台は、①既設の地中梁にあと施工ア

ンカーを打設、②受架台の鋼製枠を地中梁上に設置、

③鋼製枠の内部にモルタルを充填、という手順で構

築していくが、列車の運行を確保しながら、夜間の限

られた作業時間帯での作業となるため、一度に全て

の作業を完了させることができない。そのため、上記

①～③の作業を６工程に分割し、日々軌道を撤去、

復旧しながら工事を進める計画とした。 

なお、工事桁架設は、①レール・マクラギの撤去、

②バラスト掘削、③工事桁架設、④レール復旧、の一

連の作業を一晩で施工する。 

本工事では、受架台を 129 基、工事桁を 123 連架

設する。また、駅の東京方及び名古屋方端部におい

ては、駅ビルの基礎の地中梁がない箇所や、工事桁

を設置する上で耐力が不足する箇所があるが、これら

の箇所には線路上から杭を打設し、仮橋脚を構築し

たうえで工事桁を架設した。 

 
 

 

  

  

bb））施施工工上上のの課課題題とと対対策策  

前述の通り、多数の構造物を軌道内に構築する必

要があるが、夜間の限られた作業時間帯で日々の施

工を完了させなければならないこと、全体工程上の観

点から工事桁架設にかかる工期を短縮することが課

題であり、以下の対策を講じることとした。 

  

ｱｱ））操操重重作作業業車車のの導導入入  

工事桁の架設方法は、大きく分けて一括架設と分

割架設の二つの方法があるが、本工事では、数多く

の工事桁を短い期間で架設するため、一括架設で施

工する必要がある。しかし、東海道新幹線品川駅の

軌道階は、外壁と天井に囲まれて閉鎖された空間で

あり、クレーンを使用して線路の外から工事桁を一括

架設することができない。そのため、操重作業車という

鉄道クレーンを導入することとした。本工事で採用し

た操重作業車はドイツ KIROW 社製で、諸元は本体

写真-2 操重作業車による工事桁架設状況 

（隣接線使用不可能箇所） 

図-6 工事桁一般図 

写真-1 操重作業車による工事桁架設状況 

（隣接線使用可能箇所） 
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重量約 130t、最大ブーム長 19ｍ、最大吊荷重 80ｔで

ある。この操重作業車を用いることで、工事桁を一晩

で一括架設することが可能となった。 

 

ｲｲ））留留置置線線のの保保守守基基地地化化 

本工事で保守用車や上記のような工事用作業車

両を使用する場合、大井にある保守基地から回送し

てくる必要があり、新幹線の運行が終了した後に、こ

の回送のための時間がかかるため、その分作業時間

が減ってしまう。 

そこで、東海道新幹線品川駅の東京方にある留置

線３線のうち２線を保守基地化し、この保守基地から

工事に使用する保守用車等を出し入れすることとした。

これにより、保守用車等の回送時間が短縮でき、一晩

あたりの作業時間を最大限確保することが可能となっ

た。 

これらの工夫を行った結果、東海道新幹線の列車

運行に一度も影響を与えることなく、令和 5 年 2 月に

全 123 連の工事桁架設を完了させることができた。 

  

２２））土土木木工工事事  

 中央新幹線品川駅は、東海道新幹線線路直下へ

駅函体及びシールドトンネルを構築する。開削部で

は大規模な土留壁を構築する必要があるが、本工事

では本体利用を考慮し、土留壁を RC 地中連続壁で

施工することとした。 

 

aa））地地中中連連続続壁壁工工のの施施工工状状況況（（港港区区道道部部））  

中央新幹線品川駅の函体は、出来る限り区道の占

用範囲を最小限化する観点から、地中連続壁（以下：

連壁）を本体利用する計画とした。地中連続壁は、土

留め壁として必要な耐力を確保したうえで、順次掘削

しながら内壁を設けた後に函体としての必要な剛性

が確保できることを併せて照査し、最も合理的な構造

となるよう設計している。 

本工事の施工ヤードは車道 2 車線分の幅のみであ

り、工事ヤードとしては非常に狭隘であることから、サ

イズの小さな低空頭水平多軸式の掘削機を新造して

使用している。泥水掘削は、掘削精度管理システム

により、鉛直精度を 1/50 に保つこととしており、掘削

後は超音波溝壁測定器による掘削断面の測定を実

施し、掘削精度を確認している。 

鉄筋かごは図－7 のとおり、全長が約 51ｍ、全体の

吊り込み荷重が約 80ｔになるが、作業帯が狭く使用で

きるクレーンの大きさが制限されるため、１エレメントに

つき１０ロッドに分割し、写真-3 のようにクレーンと新

造した専用の鉄筋かご建込機を併用して建て込みを

行っている。また、施工ヤードが狭隘で、現地で鉄筋

かごを組み立てることが出来ないため、鉄筋かごは、

千葉県内にある鉄筋かご組み立て用の作業ヤードに

て組み上げ、トレーラーにて現地に搬入している。 

施工の手順は、まず１ロッド目の鉄筋かごをクレー

ンで建て込み、かんざし桁を通して仮受けした後、次

のロッドをクレーンで吊りながらロッド間を機械式継手

にて繋ぎ、連結が完了したら鉄筋かご建込機に受け

替えて落とし込む。この作業を９

回繰り返し、1 本分の鉄筋かごの

建て込みが完了する。 

その後、トレミー管を挿入して

コンクリートを打ち上げるが、１エ

レメントのコンクリート打設につき、

生コン車延べ約６０台で８時間

程度を要する。 

以上が一連のサイクルである

が、掘削に昼夜で４～５日、鉄筋

かごの建て込みに昼夜で３日、

コンクリートの打設に１日を要す

るため、１エレメントあたり８～９

日程度を要した。また、前述の

通り、移設が困難な地下埋設物

の直下では、専用の機械を用い

た透かし掘りで施工することにな

るが、この場合は１エレメントの

施工に約１ヶ月を要した。 

 図-7 鉄筋かご配筋図 
写真-3 港区道部地中連続壁工の状況

ｂｂ））分分岐岐器器部部シシーールルドド発発進進立立坑坑のの施施工工状状況況  

（（新新幹幹線線軌軌道道直直下下ででのの路路下下連連壁壁））  

分岐器部ではホーム名古屋方端部付近の発進立

坑から名古屋方に向かってシールドトンネルを構築し

ていく。発進立坑は東海道新幹線線路直下に構築

するが、東海道新幹線の列車運行に影響を与えずに

施工する必要があるため、上述したように東海道新幹

線線路を工事桁に置き換えたあと、工事桁下を掘削

し、路下で地中連続壁を構築した後、連壁内を掘削

していく計画としている。 

発進立坑は幅 50m×線路方向延長 16.2m×深さ

57ｍの RC 構造である。線路直下で路下連壁を施工

するため、工事桁架設後、GL 面から約 13ｍの深度ま

で掘削を行い、ここから路下連壁を掘削深度 48ｍの

深さ（GL 面から約 61ｍ）まで施工を行う。 

 

ｱｱ））東東海海道道新新幹幹線線線線路路直直下下のの掘掘削削計計画画  

東海道新幹線線路を含む駅ビル下掘削にあた

っては地下水対策が必要であるが、直上の軌道上

からの遮水壁造成は困難である。掘削深度が浅い

箇所については地盤が洪積粘性土の東京層（To-c）

であり、先行して掘削した仮設立坑の施工状況からも

To-c 層の遮水性と自立性が確認できたため、遮水壁

は造成せずに駅ビル下の掘削を行った。しかし、掘

削深度 GL-13m に対して、地下水位は GL-4.44m と

高く、掘削底面以深には地下水の豊富な東京礫層

（Tog-g 層）が分布していた。そのため、掘削時の盤

ぶくれ対策として、写真-4、図-8 に示すように GL-8m

の高さで幅 4m の導坑掘削を行い、導坑内から薬液

注入により Tog-g 層の遮水壁を造成した。 

遮水壁造成後は、GL-8m の高さで導坑間の拡幅掘

削を行い、GL-13m まで掘削するための土留め(BH

杭)と薬液注入（溝壁防護）を行った後、順次 GL-13m

まで床付掘削を行い、RC 連壁の作業床となる均しコ

ンクリート、ガイドウォールの構築を行い、駅ビル下掘

削を完了した。 
 

ｲｲ））GGLL--1133ｍｍ面面かかららのの路路下下連連壁壁施施工工  

写真-5 に新幹線線路下における路下連壁の施工

状況を示す。現在、港区道下及び駅ビル直下に約

1500 ㎡の施工空間を構築し、施工を行っている。路

下面での路上連壁は空頭に制限があるため小型の

掘削機及び鉄筋かご建込機を使用して連壁の施工

を実施している。このため鉄筋かごは最大 13 ロッドに

分割している。港区道部での施工に比べ施工機械の

小型化及び鉄筋かごの分割数の増加より先行エレメ

ントでは掘削に昼夜で４～５日、後行エレメントでは 7

～8 日の時間を要す。鉄筋かごの建て込みは昼夜で

3 日、コンクリートの打設には１日を要している。 

 

  

図-8 駅ビル下導坑掘削・遮水壁造成 

写真-5 シールド発進立坑内 

   路下地中連続壁工施工状況 

写真-4 導坑掘削状況 
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重量約 130t、最大ブーム長 19ｍ、最大吊荷重 80ｔで

ある。この操重作業車を用いることで、工事桁を一晩

で一括架設することが可能となった。 

 

ｲｲ））留留置置線線のの保保守守基基地地化化 

本工事で保守用車や上記のような工事用作業車

両を使用する場合、大井にある保守基地から回送し

てくる必要があり、新幹線の運行が終了した後に、こ

の回送のための時間がかかるため、その分作業時間

が減ってしまう。 

そこで、東海道新幹線品川駅の東京方にある留置

線３線のうち２線を保守基地化し、この保守基地から

工事に使用する保守用車等を出し入れすることとした。

これにより、保守用車等の回送時間が短縮でき、一晩

あたりの作業時間を最大限確保することが可能となっ

た。 

これらの工夫を行った結果、東海道新幹線の列車

運行に一度も影響を与えることなく、令和 5 年 2 月に

全 123 連の工事桁架設を完了させることができた。 

  

２２））土土木木工工事事  

 中央新幹線品川駅は、東海道新幹線線路直下へ

駅函体及びシールドトンネルを構築する。開削部で

は大規模な土留壁を構築する必要があるが、本工事

では本体利用を考慮し、土留壁を RC 地中連続壁で

施工することとした。 

 

aa））地地中中連連続続壁壁工工のの施施工工状状況況（（港港区区道道部部））  

中央新幹線品川駅の函体は、出来る限り区道の占

用範囲を最小限化する観点から、地中連続壁（以下：

連壁）を本体利用する計画とした。地中連続壁は、土

留め壁として必要な耐力を確保したうえで、順次掘削

しながら内壁を設けた後に函体としての必要な剛性

が確保できることを併せて照査し、最も合理的な構造

となるよう設計している。 

本工事の施工ヤードは車道 2 車線分の幅のみであ

り、工事ヤードとしては非常に狭隘であることから、サ

イズの小さな低空頭水平多軸式の掘削機を新造して

使用している。泥水掘削は、掘削精度管理システム

により、鉛直精度を 1/50 に保つこととしており、掘削

後は超音波溝壁測定器による掘削断面の測定を実

施し、掘削精度を確認している。 

鉄筋かごは図－7 のとおり、全長が約 51ｍ、全体の

吊り込み荷重が約 80ｔになるが、作業帯が狭く使用で

きるクレーンの大きさが制限されるため、１エレメントに

つき１０ロッドに分割し、写真-3 のようにクレーンと新

造した専用の鉄筋かご建込機を併用して建て込みを

行っている。また、施工ヤードが狭隘で、現地で鉄筋

かごを組み立てることが出来ないため、鉄筋かごは、

千葉県内にある鉄筋かご組み立て用の作業ヤードに

て組み上げ、トレーラーにて現地に搬入している。 

施工の手順は、まず１ロッド目の鉄筋かごをクレー

ンで建て込み、かんざし桁を通して仮受けした後、次

のロッドをクレーンで吊りながらロッド間を機械式継手

にて繋ぎ、連結が完了したら鉄筋かご建込機に受け

替えて落とし込む。この作業を９

回繰り返し、1 本分の鉄筋かごの

建て込みが完了する。 

その後、トレミー管を挿入して

コンクリートを打ち上げるが、１エ

レメントのコンクリート打設につき、

生コン車延べ約６０台で８時間

程度を要する。 

以上が一連のサイクルである

が、掘削に昼夜で４～５日、鉄筋

かごの建て込みに昼夜で３日、

コンクリートの打設に１日を要す

るため、１エレメントあたり８～９

日程度を要した。また、前述の

通り、移設が困難な地下埋設物

の直下では、専用の機械を用い

た透かし掘りで施工することにな

るが、この場合は１エレメントの

施工に約１ヶ月を要した。 

 図-7 鉄筋かご配筋図 
写真-3 港区道部地中連続壁工の状況

ｂｂ））分分岐岐器器部部シシーールルドド発発進進立立坑坑のの施施工工状状況況  

（（新新幹幹線線軌軌道道直直下下ででのの路路下下連連壁壁））  

分岐器部ではホーム名古屋方端部付近の発進立

坑から名古屋方に向かってシールドトンネルを構築し

ていく。発進立坑は東海道新幹線線路直下に構築

するが、東海道新幹線の列車運行に影響を与えずに

施工する必要があるため、上述したように東海道新幹

線線路を工事桁に置き換えたあと、工事桁下を掘削

し、路下で地中連続壁を構築した後、連壁内を掘削

していく計画としている。 

発進立坑は幅 50m×線路方向延長 16.2m×深さ

57ｍの RC 構造である。線路直下で路下連壁を施工

するため、工事桁架設後、GL 面から約 13ｍの深度ま

で掘削を行い、ここから路下連壁を掘削深度 48ｍの

深さ（GL 面から約 61ｍ）まで施工を行う。 

 

ｱｱ））東東海海道道新新幹幹線線線線路路直直下下のの掘掘削削計計画画  

東海道新幹線線路を含む駅ビル下掘削にあた

っては地下水対策が必要であるが、直上の軌道上

からの遮水壁造成は困難である。掘削深度が浅い

箇所については地盤が洪積粘性土の東京層（To-c）

であり、先行して掘削した仮設立坑の施工状況からも

To-c 層の遮水性と自立性が確認できたため、遮水壁

は造成せずに駅ビル下の掘削を行った。しかし、掘

削深度 GL-13m に対して、地下水位は GL-4.44m と

高く、掘削底面以深には地下水の豊富な東京礫層

（Tog-g 層）が分布していた。そのため、掘削時の盤

ぶくれ対策として、写真-4、図-8 に示すように GL-8m

の高さで幅 4m の導坑掘削を行い、導坑内から薬液

注入により Tog-g 層の遮水壁を造成した。 

遮水壁造成後は、GL-8m の高さで導坑間の拡幅掘

削を行い、GL-13m まで掘削するための土留め(BH

杭)と薬液注入（溝壁防護）を行った後、順次 GL-13m

まで床付掘削を行い、RC 連壁の作業床となる均しコ

ンクリート、ガイドウォールの構築を行い、駅ビル下掘

削を完了した。 
 

ｲｲ））GGLL--1133ｍｍ面面かかららのの路路下下連連壁壁施施工工  

写真-5 に新幹線線路下における路下連壁の施工

状況を示す。現在、港区道下及び駅ビル直下に約

1500 ㎡の施工空間を構築し、施工を行っている。路

下面での路上連壁は空頭に制限があるため小型の

掘削機及び鉄筋かご建込機を使用して連壁の施工

を実施している。このため鉄筋かごは最大 13 ロッドに

分割している。港区道部での施工に比べ施工機械の

小型化及び鉄筋かごの分割数の増加より先行エレメ

ントでは掘削に昼夜で４～５日、後行エレメントでは 7

～8 日の時間を要す。鉄筋かごの建て込みは昼夜で

3 日、コンクリートの打設には１日を要している。 

 

  

図-8 駅ビル下導坑掘削・遮水壁造成 

写真-5 シールド発進立坑内 

   路下地中連続壁工施工状況 

写真-4 導坑掘削状況 
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ｃｃ））安安全全対対策策  

当現場は、東海道新幹線及び在来線に近接して

いることはもちろん、区道や高層ビル群にも非常に近

接しており、最大限の注意を払って施工計画を策定

している。 

鉄道近接部での施工においては、クレーン作業に

おける定格荷重や作業半径の遵守はもとより、ブーム

長や旋回範囲のリミッター制限、転倒防止のためのカ

ウンターウェイトの設置、目安工の設置などの安全対

策を徹底している。また、第三者災害防止の観点で

は、泥はね防止ネットの設置や、交通誘導員の多数

配置による円滑な交通誘導と歩行者の安全確保など

の対策を実施している。また、工事用車両の運行に

ついては、地域の道路状況に合わせた安全運行の

細かいルールを定めたうえで、周辺道路の巡回により

ルールの順守状況を確認するなど、丁寧な対策を実

施している。 

 

dd））環環境境対対策策  

 中央新幹線の建設においては、環境の保全を重視

して工事を進めることとしており、本工事でも周辺環

境への影響を低減するため、各種の取り組みを実施

している。 

建設機械の稼働に伴う大気質、騒音、振動の影響

を低減するため、排出ガス対策型建設機械の採用や、

工事の平準化などの環境保全措置を講じたうえで、

特に騒音の大きい作業では、防音シートによる遮音

対策を実施する等している。また、工事用車両の運行

については、荷台への防塵シートの敷設や散水、低

公害型の工事用車両の使用、エコドライブの徹底な

どの環境保全措置を実施している。 

また、東京都環境影響評価条例に基づく事後調査、

及び自主的なモニタリングとして、地下水の水位や水

質、地盤変位の定期的な計測などを実施している。ま

た、騒音計と振動計による常時計測も実施しており、

一般の方が表示板を見られるよう、歩道から見えやす

い位置に設置している。 

 

４．おわりに 

中央新幹線品川駅の工事は、2016 年１月２７日に

安全祈願と起工式を執り行い、これまでの港区道上

で線路並行方向の地中連続壁工及び、東海道新幹

線軌道内での工事桁の架設工事を完了させた。現在

も各種工事を順次進めている状況である。この間、地

元の住民の方々をはじめ、港区等の行政機関、地下

埋設物事業者、隣接するビルの関係者などに、大変

なご理解、ご協力を頂いており、紙面を借りて感謝を

申し上げたい。 

今後も、工事の安全、環境の保全、地域との連携

を重視し、中央新幹線の名古屋・品川間の開業に向

けて、全力で工事を推進していく所存である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

１．はじめに 

 岩盤斜面の崩壊・落石は、表層崩壊に比べて発

生頻度は低いものの、崩壊が発生した場合には甚

大な被害が生じる。このため、その対策や監視は

道路防災上の重要な課題である。しかしながら、

広範囲に存在する岩盤斜面のすべてに対して対策

や監視を行うことは困難であるため、道路防災点

検やその後の詳細調査を行うことにより、対策や

監視を行うべき斜面の優先度をつけている。また、

優先度が高い岩盤斜面はその安定性の評価が必要

となる。従来の岩盤斜面の安定性評価は、現場に

おける定性的な落石調査（目視調査）に基づく方

法であり、常時監視を前提としたものではない。

本技術は、MEMS 震動計を活用し、地震動・振動

が発生時また発生後の岩盤振動特性を随時に監視

するものである。不安定岩盤斜面の健全度を、岩

盤斜面の固有振動数、減衰定数、RMS 速度振幅比

を用いて遠隔で把握することができる。 
 

２．技術概要・ポイント 

 道路岩盤斜面の安定性評価において、近接目視

時による防災カルテ点検が一般的な方法であるが、

本技術は、道路管理の一層の充実・道路の安全性

向上と、岩盤崩壊のいち早い検知および崩壊の前

兆現象把握を目的として下記の機能を有する。 
 
 加速度計を多点配置（図-１） 

 
 

 
 地震動・車両振動を感知して閾値を超えた加

速度情報を収録（図-２） 

 
 
 
 卓越周波数、減衰定数、RMS 速度を随時に解

析し遠隔地に送信（図-３）１）２） 

 
 
 
 
 
 
 Web で斜面状況は随時に配信（図-４） 

 

 

《現場技術の紹介》  

岩盤斜面の地震動・振動監視センサー【震介】  
 

中央開発株式会社技術センター  
王 林  

図-１  機器設置イメージ 

図-２ 地震動加速度波形 

図-３  落石振動調査法 

図-４ 監視 Web 画面 
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ｃｃ））安安全全対対策策  

当現場は、東海道新幹線及び在来線に近接して

いることはもちろん、区道や高層ビル群にも非常に近

接しており、最大限の注意を払って施工計画を策定

している。 

鉄道近接部での施工においては、クレーン作業に

おける定格荷重や作業半径の遵守はもとより、ブーム

長や旋回範囲のリミッター制限、転倒防止のためのカ

ウンターウェイトの設置、目安工の設置などの安全対

策を徹底している。また、第三者災害防止の観点で

は、泥はね防止ネットの設置や、交通誘導員の多数

配置による円滑な交通誘導と歩行者の安全確保など

の対策を実施している。また、工事用車両の運行に

ついては、地域の道路状況に合わせた安全運行の

細かいルールを定めたうえで、周辺道路の巡回により

ルールの順守状況を確認するなど、丁寧な対策を実

施している。 

 

dd））環環境境対対策策  

 中央新幹線の建設においては、環境の保全を重視

して工事を進めることとしており、本工事でも周辺環

境への影響を低減するため、各種の取り組みを実施

している。 

建設機械の稼働に伴う大気質、騒音、振動の影響

を低減するため、排出ガス対策型建設機械の採用や、

工事の平準化などの環境保全措置を講じたうえで、

特に騒音の大きい作業では、防音シートによる遮音

対策を実施する等している。また、工事用車両の運行

については、荷台への防塵シートの敷設や散水、低

公害型の工事用車両の使用、エコドライブの徹底な

どの環境保全措置を実施している。 

また、東京都環境影響評価条例に基づく事後調査、

及び自主的なモニタリングとして、地下水の水位や水

質、地盤変位の定期的な計測などを実施している。ま

た、騒音計と振動計による常時計測も実施しており、

一般の方が表示板を見られるよう、歩道から見えやす

い位置に設置している。 

 

４．おわりに 

中央新幹線品川駅の工事は、2016 年１月２７日に

安全祈願と起工式を執り行い、これまでの港区道上

で線路並行方向の地中連続壁工及び、東海道新幹

線軌道内での工事桁の架設工事を完了させた。現在

も各種工事を順次進めている状況である。この間、地

元の住民の方々をはじめ、港区等の行政機関、地下

埋設物事業者、隣接するビルの関係者などに、大変

なご理解、ご協力を頂いており、紙面を借りて感謝を

申し上げたい。 

今後も、工事の安全、環境の保全、地域との連携

を重視し、中央新幹線の名古屋・品川間の開業に向

けて、全力で工事を推進していく所存である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

１．はじめに 

 岩盤斜面の崩壊・落石は、表層崩壊に比べて発

生頻度は低いものの、崩壊が発生した場合には甚

大な被害が生じる。このため、その対策や監視は

道路防災上の重要な課題である。しかしながら、

広範囲に存在する岩盤斜面のすべてに対して対策

や監視を行うことは困難であるため、道路防災点

検やその後の詳細調査を行うことにより、対策や

監視を行うべき斜面の優先度をつけている。また、

優先度が高い岩盤斜面はその安定性の評価が必要

となる。従来の岩盤斜面の安定性評価は、現場に

おける定性的な落石調査（目視調査）に基づく方

法であり、常時監視を前提としたものではない。

本技術は、MEMS 震動計を活用し、地震動・振動

が発生時また発生後の岩盤振動特性を随時に監視

するものである。不安定岩盤斜面の健全度を、岩

盤斜面の固有振動数、減衰定数、RMS 速度振幅比

を用いて遠隔で把握することができる。 
 

２．技術概要・ポイント 

 道路岩盤斜面の安定性評価において、近接目視

時による防災カルテ点検が一般的な方法であるが、

本技術は、道路管理の一層の充実・道路の安全性

向上と、岩盤崩壊のいち早い検知および崩壊の前

兆現象把握を目的として下記の機能を有する。 
 
 加速度計を多点配置（図-１） 

 
 

 
 地震動・車両振動を感知して閾値を超えた加

速度情報を収録（図-２） 

 
 
 
 卓越周波数、減衰定数、RMS 速度を随時に解

析し遠隔地に送信（図-３）１）２） 

 
 
 
 
 
 
 Web で斜面状況は随時に配信（図-４） 

 

 

《現場技術の紹介》  

岩盤斜面の地震動・振動監視センサー【震介】  
 

中央開発株式会社技術センター  
王 林   

図-１  機器設置イメージ 

図-２ 地震動加速度波形 

図-３  落石振動調査法 

図-４ 監視 Web 画面 
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３．現場状況と機器の設置 

 実証実験サイトの調査結果により、岩種は日本

国内に広く分布する花崗岩系の深成岩である。当

該斜面は、岩盤の緩みや落石が発生しやすい場所

であり、鉛直に近い崖斜面である。その上部は、

亀裂の発達と開口が進み緩んでいる状態で、落石

の発生が予想される領域である。その下部は、亀

裂の開口が少ないので、崩壊発生の可能性は低い

が、緩みの進行が予想される領域である。さらに

その下部の道路面付近には亀裂の少ない不動領域

が分布している。図-５に示すように、3 成分の

MEMS 型の加速度振動計 3 台（No1～No3）を 3
つの各領域（下、中、上）に取り付け、岩盤斜面

の振動を計測した。また、卓越周波数等を得るた

め計測点のうち１つ（No1）を安定岩盤に設置し

て基準震動とし、落石・崩壊部分の応答（No.2,3）
と比較する。各計測点における 3 成分（NS、EW、

UD 方向）の加速度を 125Hz のサンプリング速度

で常に記録する。計測した加速度が設定閾値

（=2.0gal）を超えた時に加速度波形が出力され、

各計測点における振動の大きさの比を把握する。 

  
 
 
４．地震を振動源とした監視結果 

 2022 年 1 月 22 日 1 時 08 分に発生した日向灘を

震源とする地震（Mj=6.6）を例として計測結果を

示す。震源から 180km を離れた本サイトでも地震

動を計測した。振動計 No3（上）と No1（下）の

NS 成分の地震波形を図-６に、振動計 No2（中）

と No1 の NS 成分の地震波形を図-７に示す。これ

らの震動波形記録をもとに、3 つの振動計の震動

変位軌跡を NS－EW 平面に整理して図-８に示す。

全ての振動計は、北東―南西の 45 度方向に振動し

ており、同一の不安定岩盤ブロックに配置した振

動計の振動特性を示している。振動変位軌跡の方

向は、不安定斜面の亀裂とほぼ直交しており、岩

盤斜面の脆弱性の特徴が示されている。 
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図-８ 振動計 No3（上）No2（中）No1（下）の 

震動変位（cm）軌跡 

図-５ 加速度振動計の設置と機器方向 
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図-６ 振動計 No3（上）と No1（下）の NS 成分地震波形 

図-７ 振動計 No2（中）と No1（下）の NS 成分地震波形 
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 安定岩盤と不安定岩盤との間で、どのような周

波数の震動が増幅されているのかを把握するため、

周波数分析を実施した。例として、安定岩盤（No1）
と不安定岩盤（No3）のフーリエスペクトルを図-
９に、No.1 を基準としてフーリエスペクトル比

（伝達関数）を図-１０に示す。また、振動計 No2
と振動計 No1 のフーリエスペクトル・RMS 速度

振幅比・減衰定数の解析結果を加えて表-１に示す。

今回の結果では、上部の振動計の振幅が大きく、

上部ほど増幅していることが確認できた。 
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また、フーリエスペクトル比より求めた卓越周波

数は No3／No1 では 13Hz、No2／No1 では 29Hz
であり、No.2 の方が高い値となっている。落石危

険度振動調査では、岩塊の浮石部と基盤部の振動

特性の相違により、岩塊の安定性の評価を行う 1)。

具体的には基盤部と浮石部の揺れの増幅を示す

RMS 速度振幅比、浮石部の揺れの特性を示す卓越

周波数、および揺れの収まりやすさを示す減衰定

数との関係から岩塊の安定性を評価する 1)。不安

定化の判定閾値としてRMS 速度振幅比が 2以上、

卓越周波数が 30Hz 以下、減衰定数が 0.2 以下を

用いている 2)。 
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図-９ 振動計 No3 上と No1 下の NS,EW,UD

方向のフーリエスペクトル 
図-１０ 振動計 No3 上と No1 下の NS,EW,UD

方向のフーリエスペクトル比 
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３．現場状況と機器の設置 

 実証実験サイトの調査結果により、岩種は日本

国内に広く分布する花崗岩系の深成岩である。当

該斜面は、岩盤の緩みや落石が発生しやすい場所

であり、鉛直に近い崖斜面である。その上部は、

亀裂の発達と開口が進み緩んでいる状態で、落石

の発生が予想される領域である。その下部は、亀

裂の開口が少ないので、崩壊発生の可能性は低い

が、緩みの進行が予想される領域である。さらに

その下部の道路面付近には亀裂の少ない不動領域

が分布している。図-５に示すように、3 成分の

MEMS 型の加速度振動計 3 台（No1～No3）を 3
つの各領域（下、中、上）に取り付け、岩盤斜面

の振動を計測した。また、卓越周波数等を得るた

め計測点のうち１つ（No1）を安定岩盤に設置し

て基準震動とし、落石・崩壊部分の応答（No.2,3）
と比較する。各計測点における 3 成分（NS、EW、

UD 方向）の加速度を 125Hz のサンプリング速度

で常に記録する。計測した加速度が設定閾値

（=2.0gal）を超えた時に加速度波形が出力され、

各計測点における振動の大きさの比を把握する。 

  
 
 
４．地震を振動源とした監視結果 

 2022 年 1 月 22 日 1 時 08 分に発生した日向灘を

震源とする地震（Mj=6.6）を例として計測結果を

示す。震源から 180km を離れた本サイトでも地震

動を計測した。振動計 No3（上）と No1（下）の

NS 成分の地震波形を図-６に、振動計 No2（中）

と No1 の NS 成分の地震波形を図-７に示す。これ

らの震動波形記録をもとに、3 つの振動計の震動

変位軌跡を NS－EW 平面に整理して図-８に示す。

全ての振動計は、北東―南西の 45 度方向に振動し

ており、同一の不安定岩盤ブロックに配置した振

動計の振動特性を示している。振動変位軌跡の方

向は、不安定斜面の亀裂とほぼ直交しており、岩

盤斜面の脆弱性の特徴が示されている。 
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図-８ 振動計 No3（上）No2（中）No1（下）の 

震動変位（cm）軌跡 

図-５ 加速度振動計の設置と機器方向 
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図-６ 振動計 No3（上）と No1（下）の NS 成分地震波形 

図-７ 振動計 No2（中）と No1（下）の NS 成分地震波形 
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 安定岩盤と不安定岩盤との間で、どのような周

波数の震動が増幅されているのかを把握するため、

周波数分析を実施した。例として、安定岩盤（No1）
と不安定岩盤（No3）のフーリエスペクトルを図-
９に、No.1 を基準としてフーリエスペクトル比

（伝達関数）を図-１０に示す。また、振動計 No2
と振動計 No1 のフーリエスペクトル・RMS 速度

振幅比・減衰定数の解析結果を加えて表-１に示す。

今回の結果では、上部の振動計の振幅が大きく、

上部ほど増幅していることが確認できた。 
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前述した方法（図-３参照）を参考にして道路岩

盤斜面の安定性の評価を行った。日向灘を震源と

した地震動で得られた RMS 速度振幅比、卓越周

波数、減衰定数との関係を整理した。図-１１は

RMS 速度振幅比と卓越周波数の関係を、図-１２

は RMS 速度振幅比と減衰定数の関係を示す。図-
１１と図-１２においては、計測値が左上にプロッ

トされるものほど危険度は低く、右下にプロット

されるものほど危険度は高くなる 2)。 
表-１に示すように RMS 速度振幅比のほとん

どが 1 であり、危険判断の閾値（< 2）以下になっ

ている。これは基盤部に対して岩盤部の応答は小

さく岩盤斜面が安全にあると判断するが、卓越周

波数は 13Hz および 29Hz と判定閾値の 30Hz より

低い数値になっており、不安定領域の範囲である。

これは不安定岩盤の劣化で地盤構造が不均一とな

り、やや不安定的な構造になっていると判断でき

る。よって、この岩盤斜面は、引き続き長期的な

モニタリングの実施が必要と考えられる。 
 
表-１ 地震動による振動計 No3（上）No2（中）

No1（下）の解析結果 

卓越周波数 減衰定数
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EW 0.94 13.87 0.05
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る方法の適用事例について述べた。本実証実験技

術は、道路維持管理に対して、対策工の適切な実

施時期の判断や、工事中の安全管理等で使用でき

る技術と考えられる。今は、さらに各種の振動源

（車両走行振動など）を用いた計測を行い解析す

ることにより、より適切な岩盤の不安定評価方法

を高速道路斜面と鉄道斜面で行っている。 
本技術は、広島県建設分野の革新技術活用制度
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1.はじめに 

インターネット社会になり，活字を読むことが

少なくなりました。調べ物も辞書などの書籍を開

くことなくネットで検索するのが普通になりまし

た。 

書籍はなるべく近くの書店で購入するように

していますが，書店の売り場面積は減る一方のよ

うです。一方でチェーン展開している中古本販売

店の書架にはかなりの量の文庫本が陳列されてお

り，本のタイトルと作家名を眺めて気になる本が

あると衝動買いしてしまうことも良くあります。 

私が漫画以外の本をおこづかいで購入し始め

たのは，小学校 5 年生の時だったと記憶していま

す。どういうわけか図書委員にされて図書室にい

る時間が長くなり，読書への抵抗感がなくなった

のがきっかけだったと思います。 

最初に購入した本は，島田一男著「科学捜査官」

という推理小説だったと思います。アリバイとか

トリックを崩して犯人を特定するというより，科

学捜査研究所を舞台に，遺体や遺留品を科学的手

法で調べて犯人に迫っていくという物語でした。

また小松左京著「日本沈没」も読んでいて，この

頃に科学技術に興味を持ち始めたような気がしま

す。 

ただ，その後は NHK 大河ドラマの影響もあり，

高校，大学時代は歴史小説を多く読んでいました。 

大学を卒業して会社に就職すると必然的に自

然災害や土木工事のノンフィクションを読むよう

になりました。 

読んだ本で印象深かった本をいくつか紹介し

ます。 

 
2.印象深かった本 

2.1「日本沈没」（小松左京） 

「日本沈没」は映画化やテレビドラマ化もされ，

その後のリメイクもあってかなり有名な作品です。

「日本沈没」をきっかけに地球科学に関心を持ち，

その方面に進んだという人もいるかと思います。 

「日本沈没」はタイトル通り，日本列島が海中

に沈む SF ですが，未曽有の事態に対する行政の対

応もよく描かれ，著者の日本及び日本人観のメッ

セージがあると思うのですが，未だにボヤっとし

ており言語化できない段階です。また読み直すつ

もりです。 

 

2.2「峠」（司馬遼太郎） 

司馬遼太郎の著書で最初に読んだのが「世に棲

む日日」でした。幕末の長州藩士の吉田松陰と高

杉晋作を描いた作品で，これ以降，「花神」，「竜馬

がゆく」，「翔が如く」，「坂の上の雲」と幕末から

明治にかけて時代順に司馬遼太郎の本を読み進め

ていきました。 

これらの作品は長州藩，土佐藩，薩摩藩といっ

た，新政府軍側を中心に描かれていますが，私は

幼少の頃，新潟県長岡市に住んでいたので自然と

長岡藩の河井継之助を描いた「峠」にたどり着き

ました。河井継之助は江戸や備中に遊学して開明

的な考えを持つ一方で，武士として「いかに美し

く生きるか」を命題に生きたと著者はあとがきに

しるしてます。結果として長岡は焼き払われ，藩

兵は敗走してしまっているので，私の中の河井継

之助の評価は未だ定まっていません。 

なお，物語に描かれている北越戦争の榎峠古戦

場と朝日山古戦場は 2004 年の新潟県中越地震で

クルマが崩壊に巻き込まれた妙見のすぐ近くにあ

ります。 

 

2.3「星を継ぐもの」（ジェイムズ・P・ホーガン） 

宇宙を舞台とした壮大な SF 小説で，続編に「ガ

ニメデの優しい巨人」，「巨人たちの星」がありま

す。主人公は，物理学者と分子生物学者の二人で，

人間のような正体不明の遺骸と解読不明の手帳が

月面で発見され，様々な科学的手法でその正体を

明らかにしていく物語です。一つの謎が解明され

《私の本棚》  

私が読んできた本  
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小林 公一  

技　術　ニ　ュ　ー　ス（94）（34）

194959 【本文】技術ニュース-94.indd   34194959 【本文】技術ニュース-94.indd   34 2024/10/21   14:52:492024/10/21   14:52:49



前述した方法（図-３参照）を参考にして道路岩

盤斜面の安定性の評価を行った。日向灘を震源と

した地震動で得られた RMS 速度振幅比、卓越周

波数、減衰定数との関係を整理した。図-１１は

RMS 速度振幅比と卓越周波数の関係を、図-１２

は RMS 速度振幅比と減衰定数の関係を示す。図-
１１と図-１２においては、計測値が左上にプロッ

トされるものほど危険度は低く、右下にプロット

されるものほど危険度は高くなる 2)。 
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てもまた新たな謎が生まれ，パズルのように事実

を組み合わせていくと，意外なことに人類の起源

や月の形成史にたどり着いてしまうという展開に

夢中になって読んだ覚えがあります。 
 

2.4「白夜」（渡辺淳一） 

著者の渡辺淳一は，「失楽園」に代表されるよ

うに男女の関係を描いた作品が有名ですが，「白

夜」は医師である渡辺淳一の自伝的作品で，医学

生から医師になり，更に医師を辞めて文学の道に

進むまでを描いた作品です。読んだのが大学時代

だったので，主人公が学業や論文作成に悩みなが

ら取り組む姿と，大きな不安をかかえた研修医時

代から若き医師として成長していく描写が，私の

心の支えとなりました。新入社員のときに失敗や

上手くいかないことがあってもこの本を読んで，

くよくよしないようにしていたこと思い出します。 

 
2.5「空白の天気図」（柳田邦男） 

会社入社後は，「高熱隧道」，「関東大震災」，「三

陸海岸大津波」（いずれも吉村昭著）といった自然

災害や土木工事に関連した本を読み出しました。

そのなかで原爆と土砂災害を描いた「空白の天気

図」は興味深い本でした。原爆が投下された広島

に枕崎台風（台風 16 号）が襲い，甚大な土砂災害

が発生したときの広島気象台の台員を中心に描い

たノンフィクションです。 

原爆によりインフラや連絡手段が破壊された

約 1 カ月後に台風に襲われる。放射線障害に苦し

む職員を含む広島気象台の台員が、気象データを

できるだけ克明に記録しようと努力する描写には

身震いしました。 

2011 年の東日本大震災では，地震や津波に続い

て原子力発電所事故が発生し，その後の復興の大

きな障害となっているほか，2024 年 1 月の能登半

島地震後にも 9 月の豪雨による大規模な土砂災害

が発生しています。大きな災禍が時間を空けず発

生することは珍しいことではないことを改めて感

じます。 

 
2.6「不毛地帯」（山崎豊子） 

シベリアに抑留されてた元陸軍参謀が，日本へ

帰還後に商社マンとなりさまざまなプロジェクト

に関わっていくフィクションです。 

自衛隊の次期戦闘機の受注合戦，自動車メーカ

との提携，油田開発など，利益をめぐり様々な思

惑があるなかで，ネゴシエーションや策略を巡ら

して会社に利益をもたらしていく主人公の姿が描

かれています。 

入社して 15 年ぐらい経過したときに読んでお

り，技術者である一方で会社員でもあるので，善

悪は別にして，こういう世界もあるのかと主人公

の行動，計略には目からうろこが落ちる思いでし

た。 

 
2.7「四千万歩の男」（井上ひさし） 

江戸時代の天文学者である伊能忠敬を主人公

にした物語です。伊能忠敬は約 17 年かけて日本国

中の測量をしたようですが，この物語が描いてい

るのは測量開始から 1 年半程度までで，少し尻切

れトンボ的な印象は拭えませんでした。ただ測量

は地道な作業の積み重ねなので，それで十分なの

かもしれません。 

ルートマップ作成に歩測は欠かせないし，現代

の測量機器のない時代の測量術を知りたい思いが

あり，ひょっとして仕事の役に立つようなテクニ

ックがあるのではないかと期待して読み始めまし

た。 
タイトルには四千万歩とあるので，歩測で日本

沿岸地図を作製したような印象がありますが，歩

測は初期の段階だけで，後は間縄や鉄鎖を用いて

距離を測っていたようです。 

伊能忠敬が現地測量をしていたのは 50 歳半ば

から 70 歳台にかけてで，要するに会社を定年退職

してから地図を作り始めたようなもので，私も高

齢になったが，まだまだ世の中のため社会のため

に働かねばと思いました。 

 
3.おわりに 

最近はスマートフォンで情報を得ることが多

くなり，また魅力的な動画配信サイトもあり，ス

マートフォン依存症になってしまってます。それ

に報告書作成でも，ワープロでコピペをすること

が多々あり，文章作成能力が低下してきている気

がします。 
本をじっくり読む時間を毎日意識的に作らな

ければと思っています。それで通勤時には本を一

冊必ずカバンの中に入れているのですが・・・。 

 
 
 
 
 

1.はじめに 

2024 年 8 月 8 日 16 時 43 分、日向灘を震源とす

る M(マグニチュード)7.1 の地震が発生し、宮崎県

南部では最大震度 6 弱が記録されました。これを

受け、気象庁は同日 19 時 15 分に「南南海海トトララフフ地地

震震臨臨時時情情報報(巨巨大大地地震震注注意意)」を発表し、今後一週

間程度は平時よりも後発地震が発生する可能性が

高まっていることから、防災対策をとるように呼

びかけました。今回の「南海トラフ地震臨時情報」

は、2017 年年のの制制度度開開始始以以降降、、初初めめてて発発表表さされれたたもも

ののです。ニュースの言葉では、本制度について概

説します。 
2.南海トラフ地震 

南海トラフ地震は、駿河湾から日向灘沖にかけ

てのプレート境界を震源域として概ね 100～150
年間隔で繰り返し発生してきた大規模地震です。

前回の南海トラフ地震(昭和東南海地震(1944 年)、
昭和南海地震(1946 年))が発生してから約 80 年が

経過した現在では、次の南海トラフ地震発生が懸

念されています。政府の被害想定(2019 年 6 月時

点)では、最大で死者は約 23 万人、被害額は約 170
兆円と見積もられています。 
3.南海トラフ地震臨時情報 

近年の地震研究の結果、以前は楽観的に考えら

れていたこともあった「地震予知」(確度の高い地

震の発生予測)に関しては、少なくとも近い将来に

実現することは困難と想定されています。一方、

大地震のあとに余震がしばらく継続する発生パタ

ーンがあるなど、地震に連動の性質があることが

わかってきました。特に南海トラフ地震について

は、M8 クラスの大地震が一定の時間差をおいて

連発する複数の事例が、歴史資料に基づく研究か

ら明らかにされています。 
政府では、このような知見や事例の蓄積等に基

づき検討が続けられ、2017 年 11 月より南海トラ

フ地震の可能性が普段より高まった場合などに気

象庁が「南海トラフ地震に関連する情報」を発表

することとなりました。その後、「南海トラフ地震

防災対策推進基本計画」の変更と整合する形で情

報の名称の整理が行われ、2019 年 5 月からは「南

海トラフ地震臨時情報」として発表されることに

なりました。 
臨時情報は、図-1 に示すように、①半割れケー

ス：M8.0 以上の巨大地震が発生、②一部割れケー

ス：M7 クラスの地震が発生、③ゆっくりすべり

ケース：異常なゆっくりすべりが発生の 3 つのケ

ースで発表されます。あわせて、半割れケースに

相当すると評価された場合は「南海トラフ地震臨

時情報(巨大地震警戒)」、一部割れケースやゆっく

りすべりケースに相当すると評価された場合「南

海トラフ地震臨時情報(巨大地震注意)」が発表さ

れ、各々の対応方針が定められています。 
南海トラフ地震臨時情報は、確度の高い地震予

知ではありません。しかし、国難とも言える南海

トラフ地震に対し、不確実性のある情報であって

も積極的に利用すべきとして制度化されました。

今回の発表を契機として、家具転倒防止等、各自

が地震への備えを意識したいものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考資料等＞ 
 東北大学(2023)：南海トラフ地震臨時情報発

表時における組織の対応計画作成支援パッ

ケージ 
 内閣府(2021)：南海トラフ地震の多様な発生

形態に備えた防災対応ガイドライン【第 1 版】 

《ニュースの言葉》  

「南海トラフ地震臨時情報」  
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てもまた新たな謎が生まれ，パズルのように事実

を組み合わせていくと，意外なことに人類の起源

や月の形成史にたどり着いてしまうという展開に
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《委員会報告》 

１．令和５年度地質調査技士登録更新講習会 
 

技術委員会 研修企画部会  
 

 令和 5 年度の地質調査技士登録更新講習会(東

京会場)は、令和 5 年 11 月 29 日(木)にシェーンバ

ッハ・サボーで開催されました。今回、講習会を

受講し更新を完了したのは関東地区で 442 名、CPD

記録報告形式による更新者は 38 名でした。講習時

間は従来通り 6 時間で行われました。 

 講習会の次第は以下のとおりです。 

 
令和５年度地質調査技士登録更新講習会次第 

9：00～16：40 

・開会挨拶 

  (一社)関東地質調査業協会 

  技術委員長 佐渡 耕一郎 

・地質調査業について 

川崎地質株式会社 

   関東支社 技術部 

  副部長 山邊 晋 

・地質調査技術者について 

応用地質株式会社 

社会インフラ事業部 

  グループリーダー 伊藤 亮太 

・調査ボーリングの基本技術と安全・現場管理 

について（その１） 

  基礎地盤コンサルタンツ株式会社 

  関東支社 

  技術副統括部長 赤坂 幸洋 

・調査ボーリングの基本技術と安全・現場管理 

について（その 2） 

  株式会社地圏総合コンサルタント 

  地盤技術部長 中川 清森 

・調査ボーリングの周辺技術と動向について 

  中央開発株式会社 

  東京支社 技術部 

  次長 松尾 賢太郎 

・閉会挨拶 

  (一社)関東地質調査業協会 

  技術副委員長 野村 英雄 

・効果測定 

 

登録更新は、「登録更新講習会受講形式」と「CPD

記録報告形式」の 2 つの方法となっています。 

登録更新の手続き（申込など）に関する情報は、

全地連の web サイトをご参照ください。 

 

 
講習会会場風景１ 

 
講習会会場風景２ 

 
講習会会場風景３ 

《委員会報告》  

２．地質調査技士資格検定試験 事前講習会 
 

技術委員会 研修企画部会 
 

今年度の地質調査技士資格試験事前講習会は

令和 6 年 6 月 7 日（金）に開催しました。受講完

了者は 148 名と（昨年（176 名）より減少）資格

検定試験に向けて多くの方々が受講されました。

Web を利用したオンライン講習形式が受講者の利

便性を向上させていることがうかがえます。 
令和３年度より Zoom ウェビナーを利用したオ

ンライン形式とし，本年度も引き続いて開催しま

した。本講習会のオンライン配信は、以下に示す

ように、ミーティングルームをホストアカウント

（事務局）が開設し、そこに司会者、講師が講習

映像を流して説明を行う形式としています。 

 

事務局 ・・・・・・・・ 

 

サーバー ・・・・・・・ 

 

⾃宅・職場等 ・・・  
オンライン講習会の実施概念図 

 
講習内容は、平成 27 年に発刊されました「第

二回改訂版地盤調査の実務」を用いて、地質調査

技士資格検定試験の試験制度のうち、「現場調査部

門」および「現場技術・管理部門」の 2 部門の講

習となります。 
講習内容は、プログラム毎に出題傾向や過去問

題を踏まえて要点を押さえた説明が行われ、予想

問題なども項目毎にふんだんに織り交ぜて、受験

対策に重点を置いた内容としました。 
講習の時間は、休憩時間も含めて約 8 時間半と

長時間となりましたが、大きな問題や通信トラブ

ルも無く、無事終了することができました。 
なお、オンライン形式のため、講習の流れやタ

イムスケジュールなどを考慮し、質問や疑問点な

どは後日の受付としました。 
 
 
 

今回実施しましたオンライン講習会の次第お

よび講師の方々は次のとおりです（敬称略）。 
 

１．開会挨拶 
技術委員会 佐渡技術委員長 

２．地質･土木･建築等の基礎知識（地質調査の基

礎知識）            【55 分】 
 サンコーコンサルタント㈱ 山中 義彰 

３．現場技術の知識Ⅱ（原位置試験･孔内検層） 
【70 分】 

      川崎地質㈱ 山邊 晋  
４．現場技術の知識Ⅰ（ボーリング技術） 

【55 分】 
 ㈱東京ソイルリサーチ 水江 邦夫 

５．現場技術の知識Ⅱ、現場技術の知識Ⅲ（土質

関連）             【55 分】 
 ㈱日さく 堀 信雄  

６．現場技術の知識Ⅱ、現場技術の知識Ⅲ（岩盤

関連）             【55 分】 
 国際航業㈱ 原田 政寿 

７．管理技法            【55 分】 
 アジア航測㈱ 小林 公一 

８．調査技士受験のために 口頭試験の心得 
【45 分】 

 基礎地盤コンサルタンツ㈱ 赤坂 幸洋 
９．閉会挨拶 

技術委員会 野村技術副委員長 
 
令和３年度からオンライン形式により開催し

てきた本講習会ですが、今年度も円滑に運営でき

たと考えております。来年度以降も受講者にとっ

てわかりやすい講習会となるよう、今後も検討を

重ねながら進めて参りたいと考えております。 
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《委員会報告》 

１．令和５年度地質調査技士登録更新 
 

技術委員会 研修企画部会 
 

 令和 5 年度の地質調査技士登録更新講習会(東

京会場)は、令和 5 年 11 月 29 日(木)にシェーンバ

ッハ・サボーで開催されました。今回、講習会を

受講し更新を完了したのは関東地区で 442 名、CPD

記録報告形式による更新者は 38 名でした。講習時

間は従来通り 6 時間で行われました。 

 講習会の次第は以下のとおりです。 

 
令和５年度地質調査技士登録更新講習会次第 

9：00～16：40 

・開会挨拶 

  (一社)関東地質調査業協会 

  技術委員長 佐渡 耕一郎 

・地質調査業について 

川崎地質株式会社 

   関東支社 技術部 

  副部長 山邊 晋 

・地質調査技術者について 

応用地質株式会社 

社会インフラ事業部 

  グループリーダー 伊藤 亮太 

・調査ボーリングの基本技術と安全・現場管理 

について（その１） 

  基礎地盤コンサルタンツ株式会社 

  関東支社 

  技術副統括部長 赤坂 幸洋 

・調査ボーリングの基本技術と安全・現場管理 

について（その 2） 

  株式会社地圏総合コンサルタント 

  地盤技術部長 中川 清森 

・調査ボーリングの周辺技術と動向について 

  中央開発株式会社 

  東京支社 技術部 

  次長 松尾 賢太郎 

・閉会挨拶 

  (一社)関東地質調査業協会 

  技術副委員長 野村 英雄 

・効果測定 

 

登録更新は、「登録更新講習会受講形式」と「CPD

記録報告形式」の 2 つの方法となっています。 

登録更新の手続き（申込など）に関する情報は、

全地連の web サイトをご参照ください。 

 

 
講習会会場風景１ 

 
講習会会場風景２ 

 
講習会会場風景３ 

《委員会報告》 

２．地質調査技士資格検定試験 事前講習会 
 

技術委員会 研修企画部会  
 

今年度の地質調査技士資格試験事前講習会は

令和 6 年 6 月 7 日（金）に開催しました。受講完

了者は 148 名と（昨年（176 名）より減少）資格

検定試験に向けて多くの方々が受講されました。

Web を利用したオンライン講習形式が受講者の利

便性を向上させていることがうかがえます。 
令和３年度より Zoom ウェビナーを利用したオ

ンライン形式とし，本年度も引き続いて開催しま

した。本講習会のオンライン配信は、以下に示す

ように、ミーティングルームをホストアカウント

（事務局）が開設し、そこに司会者、講師が講習

映像を流して説明を行う形式としています。 

 

事務局 ・・・・・・・・ 

 

サーバー ・・・・・・・ 

 

⾃宅・職場等 ・・・  
オンライン講習会の実施概念図 

 
講習内容は、平成 27 年に発刊されました「第

二回改訂版地盤調査の実務」を用いて、地質調査

技士資格検定試験の試験制度のうち、「現場調査部

門」および「現場技術・管理部門」の 2 部門の講

習となります。 
講習内容は、プログラム毎に出題傾向や過去問

題を踏まえて要点を押さえた説明が行われ、予想

問題なども項目毎にふんだんに織り交ぜて、受験

対策に重点を置いた内容としました。 
講習の時間は、休憩時間も含めて約 8 時間半と

長時間となりましたが、大きな問題や通信トラブ

ルも無く、無事終了することができました。 
なお、オンライン形式のため、講習の流れやタ

イムスケジュールなどを考慮し、質問や疑問点な

どは後日の受付としました。 
 
 
 

今回実施しましたオンライン講習会の次第お

よび講師の方々は次のとおりです（敬称略）。 
 

１．開会挨拶 
技術委員会 佐渡技術委員長 

２．地質･土木･建築等の基礎知識（地質調査の基

礎知識）            【55 分】 
 サンコーコンサルタント㈱ 山中 義彰 

３．現場技術の知識Ⅱ（原位置試験･孔内検層） 
【70 分】 

      川崎地質㈱ 山邊 晋  
４．現場技術の知識Ⅰ（ボーリング技術） 

【55 分】 
 ㈱東京ソイルリサーチ 水江 邦夫 

５．現場技術の知識Ⅱ、現場技術の知識Ⅲ（土質

関連）             【55 分】 
 ㈱日さく 堀 信雄  

６．現場技術の知識Ⅱ、現場技術の知識Ⅲ（岩盤

関連）             【55 分】 
 国際航業㈱ 原田 政寿 

７．管理技法            【55 分】 
 アジア航測㈱ 小林 公一 

８．調査技士受験のために 口頭試験の心得 
【45 分】 

 基礎地盤コンサルタンツ㈱ 赤坂 幸洋 
９．閉会挨拶 

技術委員会 野村技術副委員長 
 
令和３年度からオンライン形式により開催し

てきた本講習会ですが、今年度も円滑に運営でき

たと考えております。来年度以降も受講者にとっ

てわかりやすい講習会となるよう、今後も検討を

重ねながら進めて参りたいと考えております。 
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《委員会報告》 

３．第 58 回地質調査技士資格検定試験 
 

技術委員会 研修企画部会  
 

 第 58 回の地質調査技士資格検定試験は、令和 6
年 7 月 13 日(土)に東京都江東区青海のタイム 24
ビルで行われました。 
 全国の受験者数は現場調査部門 383 名(関東 82
名)、現場技術･管理部門 839 名(関東 203 名)の合

計 1222 名(関東 285 名)でした。前回の第 57 回受

験者数（合計 1145 名）と比較して増加した受験者

数となりました。 
 東京会場での現場調査部門の面接試験について

は、7 班 14 名で実施しました。ご多忙中にもかか

わらず、ご協力いただきました面接委員の方々に、

この場をお借りしまして御礼申し上げます。 
 面接委員は次の方々です(◎印チーフ、敬称略)。 
 
１班 ◎安藤 千尋(㈱東京ソイルリサーチ) 
    摺建 友広(㈱ダイエーコンサルタンツ) 
２班 ◎中村  通 (興亜開発㈱) 
    沼宮内 信(川崎地質㈱) 
３班 ◎山本 幸源(応用地質㈱) 
    畠山 幸男(国土防災技術㈱) 
４班 ◎犬飼 敏文(㈱東建ジオテック) 
    小口 和明(基礎地盤コンサルタンツ㈱) 
５班 ◎高松 一郎(㈱土質基礎コンサルタンツ) 
    福原  誠 (中央開発㈱) 
６班 ◎関口 彰伸(光洋土質調査㈱) 
    三浦 理司(㈱ｱｻﾉ大成基礎ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ) 
７班 ◎高取 亮一(㈱地圏総合コンサルタント) 
    遠藤  理 (大日本ダイヤコンサルタン

ト㈱) 
 
 また、同日に『地質情報管理士資格検定試験』

も行なわれました。全国の受験者数は、103 名(関
東 15 名)でした。 
 
 
 
 
 
 

 

 
筆記試験会場風景（現場技術・管理部門） 

 
筆記試験会場風景（応用地形判読士） 

 
面接試験風景（現場技術部門） 

《委員会報告》 

４．令和 6 年度「そなエリア 防災イベント」開催報告 

（国営東京臨海広域防災公園） 
技術委員会 社会貢献部会 

  
今年度で 12 回目となる「そなエリア 防災イベ

ント」を令和 6 年 8 月 24 日(土)、8 月 25 日(日)

の 2 日間にわたって実施しました。 

防災イベントはそなエリア本部棟 1 階のエント

ランスホールをお借りし、地震災害のパネル展示、

液状化実験の実演、並びに土地条件図等を利用し

た宅地の診断サービスを実施しました。 

宅地診断は昨年度から検索システムが新しく

なり非常にスムーズに検索できるようになりまし

た。ただし、用意できたパソコンが 1 台というこ

ともあり、診断に参加して頂いた方は 2 日間の累

計で 65 名（昨年度は 45 名）でした。検索してい

ただいた方々の来場者の内訳は、東京都 33 名、神

奈川県 10 名、埼玉県 2 名、千葉県 15 名、茨城県

1 名、栃木県 1 名、群馬県 3 名でした。 

液状化実験装置の実演では、液状化によって住

宅模型が沈下～傾斜する様子やマンホール模型が

浮き上がる等を実演・解説し、実験後には実際の

液状化地盤からの剥ぎ取り断面でも解説を行いま

した。剥ぎ取り断面は、実際の地盤そのものなの

で迫力があったと思います。実験時の見学者数は

多いときには 30 名を超える盛況ぶりで、2 日間で

約 400 名（内訳は 24 日：約 190 名、25 日：約 210

名）でした。実験後は住宅の基礎形式や液状化し

やすい地域や地盤等の質問が寄せられ、自宅が気

になる一部の方は、その流れで宅地診断にも参加

いただきました。このほか、8/24 には建設通信新

聞からの取材もありました。 

今回のようなイベントを通して一般の方々に

わかりやすく地質情報を発信することは、地質調

査業の PR や地質調査業に対する理解にも大きく

貢献すると思いますので、今後とも続けていきた

いと思います。 

今回の防災イベントでは、技術委員会の方々に

お手伝いを頂きました。委員並びに事務局の皆様

には、ここに記して厚くお礼を申し上げます。

 

 
写真 1 会場の様子 

 
写真 2 宅地の診断サービス 

 
写真 3 液状化実験の実演 

 
写真 4 液状化実験の実演 

（海外の方も熱心に見てくれました） 

 

《委員会報告》 

３．第 58 回地質調査技士資格検定試験 
 

技術委員会 研修企画部会 
 

 第 58 回の地質調査技士資格検定試験は、令和 6
年 7 月 13 日(土)に東京都江東区青海のタイム 24
ビルで行われました。 
 全国の受験者数は現場調査部門 383 名(関東 82
名)、現場技術･管理部門 839 名(関東 203 名)の合

計 1222 名(関東 285 名)でした。前回の第 57 回受

験者数（合計 1145 名）と比較して増加した受験者

数となりました。 
 東京会場での現場調査部門の面接試験について

は、7 班 14 名で実施しました。ご多忙中にもかか

わらず、ご協力いただきました面接委員の方々に、

この場をお借りしまして御礼申し上げます。 
 面接委員は次の方々です(◎印チーフ、敬称略)。 
 
１班 ◎安藤 千尋(㈱東京ソイルリサーチ) 
    摺建 友広(㈱ダイエーコンサルタンツ) 
２班 ◎中村  通 (興亜開発㈱) 
    沼宮内 信(川崎地質㈱) 
３班 ◎山本 幸源(応用地質㈱) 
    畠山 幸男(国土防災技術㈱) 
４班 ◎犬飼 敏文(㈱東建ジオテック) 
    小口 和明(基礎地盤コンサルタンツ㈱) 
５班 ◎高松 一郎(㈱土質基礎コンサルタンツ) 
    福原  誠 (中央開発㈱) 
６班 ◎関口 彰伸(光洋土質調査㈱) 
    三浦 理司(㈱ｱｻﾉ大成基礎ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ) 
７班 ◎高取 亮一(㈱地圏総合コンサルタント) 
    遠藤  理 (大日本ダイヤコンサルタン

ト㈱) 
 
 また、同日に『地質情報管理士資格検定試験』

も行なわれました。全国の受験者数は、103 名(関
東 15 名)でした。 
 
 
 
 
 
 

 

 
筆記試験会場風景（現場技術・管理部門） 

 
筆記試験会場風景（応用地形判読士） 

 
面接試験風景（現場技術部門） 

技　術　ニ　ュ　ー　ス（94）（40）

194959 【本文】技術ニュース-94.indd   40194959 【本文】技術ニュース-94.indd   40 2024/10/21   14:52:542024/10/21   14:52:54



《委員会報告》 

３．第 58 回地質調査技士資格検定試験 
 

技術委員会 研修企画部会 
 

 第 58 回の地質調査技士資格検定試験は、令和 6
年 7 月 13 日(土)に東京都江東区青海のタイム 24
ビルで行われました。 
 全国の受験者数は現場調査部門 383 名(関東 82
名)、現場技術･管理部門 839 名(関東 203 名)の合

計 1222 名(関東 285 名)でした。前回の第 57 回受

験者数（合計 1145 名）と比較して増加した受験者

数となりました。 
 東京会場での現場調査部門の面接試験について

は、7 班 14 名で実施しました。ご多忙中にもかか

わらず、ご協力いただきました面接委員の方々に、

この場をお借りしまして御礼申し上げます。 
 面接委員は次の方々です(◎印チーフ、敬称略)。 
 
１班 ◎安藤 千尋(㈱東京ソイルリサーチ) 
    摺建 友広(㈱ダイエーコンサルタンツ) 
２班 ◎中村  通 (興亜開発㈱) 
    沼宮内 信(川崎地質㈱) 
３班 ◎山本 幸源(応用地質㈱) 
    畠山 幸男(国土防災技術㈱) 
４班 ◎犬飼 敏文(㈱東建ジオテック) 
    小口 和明(基礎地盤コンサルタンツ㈱) 
５班 ◎高松 一郎(㈱土質基礎コンサルタンツ) 
    福原  誠 (中央開発㈱) 
６班 ◎関口 彰伸(光洋土質調査㈱) 
    三浦 理司(㈱ｱｻﾉ大成基礎ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ) 
７班 ◎高取 亮一(㈱地圏総合コンサルタント) 
    遠藤  理 (大日本ダイヤコンサルタン

ト㈱) 
 
 また、同日に『地質情報管理士資格検定試験』

も行なわれました。全国の受験者数は、103 名(関
東 15 名)でした。 
 
 
 
 
 
 

 

 
筆記試験会場風景（現場技術・管理部門） 

 
筆記試験会場風景（応用地形判読士） 

 
面接試験風景（現場技術部門） 

《委員会報告》 

４．令和 6 年度「そなエリア 防災イベント」開催報告 

（国営東京臨海広域防災公園） 
技術委員会 社会貢献部会 

  
今年度で 12 回目となる「そなエリア 防災イベ

ント」を令和 6 年 8 月 24 日(土)、8 月 25 日(日)

の 2 日間にわたって実施しました。 

防災イベントはそなエリア本部棟 1 階のエント

ランスホールをお借りし、地震災害のパネル展示、

液状化実験の実演、並びに土地条件図等を利用し

た宅地の診断サービスを実施しました。 

宅地診断は昨年度から検索システムが新しく

なり非常にスムーズに検索できるようになりまし

た。ただし、用意できたパソコンが 1 台というこ

ともあり、診断に参加して頂いた方は 2 日間の累

計で 65 名（昨年度は 45 名）でした。検索してい

ただいた方々の来場者の内訳は、東京都 33 名、神

奈川県 10 名、埼玉県 2 名、千葉県 15 名、茨城県

1 名、栃木県 1 名、群馬県 3 名でした。 

液状化実験装置の実演では、液状化によって住

宅模型が沈下～傾斜する様子やマンホール模型が

浮き上がる等を実演・解説し、実験後には実際の

液状化地盤からの剥ぎ取り断面でも解説を行いま

した。剥ぎ取り断面は、実際の地盤そのものなの

で迫力があったと思います。実験時の見学者数は

多いときには 30 名を超える盛況ぶりで、2 日間で

約 400 名（内訳は 24 日：約 190 名、25 日：約 210

名）でした。実験後は住宅の基礎形式や液状化し

やすい地域や地盤等の質問が寄せられ、自宅が気

になる一部の方は、その流れで宅地診断にも参加

いただきました。このほか、8/24 には建設通信新

聞からの取材もありました。 

今回のようなイベントを通して一般の方々に

わかりやすく地質情報を発信することは、地質調

査業の PR や地質調査業に対する理解にも大きく

貢献すると思いますので、今後とも続けていきた

いと思います。 

今回の防災イベントでは、技術委員会の方々に

お手伝いを頂きました。委員並びに事務局の皆様

には、ここに記して厚くお礼を申し上げます。

 

 
写真 1 会場の様子 

 
写真 2 宅地の診断サービス 

 
写真 3 液状化実験の実演 

 
写真 4 液状化実験の実演 

（海外の方も熱心に見てくれました） 

 

《委員会報告》 

３．第 58 回地質調査技士資格検定試験 
 

技術委員会 研修企画部会  
 

 第 58 回の地質調査技士資格検定試験は、令和 6
年 7 月 13 日(土)に東京都江東区青海のタイム 24
ビルで行われました。 
 全国の受験者数は現場調査部門 383 名(関東 82
名)、現場技術･管理部門 839 名(関東 203 名)の合

計 1222 名(関東 285 名)でした。前回の第 57 回受

験者数（合計 1145 名）と比較して増加した受験者

数となりました。 
 東京会場での現場調査部門の面接試験について

は、7 班 14 名で実施しました。ご多忙中にもかか

わらず、ご協力いただきました面接委員の方々に、

この場をお借りしまして御礼申し上げます。 
 面接委員は次の方々です(◎印チーフ、敬称略)。 
 
１班 ◎安藤 千尋(㈱東京ソイルリサーチ) 
    摺建 友広(㈱ダイエーコンサルタンツ) 
２班 ◎中村  通 (興亜開発㈱) 
    沼宮内 信(川崎地質㈱) 
３班 ◎山本 幸源(応用地質㈱) 
    畠山 幸男(国土防災技術㈱) 
４班 ◎犬飼 敏文(㈱東建ジオテック) 
    小口 和明(基礎地盤コンサルタンツ㈱) 
５班 ◎高松 一郎(㈱土質基礎コンサルタンツ) 
    福原  誠 (中央開発㈱) 
６班 ◎関口 彰伸(光洋土質調査㈱) 
    三浦 理司(㈱ｱｻﾉ大成基礎ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ) 
７班 ◎高取 亮一(㈱地圏総合コンサルタント) 
    遠藤  理 (大日本ダイヤコンサルタン

ト㈱) 
 
 また、同日に『地質情報管理士資格検定試験』

も行なわれました。全国の受験者数は、103 名(関
東 15 名)でした。 
 
 
 
 
 
 

 

 
筆記試験会場風景（現場技術・管理部門） 

 
筆記試験会場風景（応用地形判読士） 

 
面接試験風景（現場技術部門） 
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《委員会報告》 

５．関東地方整備局「基礎技術（土質）」研修講師派遣 
 

 

技術委員会 研修企画部会  
 

関東地質調査業協会技術委員会では、国土交通

省関東地方整備局の基礎研修として開催されてい

る「基礎技術（土質）」研修の講師を派遣し、講義

の一部を担当しています。 
当協会では、平成 23 年より平成 25 年まで関東

地方整備局の技術系若手職員勉強会に地質調査に

関する講師を派遣してきました。 
その後、平成 26 年からは、基礎研修「基礎技

術（土質）」研修で地質調査に関する講義を担当し

ております。 
昨年度より座学講座のみ WEB 開催となり、各

事務所より多くの若手技術者が参加されました。 
今回の担当講師と内容は以下の通りです。 

 
開催場所 関東 DX・i-Construction 人材育成センター 

（関東技術事務所） 
【第 1 回】 

日付：令和 6 年 7 月 3 日（水） 
講師：遠藤 理 
   山邊 晋 
   松尾 賢太郎 

【第 2 回】 
日付：令和 6 年 9 月 4 日（水） 
講師：中川 清森 
   水江 邦夫 
   立石 亮 
 

【内容】 
・地形と地質（日本の地形・地質の特徴） 
・現場技術（ボーリング・原位置試験概要） 
・現場データ整理（柱状図・断面図作成） 
・室内試験（土質試験の内容と結果） 
・地質リスク概論 

（地質リスクの概念とそのマネジメント） 
 
このような活動を通じて、社会への地質調査業

の重要性を伝えられるように、今後も継続して取

り組んでいきたいと考えています。 

 
講 義 風 景 １ 

 
講 義 風 景 ２ 

 

講 義 風 景 ３ 

《広報委員会のページ》  

１．信頼の確保に向けて 

－地質調査業の責任と取り組むべき課題－ 

 
地質調査は、主に地盤という目に見えないものを対象とし調査報告書(成果品)を提供する業務です。

また、成果の善し悪しは地質調査に続く設計や施工に大きく影響をします。したがって、クライアント

の信頼に応えるためには、先ず何よりも各企業およびそこで働く技術者一人ひとりが、その責任の重さ

と結果の重要性を認識し常に真摯に業務を遂行するとともに、技術の更なる向上と研鑚に日々取り組む

ことが重要と考えています。 

(一社)関東地質調査業協会は、クライアントに安心して地質調査業務をご発注いただけるよう、ジオ・

コンサルタントとしての倫理を遵守し事業展開を図ってまいります。 

 
運 営 組 織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

  

  

  

  

 
 
令和６年度 事 業 計 画 
  

11--11．．社社会会貢貢献献活活動動にに関関すするる事事業業 

地質調査の知見を通して蓄積した防災等に関わる情報をステークホルダーへ提供し、地質調査と

市民生活との密接な係りについて理解を深める啓発活動を行う。 

（1）防災関連イベント（防災展への出展） 

 1) そなエリア東京「防災イベント」 

 2) 東京都防災展 ＊東京都主催 

 3) 総合防災訓練（防災展示ブース出展） ＊東京都・市町村共催 

（2）情報公開関連 

 1) 協会ホームページ公開に係る維持（メンテナンス） 
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《委員会報告》  

５．関東地方整備局「基礎技術（土質）」研修講師派遣 
 

 

技術委員会 研修企画部会 
 

関東地質調査業協会技術委員会では、国土交通

省関東地方整備局の基礎研修として開催されてい

る「基礎技術（土質）」研修の講師を派遣し、講義

の一部を担当しています。 
当協会では、平成 23 年より平成 25 年まで関東

地方整備局の技術系若手職員勉強会に地質調査に

関する講師を派遣してきました。 
その後、平成 26 年からは、基礎研修「基礎技

術（土質）」研修で地質調査に関する講義を担当し

ております。 
昨年度より座学講座のみ WEB 開催となり、各

事務所より多くの若手技術者が参加されました。 
今回の担当講師と内容は以下の通りです。 

 
開催場所 関東 DX・i-Construction 人材育成センター 

（関東技術事務所） 
【第 1 回】 

日付：令和 6 年 7 月 3 日（水） 
講師：遠藤 理 
   山邊 晋 
   松尾 賢太郎 

【第 2 回】 
日付：令和 6 年 9 月 4 日（水） 
講師：中川 清森 
   水江 邦夫 
   立石 亮 
 

【内容】 
・地形と地質（日本の地形・地質の特徴） 
・現場技術（ボーリング・原位置試験概要） 
・現場データ整理（柱状図・断面図作成） 
・室内試験（土質試験の内容と結果） 
・地質リスク概論 

（地質リスクの概念とそのマネジメント） 
 
このような活動を通じて、社会への地質調査業

の重要性を伝えられるように、今後も継続して取

り組んでいきたいと考えています。 

 
講 義 風 景 １ 

 
講 義 風 景 ２ 

 

講 義 風 景 ３ 

《広報委員会のページ》  

１．信頼の確保に向けて 

－地質調査業の責任と取り組むべき課題－ 

 
地質調査は、主に地盤という目に見えないものを対象とし調査報告書(成果品)を提供する業務です。

また、成果の善し悪しは地質調査に続く設計や施工に大きく影響をします。したがって、クライアント

の信頼に応えるためには、先ず何よりも各企業およびそこで働く技術者一人ひとりが、その責任の重さ

と結果の重要性を認識し常に真摯に業務を遂行するとともに、技術の更なる向上と研鑚に日々取り組む

ことが重要と考えています。 

(一社)関東地質調査業協会は、クライアントに安心して地質調査業務をご発注いただけるよう、ジオ・

コンサルタントとしての倫理を遵守し事業展開を図ってまいります。 

 
運 営 組 織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

  

  

  

  

 
 
令和６年度 事 業 計 画 
  

11--11．．社社会会貢貢献献活活動動にに関関すするる事事業業 

地質調査の知見を通して蓄積した防災等に関わる情報をステークホルダーへ提供し、地質調査と

市民生活との密接な係りについて理解を深める啓発活動を行う。 

（1）防災関連イベント（防災展への出展） 

 1) そなエリア東京「防災イベント」 

 2) 東京都防災展 ＊東京都主催 

 3) 総合防災訓練（防災展示ブース出展） ＊東京都・市町村共催 

（2）情報公開関連 

 1) 協会ホームページ公開に係る維持（メンテナンス） 
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11--22．．技技術術者者のの育育成成にに関関すするる事事業業 

地質調査技術者の育成や、その資質及び福祉の向上を図る。技術の向上に関する調査・研究を行

い、地質調査業の発展に資する活動を展開する。 

(1) 資格関連 

  1) 資格検定試験の実施（東京会場） 

    地質調査技士・地質情報管理士 

  2) 登録・更新（東京会場） 

    地質調査技士 

(2) 講習会・勉強会 

  1) 地質調査技士検定試験事前講習会 

  2) 現場技術の伝承事業に係る講習会 

  3) 若手社員教育講習会 

  4) 官公庁等の研修会への講師派遣 

   ・関東地方整備局（若手技術職員研修会） 

   ・日本下水道事業団（土質試験研修会） 

  5) 全地連技術フォーラム（協力） 

  6) 関東協会技術フォーラム（主催） 

  7) ｢BIM/CIM 技術活用｣の具体的検討及び会員への啓発活動 

(3) ＣＰＤ(生涯学習)関連 

  1) ジオスクーリングネットの運営・管理 

  2) ＣＰＤ制度への対応（協会活動に係るＣＰＤ取得証明書の発行） 

 

 

11--33．．広広報報活活動動にに関関すするる事事業業 

地質調査業の社会的使命の普及・啓発・指導を目的とし、地質調査に関連する情報の収集と提供

を行う。 

(1) 発注者からの連絡事項を会員会社へ周知徹底 

  1) 発注者主催の講習会・説明会の案内 

  2）契約制度の変更・追加に関する紹介 

(2) 広報ＰＲ活動 

  1) 協会事業のＰＲ活動（年 1 回） 

  2) 地質調査関連資料の配布（地質と調査・小冊子ほか） 

  3) 協会情報誌の発行と配布（技術ニュース） 

(3) 受注動向調査の実施 

(4) ボーリングマシン稼働数の実態調査(定点観測)の実施 

 

 

11--44．．事事業業図図書書普普及及・・販販売売事事業業 

地質調査業に関連する資料や図書の増刷及び販売に係る事業 

(1) 協会発行図書の販売 

地盤調査の実務、現場技術者のための地質調査技術マニュアル 

(2) 全地連発行図書の販売（全国標準積算資料ほか） 

11--55．．関関係係官官公公庁庁おおよよびび機機関関・・団団体体ととのの連連携携にに係係るる事事業業 

関係官公庁及び関係団体と連携し地質調査に関わる情報の収集と提供を行い、情報の共有化お

よび公共の福祉に寄与する協力体制を築くことを目的とする。 

(1) 関東地整との意見交換会・勉強会の実施 

(2) 発注者に対する「地質リスク調査検討業務」の啓発と発注促進活動の強化 

(3) 防災協定関連 

 1）関東地方整備局との災害協定に係る活動（支援実施体制の更新 等） 

 2）関東地方整備局との災害協定に基づく支部協会との連携強化（合同技術委員会 等） 

 3）NEXCO 東日本関東支社との災害協定に係る活動（災害対策連絡会出席 等） 

   

 

11--66．．団団体体加加入入維維持持  

(1) (一社)全国地質調査業協会連合会 

(2) 関連団体加入（地盤工学会ほか） 

 

 

11--77．．そそのの他他協協会会のの目目的的をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな事事業業  

(1) 定時総会 

(2) 経営講演会 

(3) 倫理関連事業 

 1) コンプライアンスの情報収集と周知（小冊子配布） 

 2) 倫理ポスターの作成・配布 

(4) 新年賀詞交歓会 

(5) 野球大会 

(6) 表彰制度の運用（調査の匠,永年現場従事優良技術者，業界功労者 等） 

(7) 協会員の加入促進と既会員の継続加入に関する検討 

(8) 各種行事等（式典・祝賀会）への参加 
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11--22．．技技術術者者のの育育成成にに関関すするる事事業業 

地質調査技術者の育成や、その資質及び福祉の向上を図る。技術の向上に関する調査・研究を行

い、地質調査業の発展に資する活動を展開する。 

(1) 資格関連 

  1) 資格検定試験の実施（東京会場） 

    地質調査技士・地質情報管理士 

  2) 登録・更新（東京会場） 

    地質調査技士 

(2) 講習会・勉強会 

  1) 地質調査技士検定試験事前講習会 

  2) 現場技術の伝承事業に係る講習会 

  3) 若手社員教育講習会 

  4) 官公庁等の研修会への講師派遣 

   ・関東地方整備局（若手技術職員研修会） 

   ・日本下水道事業団（土質試験研修会） 

  5) 全地連技術フォーラム（協力） 

  6) 関東協会技術フォーラム（主催） 

  7) ｢BIM/CIM 技術活用｣の具体的検討及び会員への啓発活動 

(3) ＣＰＤ(生涯学習)関連 

  1) ジオスクーリングネットの運営・管理 

  2) ＣＰＤ制度への対応（協会活動に係るＣＰＤ取得証明書の発行） 

 

 

11--33．．広広報報活活動動にに関関すするる事事業業 

地質調査業の社会的使命の普及・啓発・指導を目的とし、地質調査に関連する情報の収集と提供

を行う。 

(1) 発注者からの連絡事項を会員会社へ周知徹底 

  1) 発注者主催の講習会・説明会の案内 

  2）契約制度の変更・追加に関する紹介 

(2) 広報ＰＲ活動 

  1) 協会事業のＰＲ活動（年 1 回） 

  2) 地質調査関連資料の配布（地質と調査・小冊子ほか） 

  3) 協会情報誌の発行と配布（技術ニュース） 

(3) 受注動向調査の実施 

(4) ボーリングマシン稼働数の実態調査(定点観測)の実施 

 

 

11--44．．事事業業図図書書普普及及・・販販売売事事業業 

地質調査業に関連する資料や図書の増刷及び販売に係る事業 

(1) 協会発行図書の販売 

地盤調査の実務、現場技術者のための地質調査技術マニュアル 

(2) 全地連発行図書の販売（全国標準積算資料ほか） 

11--55．．関関係係官官公公庁庁おおよよびび機機関関・・団団体体ととのの連連携携にに係係るる事事業業 

関係官公庁及び関係団体と連携し地質調査に関わる情報の収集と提供を行い、情報の共有化お

よび公共の福祉に寄与する協力体制を築くことを目的とする。 

(1) 関東地整との意見交換会・勉強会の実施 

(2) 発注者に対する「地質リスク調査検討業務」の啓発と発注促進活動の強化 

(3) 防災協定関連 

 1）関東地方整備局との災害協定に係る活動（支援実施体制の更新 等） 

 2）関東地方整備局との災害協定に基づく支部協会との連携強化（合同技術委員会 等） 

 3）NEXCO 東日本関東支社との災害協定に係る活動（災害対策連絡会出席 等） 

   

 

11--66．．団団体体加加入入維維持持  

(1) (一社)全国地質調査業協会連合会 

(2) 関連団体加入（地盤工学会ほか） 

 

 

11--77．．そそのの他他協協会会のの目目的的をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな事事業業  

(1) 定時総会 

(2) 経営講演会 

(3) 倫理関連事業 

 1) コンプライアンスの情報収集と周知（小冊子配布） 

 2) 倫理ポスターの作成・配布 

(4) 新年賀詞交歓会 

(5) 野球大会 

(6) 表彰制度の運用（調査の匠,永年現場従事優良技術者，業界功労者 等） 

(7) 協会員の加入促進と既会員の継続加入に関する検討 

(8) 各種行事等（式典・祝賀会）への参加 
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２．協会だより 

22--11．．第第 1100 回回定定時時総総会会  

(1) 開催日程･場所 

 日付：令和 6 年 5 月 20 日(月) 

 場所：アルカディア市ヶ谷 6 階（穂高） 

(2) 会員数 

  87 社（令和 6年 5月 20 日現在） 

(3) 出席会員数 

  66 社（うち委任状 30 社） 

(4) 議事の概要 

○第 1号議案 令和 5年度事業報告承認の件 

○第 2号議案 令和 5年度決算報告承認の件 

及び令和 5 年度監査報告の件 

○第 3号議案 令和 6年度事業計画(案)承認の件 

○第 4号議案 令和 6年度予算(案)承認の件 

○第 5号議案 役員承認の件 

 

22--22．．国国土土交交通通省省関関東東地地方方整整備備局局ととのの意意見見交交換換会会  

  (1) 開催日程･場所 

   日付：令和 5年 12 月 16 日(水) 16:00～17:30 

   場所：THE MARK GURAND HOTEL 4F 

   

(2) 議事次第 

1)情報提供 

  〇関東地方整備局の取り組み 

  〇(一社)全国地質調査業協会連合会および 

(一社)関東地質調査業協会の活動状況 

2)意見交換 

〇地質調査の安定的な発注量の確保について 

〇地質調査業の働き方改革・生産性向上への 

 取組みについて 

〇BIM/CIM 推進における地質調査業の役割 

強化について 

  〇地質リスク調査検討業務の建設事業段階 

での発注について 

  〇現場条件に見合った仮設等の適切な費用 

計上について 

  〇高品質な分析・解析結果の提出について 

  〇最低制限価格の引き上げ・新規工種の設計 

変更について 

 3)自由討議 

 

 

 

  

■(一社)全国地質調査業協会連合会 
会  長   田中  誠 
専務理事   須見徹太郎 

 
■(一社)関東地質調査業協会 

会  長   栃本 泰浩 
副 会 長   藤本 弘之 
副 会 長   中西 昭友 
常務理事   岡部 康典 
理  事   辻本 勝彦 
理  事   小田部雄二 
理  事   大和田 茂 
理  事   佐渡耕一郎 
理  事   橋本 和佳 
理  事   野村 英雄 
理  事   桑山 正勝 
理  事   畠山 幸男 
理  事   鈴木 明夫 
理  事   海老沢 薫 
理  事   笠原 武夫 
理  事   越智 勝行  
理  事   鈴木誉視男 
理  事   網代  稔 
理  事   佐藤あけみ 
監  事   金田 朋之 

■ 関東地方整備局 
局 長        藤巻 浩之 
副局長        森  毅彦 
企画部長       西川 昌宏 
建政部長       家田健一郎 
河川部長       矢崎 剛吉 
道路企画官      藤田  修 
技術調整管理官    須藤 純一 
技術開発調整官    髙森  治 
建政産業調整官    堀井 英則 
河川水理水門分析官  佐々木智之 
技術管理課長     新井 幸雄 
建設産業第二課長   村田 康二 

   

令和 5年度 意見交換会 出席者 

３．活動報告および行事予定 

 

33--11．．理理事事会会（令和６年度）  

 定例理事会 令和 6 年 4 月 9 日（火） 

  〃   令和 6 年 5 月 20 日（月） 

  〃   令和 6 年 7 月 17 日（水） 

  〃   令和 6 年 9 月 11 日（水） 

   

33--22．．総総務務厚厚生生委委員員会会  

(1) 新年賀詞交歓会  

日付：令和 6 年 1 月 19 日（金） 

場所：アルカディア市ヶ谷 3 階「富士」 

(2) 第 52 回野球大会 

  日付：令和 6 年 4 月 6 日（土） 

場所：明治神宮外苑軟式野球場 4 面 

(3) 第 10 回定時総会 

日付：令和 6 年 5 月 20 日（月） 

場所：アルカディア市ヶ谷 5 階「穂高」 
  

33--33．．技技術術委委員員会会  

(1) 令和 6 年度第 3 回関東協会技術フォーラム 

日付：令和 6 年 6 月 14 日（金） 

方式：会場参加及び Zoom による WEB 配信 

(2) 地質調査技士資格検定試験 事前講習会 

日付：令和 6 年 6 月 7 日（金） 

方式：Zoom によるウェビナー方式 

(3)令和 6 年度 ｢地質調査技士資格検定試験｣ 

  日付：令和 6 年 7 月 13 日（土） 

  場所：タイム 24 ビル「13 階・14 階」 

(4)令和 6 年度「地質調査技士登録更新講習会」 

日付：令和 6 年 12 月 3 日（火）＊予定 

場所：砂防会館 

   

33--44．．経経営営・・倫倫理理委委員員会会  

(1) 講演会､懇親会の実施（MPC 共催） 

  日付：令和 6 年 7 月 10 日（水） 

場所：アルカディア市ヶ谷「霧島東」  

(2)「若手社員教育｣講習会 

日付：令和 6 年 4 月 18 日（木） 

方式：対面及び Zoom によるウェビナー方式 

(3) 倫理ポスター （11 月） 

33--55．．広広報報委委員員会会  

(1) 広報ＰＲ活動 

(2) 受注動向調査（ホームページ掲載） 

(3) 関東地方整備局との勉強会の開催 

 ［第 1 回］ 

日付：令和 6 年 8 月 1 日（木） 

  方式：WEB 方式(Teams) 

 ［第 2 回］ 

日付：令和 6 年 10 月 3 日（木）  

方式：WEB(Teams)方式 

(4) 関東地方整備局との意見交換会 

  日付：令和 6 年 12 月 12 日（木）＊予定 

    場所：THE MARK ROOM EAST 

 

33--66．．取取引引適適正正化化委委員員会会  

(1) 令和 6 年度 取引適正化委員会 

日付：令和 7 年 3 月 ＊予定 

場所：関東地質調査業協会 会議室 

 

33--77．．そそのの他他  

(1) そなエリア東京「防災イベント」 

  日付：令和 6 年 8 月 24 日（土），25 日（日） 

  場所：東京臨海広域防災公園 本部棟 

(4) 官公庁等への講師派遣 

1) 関東地方整備局(基礎研修) 講師派遣 

  日付：令和 6 年 7 月 3 日（水） 

  方式：オンライン研修 

2) 日本下水道事業団研修センター 講師派遣 

 【第１回】令和 6 年 6 月 20 日（木） 

   【第 2 回】令和 6 年 7 月 12 日（火） 

  【第 3 回】令和 6 年 10 月 22 日（火） 

  【第 4 回】令和 7 年 1 月 28 日（火）＊予定 

   

33--88．．会会員員のの動動静静  

※ 令和 6 年 9 月 30 日現在 

正会員：87 社、 賛助会員：3 社 
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２．協会だより 

22--11．．第第 1100 回回定定時時総総会会  

(1) 開催日程･場所 

 日付：令和 6 年 5 月 20 日(月) 

 場所：アルカディア市ヶ谷 6 階（穂高） 

(2) 会員数 

  87 社（令和 6年 5月 20 日現在） 

(3) 出席会員数 

  66 社（うち委任状 30 社） 

(4) 議事の概要 

○第 1号議案 令和 5年度事業報告承認の件 

○第 2号議案 令和 5年度決算報告承認の件 

及び令和 5 年度監査報告の件 

○第 3号議案 令和 6年度事業計画(案)承認の件 

○第 4号議案 令和 6年度予算(案)承認の件 

○第 5号議案 役員承認の件 

 

22--22．．国国土土交交通通省省関関東東地地方方整整備備局局ととのの意意見見交交換換会会  

  (1) 開催日程･場所 

   日付：令和 5年 12 月 16 日(水) 16:00～17:30 

   場所：THE MARK GURAND HOTEL 4F 

   

(2) 議事次第 

1)情報提供 

  〇関東地方整備局の取り組み 

  〇(一社)全国地質調査業協会連合会および 

(一社)関東地質調査業協会の活動状況 

2)意見交換 

〇地質調査の安定的な発注量の確保について 

〇地質調査業の働き方改革・生産性向上への 

 取組みについて 

〇BIM/CIM 推進における地質調査業の役割 

強化について 

  〇地質リスク調査検討業務の建設事業段階 

での発注について 

  〇現場条件に見合った仮設等の適切な費用 

計上について 

  〇高品質な分析・解析結果の提出について 

  〇最低制限価格の引き上げ・新規工種の設計 

変更について 

 3)自由討議 

 

 

 

  

■(一社)全国地質調査業協会連合会 
会  長   田中  誠 
専務理事   須見徹太郎 

 
■(一社)関東地質調査業協会 

会  長   栃本 泰浩 
副 会 長   藤本 弘之 
副 会 長   中西 昭友 
常務理事   岡部 康典 
理  事   辻本 勝彦 
理  事   小田部雄二 
理  事   大和田 茂 
理  事   佐渡耕一郎 
理  事   橋本 和佳 
理  事   野村 英雄 
理  事   桑山 正勝 
理  事   畠山 幸男 
理  事   鈴木 明夫 
理  事   海老沢 薫 
理  事   笠原 武夫 
理  事   越智 勝行  
理  事   鈴木誉視男 
理  事   網代  稔 
理  事   佐藤あけみ 
監  事   金田 朋之 

■ 関東地方整備局 
局 長        藤巻 浩之 
副局長        森  毅彦 
企画部長       西川 昌宏 
建政部長       家田健一郎 
河川部長       矢崎 剛吉 
道路企画官      藤田  修 
技術調整管理官    須藤 純一 
技術開発調整官    髙森  治 
建政産業調整官    堀井 英則 
河川水理水門分析官  佐々木智之 
技術管理課長     新井 幸雄 
建設産業第二課長   村田 康二 

   

令和 5年度 意見交換会 出席者 

３．活動報告および行事予定 

 

33--11．．理理事事会会（令和６年度）  

 定例理事会 令和 6 年 4 月 9 日（火） 

  〃   令和 6 年 5 月 20 日（月） 

  〃   令和 6 年 7 月 17 日（水） 

  〃   令和 6 年 9 月 11 日（水） 

   

33--22．．総総務務厚厚生生委委員員会会  

(1) 新年賀詞交歓会  

日付：令和 6 年 1 月 19 日（金） 

場所：アルカディア市ヶ谷 3 階「富士」 

(2) 第 52 回野球大会 

  日付：令和 6 年 4 月 6 日（土） 

場所：明治神宮外苑軟式野球場 4 面 

(3) 第 10 回定時総会 

日付：令和 6 年 5 月 20 日（月） 

場所：アルカディア市ヶ谷 5 階「穂高」 
  

33--33．．技技術術委委員員会会  

(1) 令和 6 年度第 3 回関東協会技術フォーラム 

日付：令和 6 年 6 月 14 日（金） 

方式：会場参加及び Zoom による WEB 配信 

(2) 地質調査技士資格検定試験 事前講習会 

日付：令和 6 年 6 月 7 日（金） 

方式：Zoom によるウェビナー方式 

(3)令和 6 年度 ｢地質調査技士資格検定試験｣ 

  日付：令和 6 年 7 月 13 日（土） 

  場所：タイム 24 ビル「13 階・14 階」 

(4)令和 6 年度「地質調査技士登録更新講習会」 

日付：令和 6 年 12 月 3 日（火）＊予定 

場所：砂防会館 

   

33--44．．経経営営・・倫倫理理委委員員会会  

(1) 講演会､懇親会の実施（MPC 共催） 

  日付：令和 6 年 7 月 10 日（水） 

場所：アルカディア市ヶ谷「霧島東」  

(2)「若手社員教育｣講習会 

日付：令和 6 年 4 月 18 日（木） 

方式：対面及び Zoom によるウェビナー方式 

(3) 倫理ポスター （11 月） 

33--55．．広広報報委委員員会会  

(1) 広報ＰＲ活動 

(2) 受注動向調査（ホームページ掲載） 

(3) 関東地方整備局との勉強会の開催 

 ［第 1 回］ 

日付：令和 6 年 8 月 1 日（木） 

  方式：WEB 方式(Teams) 

 ［第 2 回］ 

日付：令和 6 年 10 月 3 日（木）  

方式：WEB(Teams)方式 

(4) 関東地方整備局との意見交換会 

  日付：令和 6 年 12 月 12 日（木）＊予定 

    場所：THE MARK ROOM EAST 

 

33--66．．取取引引適適正正化化委委員員会会  

(1) 令和 6 年度 取引適正化委員会 

日付：令和 7 年 3 月 ＊予定 

場所：関東地質調査業協会 会議室 

 

33--77．．そそのの他他  

(1) そなエリア東京「防災イベント」 

  日付：令和 6 年 8 月 24 日（土），25 日（日） 

  場所：東京臨海広域防災公園 本部棟 

(4) 官公庁等への講師派遣 

1) 関東地方整備局(基礎研修) 講師派遣 

  日付：令和 6 年 7 月 3 日（水） 

  方式：オンライン研修 

2) 日本下水道事業団研修センター 講師派遣 

 【第１回】令和 6 年 6 月 20 日（木） 

   【第 2 回】令和 6 年 7 月 12 日（火） 

  【第 3 回】令和 6 年 10 月 22 日（火） 

  【第 4 回】令和 7 年 1 月 28 日（火）＊予定 

   

33--88．．会会員員のの動動静静  

※ 令和 6 年 9 月 30 日現在 

正会員：87 社、 賛助会員：3 社 
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本　　　　 部　  ●会員数87社●

茨城県支部　　●会員数30社●
（茨城県地質調査業協会）

栃木県支部　　●会員数11社●
（一般社団法人栃木県地質調査業協会）

埼玉県支部　　●会員数21社●
（埼玉県地質調査業協会）

千葉県支部　　●会員数 7社●

東京都支部　　●会員数29社●
（一般社団法人東京都地質調査業協会）

神奈川県支部 ●会員数16社●
（神奈川県地質調査業協会）

長野県支部　　●会員数14社●
（長野県地質ボーリング業協会）

代表者   電 話 番 号

茨茨城城県県

株式会社ジステック 山 口 博 司 〒300-0823 土浦市小松 3-24-25 029-821-8750

常磐地下工業株式会社　 伊 藤 康 博 〒317-0056 日立市白銀町 2-24-11 0294-22-8196

株式会社中央地盤コンサルタンツ 海 老 沢 薫 〒310-0836 水戸市元吉田町 1676-6 029-304-5556

中川理水建設株式会社　 中 川 清 〒300-0051 土浦市真鍋 5-16-26 029-821-6110

栃栃木木県県

株式会社中央土木工学研究所　 笠 原 武 夫 〒321-0346 宇都宮市下荒針町 3330-18 028-648-3319

日本測地株式会社 福 田 雅 之 〒321-4335  真岡市下高間木 2-6-12 0285-84-5355

パスキン工業株式会社 佐 藤 靖 〒320-0071 宇都宮市野沢町 640-4 028-665-1201

株式会社フジタ地質 藤 田 良 一 〒329-0211 小山市暁 3-2-20 0285-45-4150

芙蓉地質株式会社　 喜 内 敏 夫 〒321-0982 宇都宮市御幸ヶ原 57-25 028-664-3616

埼埼玉玉県県

アーステック株式会社 中 川 孝 志 〒333-0811 川口市戸塚2-4-1 048-229-6341

株式会社アースリサーチ 冨 山 康 行 〒338-0837 さいたま市桜区田島 5-21-13 048-844-8651

応用計測サービス株式会社 比 留 間 誠 之 〒334-0076 川口市本蓮 1-11-21 048-285-2133

株式会社協和地質コンサルタント　 安 部 好 司 〒343-0821 越谷市瓦曽根 3-11-30 048-964-9620

光洋土質調査株式会社　 関 口 彰 伸 〒331-0811 さいたま市北区吉野町 2-196-6 048-782-6131

株式会社埼玉地質　 池 田 寛 祐 〒333-0846 川口市南前川 2-1-9 048-269-8600

株式会社地研コンサルタンツ　 田 口 昌 弘 〒350-1123 川越市脇田本町 11-27 049-245-6800

株式会社東建ジオテック　 大 和 田 茂 〒330-0062 さいたま市浦和区仲町 3-13-10  048-822-0107

東邦地水株式会社　関東支社　 丸 幸 康 郎 〒350-0823 川越市神明町 20-8 049-228-2650

株式会社日さく 若 林 直 樹 〒330-0854 さいたま市大宮区桜木町 4-199-3 048-644-3911

服部地質調査株式会社 山 口 は づ き 〒330-0803 さいたま市大宮区高鼻町 1-108-1 048-643-1505

株式会社ヤマモトジオサーブ 山 本 正 治 〒341-0052 三郷市彦野1-81 048-953-4105

〒101-0047　東京都千代田区内神田2-6-8　内神田クレストビル

TEL.03-3252-2961　FAX.03-3256-0858　　会 長　栃本 泰浩

ホームページアドレス　　https://www.kanto-geo.or.jp

　　　　一般社団法人関東地質調査業協会　加盟会社一覧

会　社　名 住　　　　　　所

〒311-4164　水戸市谷津町1-23
測量設計会館 内
TEL.029-257-6517　FAX.029-257-6518　　会 長　海老沢　薫

〒321-0346　宇都宮市下荒針町 3330-18
㈱中央土木工学研究所 内
TEL.028-612-5671　FAX.028-612-5672　　会 長　笠原 武夫

〒336-0031　さいたま市南区鹿手袋4-1-7　埼玉建産連会館 内

TEL.048-862-8221　FAX.048-866-6067　　会 長　越智 勝行

〒260-0001　千葉市中央区都町7-1-3

興亜開発㈱ 内
TEL.043-233-0330　FAX.043-232-7981　　支部長　鈴木 誉視男

〒101-0047　千代田区内神田2-6-8 　内神田クレストビル

TEL.03-3252-2963　FAX.03-3252-2971　　会 長　網代　　稔

〒244-0801　横浜市戸塚区品濃町543-6   つるや第３ビル
㈱横浜ソイルリサーチ 内
TEL.045-826-4747　FAX.045-821-0344　　会 長　佐藤 あけみ

〒381-2215  長野市稲里町中氷鉋1085-7

綜合地質コンサルタント㈱ 内
TEL.026-214-6045　FAX.026-284-0177　　会 長　大久保　健

本　　　　 部　  ●会員数87社●

茨城県支部　　●会員数30社●
（茨城県地質調査業協会）

栃木県支部　　●会員数11社●
（一般社団法人栃木県地質調査業協会）

埼玉県支部　　●会員数21社●
（埼玉県地質調査業協会）

千葉県支部　　●会員数 7社●

東京都支部　　●会員数29社●
（一般社団法人東京都地質調査業協会）

神奈川県支部 ●会員数16社●
（神奈川県地質調査業協会）

長野県支部　　●会員数14社●
（長野県地質ボーリング業協会）

代表者   電 話 番 号

茨茨城城県県

株式会社ジステック 山 口 博 司 〒300-0823 土浦市小松 3-24-25 029-821-8750

常磐地下工業株式会社　 伊 藤 康 博 〒317-0056 日立市白銀町 2-24-11 0294-22-8196

株式会社中央地盤コンサルタンツ 海 老 沢 薫 〒310-0836 水戸市元吉田町 1676-6 029-304-5556

中川理水建設株式会社　 中 川 清 〒300-0051 土浦市真鍋 5-16-26 029-821-6110

栃栃木木県県

株式会社中央土木工学研究所　 笠 原 武 夫 〒321-0346 宇都宮市下荒針町 3330-18 028-648-3319

日本測地株式会社 福 田 雅 之 〒321-4335  真岡市下高間木 2-6-12 0285-84-5355

パスキン工業株式会社 佐 藤 靖 〒320-0071 宇都宮市野沢町 640-4 028-665-1201

株式会社フジタ地質 藤 田 良 一 〒329-0211 小山市暁 3-2-20 0285-45-4150

芙蓉地質株式会社　 喜 内 敏 夫 〒321-0982 宇都宮市御幸ヶ原 57-25 028-664-3616

埼埼玉玉県県

アーステック株式会社 中 川 孝 志 〒333-0811 川口市戸塚2-4-1 048-229-6341

株式会社アースリサーチ 冨 山 康 行 〒338-0837 さいたま市桜区田島 5-21-13 048-844-8651

応用計測サービス株式会社 比 留 間 誠 之 〒334-0076 川口市本蓮 1-11-21 048-285-2133

株式会社協和地質コンサルタント　 安 部 好 司 〒343-0821 越谷市瓦曽根 3-11-30 048-964-9620

光洋土質調査株式会社　 関 口 彰 伸 〒331-0811 さいたま市北区吉野町 2-196-6 048-782-6131

株式会社埼玉地質　 池 田 寛 祐 〒333-0846 川口市南前川 2-1-9 048-269-8600

株式会社地研コンサルタンツ　 田 口 昌 弘 〒350-1123 川越市脇田本町 11-27 049-245-6800

株式会社東建ジオテック　 大 和 田 茂 〒330-0062 さいたま市浦和区仲町 3-13-10  048-822-0107

東邦地水株式会社　関東支社　 丸 幸 康 郎 〒350-0823 川越市神明町 20-8 049-228-2650

株式会社日さく 若 林 直 樹 〒330-0854 さいたま市大宮区桜木町 4-199-3 048-644-3911

服部地質調査株式会社 山 口 は づ き 〒330-0803 さいたま市大宮区高鼻町 1-108-1 048-643-1505

株式会社ヤマモトジオサーブ 山 本 正 治 〒341-0052 三郷市彦野1-81 048-953-4105

〒101-0047　東京都千代田区内神田2-6-8　内神田クレストビル

TEL.03-3252-2961　FAX.03-3256-0858　　会 長　栃本 泰浩

ホームページアドレス　　https://www.kanto-geo.or.jp

　　　　一般社団法人関東地質調査業協会　加盟会社一覧

会　社　名 住　　　　　　所

〒311-4164　水戸市谷津町1-23
測量設計会館 内
TEL.029-257-6517　FAX.029-257-6518　　会 長　海老沢　薫

〒321-0346　宇都宮市下荒針町 3330-18
㈱中央土木工学研究所 内
TEL.028-612-5671　FAX.028-612-5672　　会 長　笠原 武夫

〒336-0031　さいたま市南区鹿手袋4-1-7　埼玉建産連会館 内

TEL.048-862-8221　FAX.048-866-6067　　会 長　越智 勝行

〒260-0001　千葉市中央区都町7-1-3

興亜開発㈱ 内
TEL.043-233-0330　FAX.043-232-7981　　支部長　鈴木 誉視男

〒101-0047　千代田区内神田2-6-8 　内神田クレストビル

TEL.03-3252-2963　FAX.03-3252-2971　　会 長　網代　　稔

〒244-0801　横浜市戸塚区品濃町543-6   つるや第３ビル
㈱横浜ソイルリサーチ 内
TEL.045-826-4747　FAX.045-821-0344　　会 長　佐藤 あけみ

〒381-2215  長野市稲里町中氷鉋1085-7

綜合地質コンサルタント㈱ 内
TEL.026-214-6045　FAX.026-284-0177　　会 長　大久保　健

代表者   電 話 番 号

東東京京都都

株式会社アースプライム　 大和 英一郎 〒189-0014 東村山市本町 2-7-4 042-395-3391

株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング　 遠 藤 一 郎 〒110-0014 台東区北上野 2-8-7 03-5246-4150

アサヒ地水探査株式会社 結 城 真 一 〒160-0004 新宿区四谷4-31　四谷TSビル5階 03-6273-0892

株式会社 ウォールナット 齋 藤 豊 〒190-0002 立川市幸町 1-19-13 042-537-3838

応用地質株式会社　 天 野 洋 文 〒101-8486 千代田区神田美土代町 7  住友不動産神田ﾋﾞﾙ9階 03-5577-4501

株式会社カナン･ジオリサーチ　東京支店 篠 原 潤 〒121-0074 足立区西加平2-3-10 03-5856-6822

川崎地質株式会社　 栃 本 泰 浩 〒108-8337 港区三田 2-11-15  三田川崎ビル 03-5445-2071

基礎地盤コンサルタンツ株式会社　 柳 浦 良 行 〒136-8577 江東区亀戸 1-5-7  錦糸町プライムタワー12階 03-6861-8800

株式会社キタック　東京支店　 桑 田 尚 史 〒111-0052 台東区柳橋 2-14-4　セントラルビル6階 03-5687-1271

株式会社京北地盤コンサルタント 木 内 直 人 〒204-0002 清瀬市旭が丘 2-338 042-494-3391

株式会社建設技術研究所　 中 村 哲 己 〒103-0007 中央区日本橋浜町 3-15-1  日本橋安田ｽｶｲｹﾞｰﾄ 03-3668-0451

株式会社建設地盤　 後 藤 和 宏 〒116-0014 荒川区東日暮里 6-18-4  第二遠山ビル 03-3807-1311

興亜開発株式会社　 桑 山 正 勝 〒135-0007 江東区新大橋1-8-2　新大橋ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾋﾞﾙ101 03-3633-7351

国際航業株式会社　 土 方 聡 〒169-0074 新宿区北新宿2-21-1　新宿フロントタワー 03-6362-5931

国土防災技術株式会社　 相 川 裕 司 〒105-0001 港区虎ﾉ門 3-18-5 03-3432-3656

株式会社サカジオ 坂 爪 透 〒194-0013 町田市原町田1-2-3-202 042-709-4240

株式会社サムシング　 前 俊 守 〒135-0061 江東区豊洲3-2-24　豊洲フォレシア9階 03-6770-9980

サンエー基礎調査株式会社　 出 村 康 雄 〒187-0002 小平市花小金井 1-7-13  0424-68-2411

サンコーコンサルタント株式会社　 野 村 秀 行 〒136-8522 江東区亀戸 1-8-9 03-3683-7111

ジオ・フロント株式会社 高 清 水 祐 之 〒130-0011 墨田区石原 3-8-6 03-3829-0071

地盤環境エンジニアリング株式会社　 深 田 園 子 〒114-0023 北区滝野川 5-7-7  御代の台マンション204 03-5394-7230

株式会社地盤試験所　 山 本 伊 作 〒130-0022 墨田区江東橋 1-16-2　 03-5600-2911

株式会社地盤調査事務所　 今 野 満 〒191-0024 日野市万願寺 3-50-8 042-582-7155

株式会社セントラル技研　 鈴 木 明 夫 〒192-0063 八王子市元横山町 1-2-13 0426-45-8276

株式会社セントラルソイル　 筒 井 秀 治 〒190-0032 立川市上砂町 5-26-22 0425-37-0361

総合地質調査株式会社　 蜷 川 泰 親 〒140-0001 品川区北品川 1-8-20 03-3450-9501

株式会社ダイエーコンサルタンツ　 原 島 滋 〒105-0004 港区新橋 6-4-9　新橋北海ビル 03-5776-7700

大日本ダイヤコンサルタント株式会社 原 田 政 彦 〒101-0022 千代田区神田練塀町300 住友不動産秋葉原駅前ﾋﾞﾙ 03-5207-7955

大和探査技術株式会社　 長 谷 川 俊 彦 〒135-0016 江東区東陽 5-10-4 03-5633-8080

株式会社地圏総合コンサルタント 佐 渡 耕 一 郎 〒116-0013　 荒川区西日暮里 2-26-2 03-6311-5135

地質計測株式会社　 三 塚 隆 〒107-0062 港区南青山 4-26-12 03-3409-4651

中央開発株式会社　 田 中 誠 〒169-8612 新宿区西早稲田 3-13-5 03-3208-3111

株式会社東京ソイルリサーチ　 辻 本 勝 彦 〒152-0021 目黒区東が丘 2-11-16 03-3410-7221

株式会社東さく技工 杉 野 正 治 〒101-0047 千代田区内神田 2-16-11  内神田渋谷ﾋﾞﾙ 03-3256-1271

株式会社トーコー地質　 原 田 裕 樹 〒170-0013 豊島区東池袋 4-41-24　東池袋センタービル7階 03-5956-5545

株式会社土質基礎コンサルタンツ　 高 松 一 郎 〒114-0024 北区西ヶ原 1-4-5 03-3918-7721

日本工営株式会社　 金 井 晴 彦 〒102-8539 千代田区麹町5-4  日本工営ビル 03-3238-8030

日本物理探鑛株式会社　 内 田 篤 貴 〒143-0027 大田区中馬込 2-2-12 03-3774-3211

株式会社パスコ 高 橋 識 光 〒153-0064 目黒区下目黒1-7-1　パスコ目黒さくらビル 03-5722-7600

株式会社冨士ボーリング 満 田 信 一 〒132-0033 江戸川区東小松川 4-25-8 03-5678-6521

不二ボーリング工業株式会社 鈴 木 誠 〒157-0062 世田谷区南烏山 5-1-13 03-3307-8461

明治コンサルタント株式会社　東京支店 原 口 勝 則 〒101-0054 千代田区神田錦町1-1 03-4586-2500

大和基礎設計株式会社 室 矢 朋 徳 〒182-0035 調布市上石原 3-56-1 042-480-3560

会　社　名 住　　　　　　所
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本　　　　 部　  ●会員数87社●

茨城県支部　　●会員数30社●
（茨城県地質調査業協会）

栃木県支部　　●会員数11社●
（一般社団法人栃木県地質調査業協会）

埼玉県支部　　●会員数21社●
（埼玉県地質調査業協会）

千葉県支部　　●会員数 7社●

東京都支部　　●会員数29社●
（一般社団法人東京都地質調査業協会）

神奈川県支部 ●会員数16社●
（神奈川県地質調査業協会）

長野県支部　　●会員数14社●
（長野県地質ボーリング業協会）

代表者   電 話 番 号

茨茨城城県県

株式会社ジステック 山 口 博 司 〒300-0823 土浦市小松 3-24-25 029-821-8750

常磐地下工業株式会社　 伊 藤 康 博 〒317-0056 日立市白銀町 2-24-11 0294-22-8196

株式会社中央地盤コンサルタンツ 海 老 沢 薫 〒310-0836 水戸市元吉田町 1676-6 029-304-5556

中川理水建設株式会社　 中 川 清 〒300-0051 土浦市真鍋 5-16-26 029-821-6110

栃栃木木県県

株式会社中央土木工学研究所　 笠 原 武 夫 〒321-0346 宇都宮市下荒針町 3330-18 028-648-3319

日本測地株式会社 福 田 雅 之 〒321-4335  真岡市下高間木 2-6-12 0285-84-5355

パスキン工業株式会社 佐 藤 靖 〒320-0071 宇都宮市野沢町 640-4 028-665-1201

株式会社フジタ地質 藤 田 良 一 〒329-0211 小山市暁 3-2-20 0285-45-4150

芙蓉地質株式会社　 喜 内 敏 夫 〒321-0982 宇都宮市御幸ヶ原 57-25 028-664-3616

埼埼玉玉県県

アーステック株式会社 中 川 孝 志 〒333-0811 川口市戸塚2-4-1 048-229-6341

株式会社アースリサーチ 冨 山 康 行 〒338-0837 さいたま市桜区田島 5-21-13 048-844-8651

応用計測サービス株式会社 比 留 間 誠 之 〒334-0076 川口市本蓮 1-11-21 048-285-2133

株式会社協和地質コンサルタント　 安 部 好 司 〒343-0821 越谷市瓦曽根 3-11-30 048-964-9620

光洋土質調査株式会社　 関 口 彰 伸 〒331-0811 さいたま市北区吉野町 2-196-6 048-782-6131

株式会社埼玉地質　 池 田 寛 祐 〒333-0846 川口市南前川 2-1-9 048-269-8600

株式会社地研コンサルタンツ　 田 口 昌 弘 〒350-1123 川越市脇田本町 11-27 049-245-6800

株式会社東建ジオテック　 大 和 田 茂 〒330-0062 さいたま市浦和区仲町 3-13-10  048-822-0107

東邦地水株式会社　関東支社　 丸 幸 康 郎 〒350-0823 川越市神明町 20-8 049-228-2650

株式会社日さく 若 林 直 樹 〒330-0854 さいたま市大宮区桜木町 4-199-3 048-644-3911

服部地質調査株式会社 山 口 は づ き 〒330-0803 さいたま市大宮区高鼻町 1-108-1 048-643-1505

株式会社ヤマモトジオサーブ 山 本 正 治 〒341-0052 三郷市彦野1-81 048-953-4105

〒101-0047　東京都千代田区内神田2-6-8　内神田クレストビル

TEL.03-3252-2961　FAX.03-3256-0858　　会 長　栃本 泰浩

ホームページアドレス　　https://www.kanto-geo.or.jp

　　　　一般社団法人関東地質調査業協会　加盟会社一覧

会　社　名 住　　　　　　所

〒311-4164　水戸市谷津町1-23
測量設計会館 内
TEL.029-257-6517　FAX.029-257-6518　　会 長　海老沢　薫

〒321-0346　宇都宮市下荒針町 3330-18
㈱中央土木工学研究所 内
TEL.028-612-5671　FAX.028-612-5672　　会 長　笠原 武夫

〒336-0031　さいたま市南区鹿手袋4-1-7　埼玉建産連会館 内

TEL.048-862-8221　FAX.048-866-6067　　会 長　越智 勝行

〒260-0001　千葉市中央区都町7-1-3

興亜開発㈱ 内
TEL.043-233-0330　FAX.043-232-7981　　支部長　鈴木 誉視男

〒101-0047　千代田区内神田2-6-8 　内神田クレストビル

TEL.03-3252-2963　FAX.03-3252-2971　　会 長　網代　　稔

〒244-0801　横浜市戸塚区品濃町543-6   つるや第３ビル
㈱横浜ソイルリサーチ 内
TEL.045-826-4747　FAX.045-821-0344　　会 長　佐藤 あけみ

〒381-2215  長野市稲里町中氷鉋1085-7

綜合地質コンサルタント㈱ 内
TEL.026-214-6045　FAX.026-284-0177　　会 長　大久保　健

本　　　　 部　  ●会員数87社●

茨城県支部　　●会員数30社●
（茨城県地質調査業協会）

栃木県支部　　●会員数11社●
（一般社団法人栃木県地質調査業協会）

埼玉県支部　　●会員数21社●
（埼玉県地質調査業協会）

千葉県支部　　●会員数 7社●

東京都支部　　●会員数29社●
（一般社団法人東京都地質調査業協会）

神奈川県支部 ●会員数16社●
（神奈川県地質調査業協会）

長野県支部　　●会員数14社●
（長野県地質ボーリング業協会）

代表者   電 話 番 号

茨茨城城県県

株式会社ジステック 山 口 博 司 〒300-0823 土浦市小松 3-24-25 029-821-8750

常磐地下工業株式会社　 伊 藤 康 博 〒317-0056 日立市白銀町 2-24-11 0294-22-8196

株式会社中央地盤コンサルタンツ 海 老 沢 薫 〒310-0836 水戸市元吉田町 1676-6 029-304-5556

中川理水建設株式会社　 中 川 清 〒300-0051 土浦市真鍋 5-16-26 029-821-6110

栃栃木木県県

株式会社中央土木工学研究所　 笠 原 武 夫 〒321-0346 宇都宮市下荒針町 3330-18 028-648-3319

日本測地株式会社 福 田 雅 之 〒321-4335  真岡市下高間木 2-6-12 0285-84-5355

パスキン工業株式会社 佐 藤 靖 〒320-0071 宇都宮市野沢町 640-4 028-665-1201

株式会社フジタ地質 藤 田 良 一 〒329-0211 小山市暁 3-2-20 0285-45-4150

芙蓉地質株式会社　 喜 内 敏 夫 〒321-0982 宇都宮市御幸ヶ原 57-25 028-664-3616

埼埼玉玉県県

アーステック株式会社 中 川 孝 志 〒333-0811 川口市戸塚2-4-1 048-229-6341

株式会社アースリサーチ 冨 山 康 行 〒338-0837 さいたま市桜区田島 5-21-13 048-844-8651

応用計測サービス株式会社 比 留 間 誠 之 〒334-0076 川口市本蓮 1-11-21 048-285-2133

株式会社協和地質コンサルタント　 安 部 好 司 〒343-0821 越谷市瓦曽根 3-11-30 048-964-9620

光洋土質調査株式会社　 関 口 彰 伸 〒331-0811 さいたま市北区吉野町 2-196-6 048-782-6131

株式会社埼玉地質　 池 田 寛 祐 〒333-0846 川口市南前川 2-1-9 048-269-8600

株式会社地研コンサルタンツ　 田 口 昌 弘 〒350-1123 川越市脇田本町 11-27 049-245-6800

株式会社東建ジオテック　 大 和 田 茂 〒330-0062 さいたま市浦和区仲町 3-13-10  048-822-0107

東邦地水株式会社　関東支社　 丸 幸 康 郎 〒350-0823 川越市神明町 20-8 049-228-2650

株式会社日さく 若 林 直 樹 〒330-0854 さいたま市大宮区桜木町 4-199-3 048-644-3911

服部地質調査株式会社 山 口 は づ き 〒330-0803 さいたま市大宮区高鼻町 1-108-1 048-643-1505

株式会社ヤマモトジオサーブ 山 本 正 治 〒341-0052 三郷市彦野1-81 048-953-4105

〒101-0047　東京都千代田区内神田2-6-8　内神田クレストビル

TEL.03-3252-2961　FAX.03-3256-0858　　会 長　栃本 泰浩

ホームページアドレス　　https://www.kanto-geo.or.jp

　　　　一般社団法人関東地質調査業協会　加盟会社一覧

会　社　名 住　　　　　　所

〒311-4164　水戸市谷津町1-23
測量設計会館 内
TEL.029-257-6517　FAX.029-257-6518　　会 長　海老沢　薫

〒321-0346　宇都宮市下荒針町 3330-18
㈱中央土木工学研究所 内
TEL.028-612-5671　FAX.028-612-5672　　会 長　笠原 武夫

〒336-0031　さいたま市南区鹿手袋4-1-7　埼玉建産連会館 内

TEL.048-862-8221　FAX.048-866-6067　　会 長　越智 勝行

〒260-0001　千葉市中央区都町7-1-3

興亜開発㈱ 内
TEL.043-233-0330　FAX.043-232-7981　　支部長　鈴木 誉視男

〒101-0047　千代田区内神田2-6-8 　内神田クレストビル

TEL.03-3252-2963　FAX.03-3252-2971　　会 長　網代　　稔

〒244-0801　横浜市戸塚区品濃町543-6   つるや第３ビル
㈱横浜ソイルリサーチ 内
TEL.045-826-4747　FAX.045-821-0344　　会 長　佐藤 あけみ

〒381-2215  長野市稲里町中氷鉋1085-7

綜合地質コンサルタント㈱ 内
TEL.026-214-6045　FAX.026-284-0177　　会 長　大久保　健

代表者   電 話 番 号

東東京京都都

株式会社アースプライム　 大和 英一郎 〒189-0014 東村山市本町 2-7-4 042-395-3391

株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング　 遠 藤 一 郎 〒110-0014 台東区北上野 2-8-7 03-5246-4150

アサヒ地水探査株式会社 結 城 真 一 〒160-0004 新宿区四谷4-31　四谷TSビル5階 03-6273-0892

株式会社 ウォールナット 齋 藤 豊 〒190-0002 立川市幸町 1-19-13 042-537-3838

応用地質株式会社　 天 野 洋 文 〒101-8486 千代田区神田美土代町 7  住友不動産神田ﾋﾞﾙ9階 03-5577-4501

株式会社カナン･ジオリサーチ　東京支店 篠 原 潤 〒121-0074 足立区西加平2-3-10 03-5856-6822

川崎地質株式会社　 栃 本 泰 浩 〒108-8337 港区三田 2-11-15  三田川崎ビル 03-5445-2071

基礎地盤コンサルタンツ株式会社　 柳 浦 良 行 〒136-8577 江東区亀戸 1-5-7  錦糸町プライムタワー12階 03-6861-8800

株式会社キタック　東京支店　 桑 田 尚 史 〒111-0052 台東区柳橋 2-14-4　セントラルビル6階 03-5687-1271

株式会社京北地盤コンサルタント 木 内 直 人 〒204-0002 清瀬市旭が丘 2-338 042-494-3391

株式会社建設技術研究所　 中 村 哲 己 〒103-0007 中央区日本橋浜町 3-15-1  日本橋安田ｽｶｲｹﾞｰﾄ 03-3668-0451

株式会社建設地盤　 後 藤 和 宏 〒116-0014 荒川区東日暮里 6-18-4  第二遠山ビル 03-3807-1311

興亜開発株式会社　 桑 山 正 勝 〒135-0007 江東区新大橋1-8-2　新大橋ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾋﾞﾙ101 03-3633-7351

国際航業株式会社　 土 方 聡 〒169-0074 新宿区北新宿2-21-1　新宿フロントタワー 03-6362-5931

国土防災技術株式会社　 相 川 裕 司 〒105-0001 港区虎ﾉ門 3-18-5 03-3432-3656

株式会社サカジオ 坂 爪 透 〒194-0013 町田市原町田1-2-3-202 042-709-4240

株式会社サムシング　 前 俊 守 〒135-0061 江東区豊洲3-2-24　豊洲フォレシア9階 03-6770-9980

サンエー基礎調査株式会社　 出 村 康 雄 〒187-0002 小平市花小金井 1-7-13  0424-68-2411

サンコーコンサルタント株式会社　 野 村 秀 行 〒136-8522 江東区亀戸 1-8-9 03-3683-7111

ジオ・フロント株式会社 高 清 水 祐 之 〒130-0011 墨田区石原 3-8-6 03-3829-0071

地盤環境エンジニアリング株式会社　 深 田 園 子 〒114-0023 北区滝野川 5-7-7  御代の台マンション204 03-5394-7230

株式会社地盤試験所　 山 本 伊 作 〒130-0022 墨田区江東橋 1-16-2　 03-5600-2911

株式会社地盤調査事務所　 今 野 満 〒191-0024 日野市万願寺 3-50-8 042-582-7155

株式会社セントラル技研　 鈴 木 明 夫 〒192-0063 八王子市元横山町 1-2-13 0426-45-8276

株式会社セントラルソイル　 筒 井 秀 治 〒190-0032 立川市上砂町 5-26-22 0425-37-0361

総合地質調査株式会社　 蜷 川 泰 親 〒140-0001 品川区北品川 1-8-20 03-3450-9501

株式会社ダイエーコンサルタンツ　 原 島 滋 〒105-0004 港区新橋 6-4-9　新橋北海ビル 03-5776-7700

大日本ダイヤコンサルタント株式会社 原 田 政 彦 〒101-0022 千代田区神田練塀町300 住友不動産秋葉原駅前ﾋﾞﾙ 03-5207-7955

大和探査技術株式会社　 長 谷 川 俊 彦 〒135-0016 江東区東陽 5-10-4 03-5633-8080

株式会社地圏総合コンサルタント 佐 渡 耕 一 郎 〒116-0013　 荒川区西日暮里 2-26-2 03-6311-5135

地質計測株式会社　 三 塚 隆 〒107-0062 港区南青山 4-26-12 03-3409-4651

中央開発株式会社　 田 中 誠 〒169-8612 新宿区西早稲田 3-13-5 03-3208-3111

株式会社東京ソイルリサーチ　 辻 本 勝 彦 〒152-0021 目黒区東が丘 2-11-16 03-3410-7221

株式会社東さく技工 杉 野 正 治 〒101-0047 千代田区内神田 2-16-11  内神田渋谷ﾋﾞﾙ 03-3256-1271

株式会社トーコー地質　 原 田 裕 樹 〒170-0013 豊島区東池袋 4-41-24　東池袋センタービル7階 03-5956-5545

株式会社土質基礎コンサルタンツ　 高 松 一 郎 〒114-0024 北区西ヶ原 1-4-5 03-3918-7721

日本工営株式会社　 金 井 晴 彦 〒102-8539 千代田区麹町5-4  日本工営ビル 03-3238-8030

日本物理探鑛株式会社　 内 田 篤 貴 〒143-0027 大田区中馬込 2-2-12 03-3774-3211

株式会社パスコ 高 橋 識 光 〒153-0064 目黒区下目黒1-7-1　パスコ目黒さくらビル 03-5722-7600

株式会社冨士ボーリング 満 田 信 一 〒132-0033 江戸川区東小松川 4-25-8 03-5678-6521

不二ボーリング工業株式会社 鈴 木 誠 〒157-0062 世田谷区南烏山 5-1-13 03-3307-8461

明治コンサルタント株式会社　東京支店 原 口 勝 則 〒101-0054 千代田区神田錦町1-1 03-4586-2500

大和基礎設計株式会社 室 矢 朋 徳 〒182-0035 調布市上石原 3-56-1 042-480-3560
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《技術委員の就任》 
株式会社 アサノ大成基礎エンジニアリング 
地盤技術事業部・事業部長 立石 亮（49 歳） 

 
令和 6年 4月から、前任の福島委員を引き継ぎ、技術委員として参加するこ

とになりました、立石と申します。技術委員会では研修企画部会を担当させて

いただきます。何卒よろしくお願い申し上げます。 

私は平成 9年に入社し、関東圏と関西圏を中心に従事してきました。専門分

野は道路・河川及び都市開発に伴う未固結地盤を中心とした地盤調査です。 

その中でも、東日本大震災に関わる業務で 3年間従事できたことは貴重な経験

となっており、その後も自然災害に関する業務に積極的に携わってきました。 

微力ではございますが、当協会と業界の更なる発展のためにお役に立てるよ

う努力してまいりたいと思います。これから、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

代表者   電 話 番 号

千千葉葉県県

協和地下開発株式会社　 高 橋 高 志 〒270-0163 流山市南流山2-2-3 04-7158-0204

京葉シビルエンジニアリング株式会社　 長 澤 浩 二 〒260-0044 千葉市中央区松波 1-10-10 043-284-8751

伸光エンジニアリング株式会社 中 村 泰 男 〒260-0834 千葉市中央区今井 3-24-12 043-268-6911

千葉エンジニアリング株式会社　 番 場 弘 和 〒261-0005 千葉市美浜区稲毛海岸 2-1-31 043-244-2311

株式会社トラバース　 佐 藤 克 彦 〒272-0121 市川市末広 2-4-10 047-359-4111

神神奈奈川川県県

アジア航測株式会社　 畠 山 仁 〒215-0004 川崎市麻生区万福寺 1-2-2 新百合ﾄｳｪﾝﾃｨﾜﾝ3階 044-969-7230

株式会社エヌケー新土木研究所 中 村 健 太 郎 〒241-0821 横浜市旭区二俣川2-50-14　ｺﾌﾟﾚ二俣川1101号 045-489-9208

株式会社神奈川地質 鴨 井 裕 司 〒222-0033 横浜市港北区新横浜 2-14-26　石川ビル6階 045-472-0030

株式会社建設技術コンサルタント　 平 山 貴 祥 〒221-0044 横浜市神奈川区東神奈川 1-11-7 （3階） 045-453-3241

株式会社地盤コンサルタンツ 森 下 泰 〒243-0036 厚木市長谷 1267-１ 046-247-4111

ソイル機工株式会社　 出 村 雄 二 〒214-0038 川崎市多摩区生田 2-15-5 044-932-2771

相互地質開発株式会社 大 隣 慶 太 〒241-0826 横浜市旭区東希望が丘 35-9 045-361-2428

地球技術開発株式会社 佐 久 間 茂 樹 〒232-0021 横浜市南区真金町1-11-3 045-252-4830

株式会社土質基礎研究所　 長 峯 仁 〒214-0034 川崎市多摩区三田 5-1-8 044-931-6805

株式会社北海ボーリング 横 尾 厚 志 〒245-0062 横浜市戸塚区汲沢町 13-2 045-864-1441

株式会社横浜ソイルリサーチ 伊 東 嘉 朗 〒244-0801 横浜市戸塚区品濃町 543-6 045-823-0555

株式会社横浜テクノス　 佐 藤 あ け み 〒230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央 4-29-17 045-510-4881

山山梨梨県県

株式会社新日本エンジニアリング 深 澤 徳 明 〒400-0405 南アルプス市下宮地 303-1 055-283-6052

株式会社ハギ･ボー 萩 原 利 男 〒400-0845 甲府市上今井町 740-4 055-243-4777

長長野野県県

綜合地質コンサルタント株式会社　 大 久 保 健 〒381-2215 長野市稲里町中氷鉋 1085-7 026-284-0155

株式会社中部測地研究所 藤 森 雄 一 〒392-0131 諏訪市大字湖南 801-1 0266-58-0304

株式会社日建エンジニアリング 加 賀 匠 〒390-0848 松本市両島7-16 0263-26-5540

日本綜合建設株式会社　 美 谷 島 寿 一 〒380-0928 長野市若里 2-15-57   026-226-0381

株式会社オカダコンストラクト 岡 田 貴 行 〒171-0033 東京都豊島区高田2-11-1 03-3983-3467

株式会社クレアテラ 柳 田 友 隆 〒156-0043 東京都世田谷区松原6-39-18 03-5300-8288

サンセイ磯田建設株式会社 吉 田 智 〒369-1802 埼玉県秩父市荒川上田野1402 0494-54-0003

令和6年9月1日現在

賛助会員

会　社　名 住　　　　　　所
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《技術委員の就任》 
株式会社 アサノ大成基礎エンジニアリング 
地盤技術事業部・事業部長 立石 亮（49 歳） 

 
令和 6年 4月から、前任の福島委員を引き継ぎ、技術委員として参加するこ

とになりました、立石と申します。技術委員会では研修企画部会を担当させて

いただきます。何卒よろしくお願い申し上げます。 

私は平成 9年に入社し、関東圏と関西圏を中心に従事してきました。専門分

野は道路・河川及び都市開発に伴う未固結地盤を中心とした地盤調査です。 

その中でも、東日本大震災に関わる業務で 3年間従事できたことは貴重な経験

となっており、その後も自然災害に関する業務に積極的に携わってきました。 

微力ではございますが、当協会と業界の更なる発展のためにお役に立てるよ

う努力してまいりたいと思います。これから、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

代表者   電 話 番 号

千千葉葉県県

協和地下開発株式会社　 高 橋 高 志 〒270-0163 流山市南流山2-2-3 04-7158-0204

京葉シビルエンジニアリング株式会社　 長 澤 浩 二 〒260-0044 千葉市中央区松波 1-10-10 043-284-8751

伸光エンジニアリング株式会社 中 村 泰 男 〒260-0834 千葉市中央区今井 3-24-12 043-268-6911

千葉エンジニアリング株式会社　 番 場 弘 和 〒261-0005 千葉市美浜区稲毛海岸 2-1-31 043-244-2311

株式会社トラバース　 佐 藤 克 彦 〒272-0121 市川市末広 2-4-10 047-359-4111

神神奈奈川川県県

アジア航測株式会社　 畠 山 仁 〒215-0004 川崎市麻生区万福寺 1-2-2 新百合ﾄｳｪﾝﾃｨﾜﾝ3階 044-969-7230

株式会社エヌケー新土木研究所 中 村 健 太 郎 〒241-0821 横浜市旭区二俣川2-50-14　ｺﾌﾟﾚ二俣川1101号 045-489-9208

株式会社神奈川地質 鴨 井 裕 司 〒222-0033 横浜市港北区新横浜 2-14-26　石川ビル6階 045-472-0030

株式会社建設技術コンサルタント　 平 山 貴 祥 〒221-0044 横浜市神奈川区東神奈川 1-11-7 （3階） 045-453-3241

株式会社地盤コンサルタンツ 森 下 泰 〒243-0036 厚木市長谷 1267-１ 046-247-4111

ソイル機工株式会社　 出 村 雄 二 〒214-0038 川崎市多摩区生田 2-15-5 044-932-2771

相互地質開発株式会社 大 隣 慶 太 〒241-0826 横浜市旭区東希望が丘 35-9 045-361-2428

地球技術開発株式会社 佐 久 間 茂 樹 〒232-0021 横浜市南区真金町1-11-3 045-252-4830

株式会社土質基礎研究所　 長 峯 仁 〒214-0034 川崎市多摩区三田 5-1-8 044-931-6805

株式会社北海ボーリング 横 尾 厚 志 〒245-0062 横浜市戸塚区汲沢町 13-2 045-864-1441

株式会社横浜ソイルリサーチ 伊 東 嘉 朗 〒244-0801 横浜市戸塚区品濃町 543-6 045-823-0555

株式会社横浜テクノス　 佐 藤 あ け み 〒230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央 4-29-17 045-510-4881

山山梨梨県県

株式会社新日本エンジニアリング 深 澤 徳 明 〒400-0405 南アルプス市下宮地 303-1 055-283-6052

株式会社ハギ･ボー 萩 原 利 男 〒400-0845 甲府市上今井町 740-4 055-243-4777

長長野野県県

綜合地質コンサルタント株式会社　 大 久 保 健 〒381-2215 長野市稲里町中氷鉋 1085-7 026-284-0155

株式会社中部測地研究所 藤 森 雄 一 〒392-0131 諏訪市大字湖南 801-1 0266-58-0304

株式会社日建エンジニアリング 加 賀 匠 〒390-0848 松本市両島7-16 0263-26-5540

日本綜合建設株式会社　 美 谷 島 寿 一 〒380-0928 長野市若里 2-15-57   026-226-0381

株式会社オカダコンストラクト 岡 田 貴 行 〒171-0033 東京都豊島区高田2-11-1 03-3983-3467

株式会社クレアテラ 柳 田 友 隆 〒156-0043 東京都世田谷区松原6-39-18 03-5300-8288

サンセイ磯田建設株式会社 吉 田 智 〒369-1802 埼玉県秩父市荒川上田野1402 0494-54-0003
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編集後記 
 

本号では、多くの皆様から原稿をいただき、関東地質調査業協会のご協力に感謝申し上げ

ます。 

今年は、1月 1 日に能登半島地震が発生しました。石川県輪島市や志賀町で震度 7 を記録

し、津波も発生しました。7 月時点での死者数は 281 名（災害関連死含む）、行方不明者は

3 名、住宅被害は約 12 万 7000 棟にのぼり、甚大な被害が報告されています。また、9 月 21

日には震災復興途上の能登半島北部が記録的な豪雨に見舞われ、河川の氾濫と土砂崩れが

相次ぎ、家屋倒壊等による犠牲者が出る事態となりました。亡くなられた方々のご冥福を祈

り、被災された方々へのお見舞いを申し上げます。 

 

今後も、南海トラフ地震や首都直下地震、近年多発する豪雨による大災害が発生する可能

性があります。私たち地質技術者は、これら大災害に関連する地質リスク評価や災害対応可

能な構造物の構築について地質調査を通じて社会貢献していくことが重要と考えます。ま

た、防災イベント等を通じて地震による液状化などの地盤災害や地域の地形や地質の特徴

を丁寧に説明し、国民の防災意識を高めることも我々の重要な役割の一つです。私たち地質

調査業に携わる者は、長年にわたり自然の脅威から国土と国民の生命と財産を守る仕事に

関わってまいりました。今後も新たな課題を意識して、真摯な態度で臨んでいくことが必要

となります。 

 

改正労働基準法に定める時間外労働の罰則付き上限規制が 2024 年 4 月から建設業にも適

用されることを受け、私たち地質調査業においても労働環境の改善と効率的な業務遂行が

求められ、私たち一人ひとりが健康で持続可能な働き方を実現することがますます重要視

されます。協会としても、適切な労働環境を整えるためのサポートを継続してまいります。 

 

（一社）関東地質調査業協会は、ステークホルダーの要望に応え、多彩なサービスを提供

しており、最新情報はホームページでご確認いただけます。皆様からのご要望やご意見を歓

迎し、サービスの向上に努力いたします。最後に、引き続き当協会へのご支援・ご協力をお

願い申し上げます。 

 
一般社団法人 関東地質調査業協会  

〒101-0047 東京都千代田区内神田 2-6-8 内神田クレストビル  

電話 03-3252-2961  

Fax  03-3256-0858  

https://www.kanto-geo.or.jp/    
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